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人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

ふるさとの夏夜に響く『伝統の木やり』ふるさとの夏夜に響く『伝統の木やり』
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月月

Shimonita Pride in

みんなで作る地域の祭り

7月届出分〈敬称略・順不同〉

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

佐 藤　ヤ 　ス

小金澤 佐太郎

福 田　は　 る

今 井　勝　美

上 原　隆　夫

古 矢　まつ江

田 島　幸　江

堀 口　今　二

金 井　悦　夫

土 屋　ト　  ク

蟻 坂　是　心

佐 藤　つ 江

黛　　 君　枝

（真　弘）

（金田順子）

（保　幸）

（佑　也）

（一　夫）

（是　正）

（チ　ノ）

（輝　子）

（豊　二）

（英　夫）

（唯　心）

（栄　作）

（直　光）

下小坂

旭　町

下青倉

大　東

横　間

中　央

旭　町

大　東

大　平

宮　室

小　川

東野牧

市ノ萱

人口
　男
　女
世帯

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

7,455人
3,675人
3,780人
3,308世帯

転入  15人/  出生 1人
転出  25人/  死亡 18人

（8月1日現在）

（7月中）

・・・

（　27）
（　16）
（　11）
（　 2）

　下仁田市街地のほぼ全体を会場とした野外フェスを開催されます。
　３７組のパフォーマーによる演奏に加え、多彩なフードを提供する５０店舗、雑
貨・クラフト３８店舗、整体やマッサージなどのリラクゼーション６店舗が出店予定
です。ほたる山会場内にはキッズスペースが出現。キッズと一緒に楽しめる１７の
ワークショップ・キッズアトラクションもあります。
　町内から多くの皆様のご来場を心よりお待ちしております。
●日時　９月８日（土）１０時～１６時３０分
●会場　ほたる山公園、下仁田市街地
　　　　（下仁田駅・赤レンガ倉庫・中央通り周辺、こんにゃく手作り体験道場）
※ほたる山公園内には駐車できません。こんにゃく手作り体験道場からほたる
　山公園までは無料のシャトルバスをご利用ください。
●イベント詳細は、検索サイトで「バイブレーションテーブル」ご検索ください！
●問い合わせ　Vibration table実現化委員会　090-4173-3867

家族みんなで楽しめる入場無料の大型野外音楽イベント家族みんなで楽しめる入場無料の大型野外音楽イベント

バイブレーションテーブルバイブレーションテーブル

道の駅しもにた
リニューアルオープン
道の駅しもにた

リニューアルオープン
新鮮野菜・手作り菓子・パン好評販売中新鮮野菜・手作り菓子・パン好評販売中

1枚
1回まで
1枚
1回まで

キリトリ線キリトリ線

キリトリ線キリトリ線

右記チケット提示で「揚げ物500円以上
購入の方」下仁田コロッケ1個サービス

手作り惣菜好評につき 9/1～20まで
右記チケット提示で「揚げ物500円以上
購入の方」下仁田コロッケ1個サービス

手作り惣菜好評につき 9/1～20まで
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団体等

下仁田地区

馬山地区

小坂地区

青倉地区

西牧地区

町　外

南牧村

協賛金を戴いた団体、企業等（順不同・敬称略）

花火店紹介

　この度は、８月１４日開催の花火打ち上げに対し、
地区法人会員の皆様を中心に多くの企業、事業
所、商店をはじめ一般町民の皆様から多額の協賛
金を賜り、衷心より感謝し厚く御礼を申し上げます。
　以下、ご芳名（事業所名等）をご報告させていた
だき、御礼のご挨拶に代えさせていただきます。

夏祭り花火協賛金に
対する御礼

下仁田こんにゃく夏祭り実行委員会

(一社)富岡法人会
下 仁 田 金 融 会
下仁田建築業組合
下仁田町森林組合
JA甘楽富岡農協下仁田支所
群馬県蒟蒻原料商工業協同組合
下仁田蒟蒻工業協同組合
建 成 会
大同生命保険㈱群馬支社
ぐ ん ま 共 済
下仁田町更生保護女性会
下仁田飲食店組合
下仁田町農業委員会
下仁田町区長会
下仁田酒類小売業組合
富岡ライオンズクラブ
町商工会職員一同
町商工会青年部有志一同
町役場職員有志一同

㈱小林新次郎商店
㈲マルイ洋品店
㈲ 下 仁 田 館
大 井 田 薬 局 ㈱
㈲ 総 本 家 紙 屋
㈱ 荻 野 商 店
ヨシザワ洋品店
中 江 米 穀 店
安 兵 衛
㈲ た か は し
里 見 文 林 堂
㈲鈴木電機商会
生 沢 商 店
神戸工業不動産
イワイオートサービス
つ く し

なかい観光バス㈱
㈲ 鈴 木 製 材 所
㈲鈴木銃砲火薬店
茂 木 時 計 店
髙 橋 新 装 店
土 屋 製 作 所
㈲ゑびすや米穀店
㈲ 小 沢 新 聞 店
㈲ 鍋 　 屋
㈲ 日 昇 軒
㈲カネミ・さいとう
㈱ ま る へ い
㈱ 常 盤 館
㈲ ま る や
金 子 酒 店
近田輪店（近田ホンダ)
飯 塚 時 計 店
茶 茶
樋 口 写 真 館
堀 口 精 肉 店
布 屋
東 陽 軒
エ イ ト
速 洗 舎
ヘアーサロンサトウ
木 暮 接 骨 院
㈲ 成 和 自 動 車
㈲ 森 川 酒 店
㈲花のたかはし
医療法人　清隆会 佐藤病院
下 仁 田 林 業 ㈱
㈲ 矢 嶋 石 材
㈲ 本 　 　 多
㈱開成エンジニアリング
㈲ ライフエイド
㈱ こ こ ろ の 社
㈱ マ ル モ ト

㈲ 下 　 　 協
畳とインテリアあるが
スナックぶぉるが
ウッドショップ関口
寝 具 の 大 島
セブンイレブン下仁田店
スティールクラフトWIN
㈱林吉太郎商店
下 仁 田 倉 庫 ㈱
ス ナ ッ ク Ｏ Ｂ
佐藤モータース
㈲コバヤシ薬局
カシワヤ薬局㈲
㈲桜井電気商会
㈲ 新 彦 商 店
福 田 屋
㈱ 小 山 商 店
㈲永井自動車整備工場 
諸 星 建 設 ㈱
㈲ 佐 藤 鉄 工 所
㈲尚美堂印刷所
㈲石井自動車整備工場
千 野 新 建 材
上 原 建 設 ㈱
㈱ ウ エ ハ ラ
㈱神戸万吉商店
西 毛 建 設 ㈱
㈱ ヤ マ キ
㈲武井自動車整備工場
㈲土谷電気商会
㈲小林帯鋸加工所
㈲今井水道ガス工事店
㈲ 市 川 石 材
村 木 建 設 ㈱
㈲ 鈴 木 運 輸
㈲今井鉄建設備
㈲下仁田温泉清流荘

㈲小井土デンキ設備
㈲ 石 井ライフ工 業
国 際 警 備 保 障 ㈱
神 戸 住 建
き よ し や 食 堂
㈲ 大 野 製 作 所
彰栄自動車整備工場
神戸自動車整備工場
佐 俣 接 骨 院
群馬銀行下仁田支店
Ａコープ下仁田店
金 井 久 行
佐 藤 し づ の

白 山 製 材 ㈱
㈲ 清 水 工 業
㈲ 神 戸 造 園
㈲ 下 仁 田 納 豆
㈲ カ ネ タ ケ
ま や ま ド ラ イ
セブンイレブン下仁田インター店
㈱ エ ス テ ッ ク
㈲ 下 南 興 業 社
㈲ 北 村 商 事
神 戸 土 木 ㈱
㈲ 中 山 金 属 工 業
㈱ 岩 井 工 建
㈱ サ マ タ 機 工
㈲産業開発しもにた
㈲ 中 澤 製 作 所
東武興業㈱下仁田カントリ－クラブ
㈲ 岡 野 製 材 所
㈲ 坂 口 建 設
㈲ ケ イ ハ ウ ス
上 州 下 仁 田 屋

茂 木 食 品 工 業 ㈱

下仁田こんにゃく観光センター㈱
㈲マルサ下仁田蒟蒻
㈱丸高食品商会
㈱ 斎 藤 食 品
思 恋 路
㈲ 永 井 製 作 所
㈱ Ｋ Ｆ Ｅ
㈲下仁田しいたけ
シ ラ タ カ 建 設
萩 原 建 設 ㈱
相 川 産 業 ㈱
㈲ 佐 藤 製 作 所
㈲ 大 宮 製 材 所
日興製作所 ㈱ 下仁田工場
林自動車整備工場
神 戸 建 設 ㈱
㈲しもにた聖 苑
永 井 印 刷 ㈱
㈲ エ コトピ ア
㈲ 神 戸 オ ート
マ ル サ ン 木 材
㈱ 下 仁 田 物 産

㈱ 神 津 牧 場
㈱ 山 　 昭
㈲荒船環境興業
㈱オギノケアサービス
デザイン工業㈲
㈲ラーメンショップ
小 井 土 製 材 ㈱
㈲かぶら電子工業
㈲ 小 井 土 建 設
㈱ 小 井 土 蒟 蒻

㈲ 黒 沢 組
白石工業 ㈱ 白艶華工場
㈲アスモ・エフ・シー

清 水 通 信 工 業
幸 樹 園
赤 岩 自 動 車
㈲ニュー日本閣
三和化成工業㈱
小金澤下仁田蒟蒻㈱
㈱ フ ク ダ
㈲ 赤 岩 製 作 所
ヤマカコーポレーション
篠崎運輸倉庫㈱群馬営業所

淺 川 商 事 ㈱
㈱田村靖一商店
㈱磯貝晃三商店
国 土 建 設 ㈱
㈱ イ シ コ ー

㈱ 大 五 建 設
平 館 英 次 郎
小 出 孝 男

黄綬褒章受章
厚生労働大臣表彰受賞
㈲菊屋小幡花火店

財

▲一社）富岡法人会下仁田地区会
　の皆様から多大なご寄付

▼商工会青年部の
　皆様から多大なご寄付

合

広
報しもにた

８月１４日（火）こんにゃく手作り体験道場で、下仁田こんにゃく夏祭りが開催されました。
各種団体のご協力により、こんにゃく手作り体験、こんにゃく流しそうめん、露店のほか
今年は大泉町からサンバがやってきました。
さらに、恒例のお神輿や盆踊りなど、下仁田の夏を大いに盛り上げていただきました。
フィナーレを飾る花火は、ほたる山公園から打ち上げられ、夜空に大輪の花を咲かせました。

８月１４日（火）こんにゃく手作り体験道場で、下仁田こんにゃく夏祭りが開催されました。
各種団体のご協力により、こんにゃく手作り体験、こんにゃく流しそうめん、露店のほか
今年は大泉町からサンバがやってきました。
さらに、恒例のお神輿や盆踊りなど、下仁田の夏を大いに盛り上げていただきました。
フィナーレを飾る花火は、ほたる山公園から打ち上げられ、夜空に大輪の花を咲かせました。

下仁田こんにゃく夏祭り下仁田こんにゃく夏祭り
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堀 口 精 肉 店
布 屋
東 陽 軒
エ イ ト
速 洗 舎
ヘアーサロンサトウ
木 暮 接 骨 院
㈲ 成 和 自 動 車
㈲ 森 川 酒 店
㈲花のたかはし
医療法人　清隆会 佐藤病院
下 仁 田 林 業 ㈱
㈲ 矢 嶋 石 材
㈲ 本 　 　 多
㈱開成エンジニアリング
㈲ ライフエイド
㈱ こ こ ろ の 社
㈱ マ ル モ ト

㈲ 下 　 　 協
畳とインテリアあるが
スナックぶぉるが
ウッドショップ関口
寝 具 の 大 島
セブンイレブン下仁田店
スティールクラフトWIN
㈱林吉太郎商店
下 仁 田 倉 庫 ㈱
ス ナ ッ ク Ｏ Ｂ
佐藤モータース
㈲コバヤシ薬局
カシワヤ薬局㈲
㈲桜井電気商会
㈲ 新 彦 商 店
福 田 屋
㈱ 小 山 商 店
㈲永井自動車整備工場 
諸 星 建 設 ㈱
㈲ 佐 藤 鉄 工 所
㈲尚美堂印刷所
㈲石井自動車整備工場
千 野 新 建 材
上 原 建 設 ㈱
㈱ ウ エ ハ ラ
㈱神戸万吉商店
西 毛 建 設 ㈱
㈱ ヤ マ キ
㈲武井自動車整備工場
㈲土谷電気商会
㈲小林帯鋸加工所
㈲今井水道ガス工事店
㈲ 市 川 石 材
村 木 建 設 ㈱
㈲ 鈴 木 運 輸
㈲今井鉄建設備
㈲下仁田温泉清流荘

㈲小井土デンキ設備
㈲ 石 井ライフ工 業
国 際 警 備 保 障 ㈱
神 戸 住 建
き よ し や 食 堂
㈲ 大 野 製 作 所
彰栄自動車整備工場
神戸自動車整備工場
佐 俣 接 骨 院
群馬銀行下仁田支店
Ａコープ下仁田店
金 井 久 行
佐 藤 し づ の

白 山 製 材 ㈱
㈲ 清 水 工 業
㈲ 神 戸 造 園
㈲ 下 仁 田 納 豆
㈲ カ ネ タ ケ
ま や ま ド ラ イ
セブンイレブン下仁田インター店
㈱ エ ス テ ッ ク
㈲ 下 南 興 業 社
㈲ 北 村 商 事
神 戸 土 木 ㈱
㈲ 中 山 金 属 工 業
㈱ 岩 井 工 建
㈱ サ マ タ 機 工
㈲産業開発しもにた
㈲ 中 澤 製 作 所
東武興業㈱下仁田カントリ－クラブ
㈲ 岡 野 製 材 所
㈲ 坂 口 建 設
㈲ ケ イ ハ ウ ス
上 州 下 仁 田 屋

茂 木 食 品 工 業 ㈱

下仁田こんにゃく観光センター㈱
㈲マルサ下仁田蒟蒻
㈱丸高食品商会
㈱ 斎 藤 食 品
思 恋 路
㈲ 永 井 製 作 所
㈱ Ｋ Ｆ Ｅ
㈲下仁田しいたけ
シ ラ タ カ 建 設
萩 原 建 設 ㈱
相 川 産 業 ㈱
㈲ 佐 藤 製 作 所
㈲ 大 宮 製 材 所
日興製作所 ㈱ 下仁田工場
林自動車整備工場
神 戸 建 設 ㈱
㈲しもにた聖 苑
永 井 印 刷 ㈱
㈲ エ コトピ ア
㈲ 神 戸 オ ート
マ ル サ ン 木 材
㈱ 下 仁 田 物 産

㈱ 神 津 牧 場
㈱ 山 　 昭
㈲荒船環境興業
㈱オギノケアサービス
デザイン工業㈲
㈲ラーメンショップ
小 井 土 製 材 ㈱
㈲かぶら電子工業
㈲ 小 井 土 建 設
㈱ 小 井 土 蒟 蒻

㈲ 黒 沢 組
白石工業 ㈱ 白艶華工場
㈲アスモ・エフ・シー

清 水 通 信 工 業
幸 樹 園
赤 岩 自 動 車
㈲ニュー日本閣
三和化成工業㈱
小金澤下仁田蒟蒻㈱
㈱ フ ク ダ
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国 土 建 設 ㈱
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㈱ 大 五 建 設
平 館 英 次 郎
小 出 孝 男

黄綬褒章受章
厚生労働大臣表彰受賞
㈲菊屋小幡花火店

財

▲一社）富岡法人会下仁田地区会
　の皆様から多大なご寄付

▼商工会青年部の
　皆様から多大なご寄付

合

広
報しもにた

８月１４日（火）こんにゃく手作り体験道場で、下仁田こんにゃく夏祭りが開催されました。
各種団体のご協力により、こんにゃく手作り体験、こんにゃく流しそうめん、露店のほか
今年は大泉町からサンバがやってきました。
さらに、恒例のお神輿や盆踊りなど、下仁田の夏を大いに盛り上げていただきました。
フィナーレを飾る花火は、ほたる山公園から打ち上げられ、夜空に大輪の花を咲かせました。
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フィナーレを飾る花火は、ほたる山公園から打ち上げられ、夜空に大輪の花を咲かせました。

下仁田こんにゃく夏祭り下仁田こんにゃく夏祭り
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閣
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破
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衆
議
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下
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特集①特集①

　
７
月
24
日（
火
）、石
破
茂
衆
議
院

議
員
に
よ
る
町
内
視
察
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
、酷
暑
の
中
、『
世
界
遺
産 

荒
船
風
穴
』、『
神
津
牧
場
』、『
跡
倉

す
べ
り
面
ジ
オ
サ
イ
ト
』、『
道
の
駅
し

も
に
た
・
交
流
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』

な
ど
を
視
察
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、道
の
駅
し
も
に
た
で
は
、

「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
に
よ
る
地
方
創
生
」を
テ
ー

マ
に
講
和
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
来
町
の
経
緯

　
本
年
６
月
、日
本
Ｃ
Ｌ
Ｔ
協
会
か

ら
、Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
法
を
活
用
し
た
建
築

物
の
事
例
と
し
て
、「
道
の
駅
し
も
に

た
」に
設
置
し
た『
下
仁
田
町
交
流
防

災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』の
視
察
見
学
会
を

実
施
し
た
い
旨
の
申
し
入
れ
が
あ
り

ま
し
た
。

　
町
で
は
、こ
れ
ら
依
頼
を
受
け
入

れ
る
と
と
も
に「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
で
地
方
創

生
を
実
現
す
る
議
員
連
盟
」の
会
長

を
務
め
る
石
破
茂
衆
議
院
議
員
に
、

当
町
に
お
越
し
い
た
だ
け
る
よ
う
、

原
町
長
が
石
破
代
議
士
に
依
頼
し
、

こ
の
度
の
視
察
が
実
現
さ
れ
ま
し
た
。

●
Ｃ
Ｌ
Ｔ
普
及
に
よ
る

地
方
創
生

　
「
下
仁
田
町
交
流
防
災
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」で
は
、木
材
供
給
地
と
し
て

か
つ
て
地
域
経
済
を
支
え
た
歴
史
を

背
景
に
、Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
法
に
よ
る
材
料

地
元
産
材
と
心
が
け
ま
し
た
。Ｃ
Ｌ

Ｔ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
開
発
さ
れ
、高
い

寸
法
安
定
性
と
強
度
確
保
で
き
る
技

術
と
し
て
注
目
を
集
め
る
も
の
で
す
。

　
Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
繊
維
方
向
が
直
交
す
る

よ
う
張
り
合
わ
せ
た
集
成
材
で
、構

造
材
に
用
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
10
階

の
ビ
ル
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、森
林
資
源
が
豊
富
な
国
産

ス
ギ
の
需
要
拡
大
の
一
つ
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
に
お
い
て
も
町
で
は
Ｃ
Ｌ
Ｔ

を
積
極
的
に
活
用
す
る
よ
う
検
討
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
水
会
会
友
、
県
美
術
会
会

員
、
高
崎
市
民
展
審
査
員
を
務
め

る
塚
越
潤
様
よ
り
、
ほ
た
る
山
公

園
か
ら
見
た
街
並
み
を
描
い
た
風

景
画
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS

　
『
リ
バ
テ
ィ
五
十
路
チ
ー
ム
』
は
６
月

に
館
林
市
で
開
催
さ
れ
た
「
五
十
路
県
大

会
」
で
上
位
４
チ
ー
ム
に
見
事
入
賞
し
、

関
東
大
会
出
場
の
切
符
を
手
に
し
ま
し

た
。
東
京
都
の
駒
沢
体
育
館
で
９
月
に
行

わ
れ
る
関
東
大
会
に
は
地
区
予
選
を
勝
ち

抜
い
た
強
豪
が
そ
ろ
い
、
さ
ら
な
る
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

●
部
員
募
集
　
リ
バ
テ
ィ
に
は
現
在
30

歳
〜
70
歳
代
ま
で
の
部
員
が
在
籍
し
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
汗
を
流
し
て
い
ま

す
。
美
容
と
健
康
の
た
め
、
一
緒
に
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

●
連
絡
先
　
山
岸
み
ど
り

☎
82
―
２
２
０
６

　
こ
の
度
、
株
式
会
社
高
崎
測
量
様

（
高
崎
市
日
高
町
）
よ
り
「
ね
ぎ
と
こ

ん
に
ゃ
く
下
仁
田
奨
学
金
事
業
」
に
対

し
ご
賛
同
を
い
た
だ
き
、
多
大
な
る
ご

寄
附
を
賜
り
ま
し
た
。
平
成
30
年
８
月

３
日
（
金
）
株
式
会
社
高
崎
測
量
に
て

代
表
取
締
役
社
長
和
田
隆
様
に
ご
面
会

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
感
謝
状
を
贈
呈

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

株
式
会
社
高
崎
測
量
様

代
表
取
締
役
社
長
　
和
田
　
隆
　
様

高
崎
市
日
高
町
５
８
０

●
業
務
内
容
　
都
市
計
画
／
測
量
調
査

／
土
木
設
計
／
建
物
補
償
／
一
級
建
築

士
事
務
所
／
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所

●
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

「
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く
下
仁
田
奨
学
金
事

業
」
を
健
全
に
運
営
し
て
い
く
た
め
、
応

援
を
し
て
い
た
だ
け
る
企
業
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

『
リ
バ
テ
ィ
五
十
路
チ
ー
ム
』
関
東
大
会
出
場

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

『
リ
バ
テ
ィ
五
十
路
チ
ー
ム
』
関
東
大
会
出
場

ほ
た
る
山
公
園
か
ら
の
風
景
画
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

ほ
た
る
山
公
園
か
ら
の
風
景
画
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

株
式
会
社
高
崎
測
量
様
よ
り

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
ご
寄
付

株
式
会
社
高
崎
測
量
様
よ
り

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
ご
寄
付

　
７
月
13
日
（
金
）
青
岩
公
園
、
吉

崎
バ
イ
パ
ス
な
ど
、
地
域
貢
献
活
動

と
し
て
清
掃
・
草
刈
り
を
実
施
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
約
40
名
の
従
業
員
の
皆
さ
ま
が
手

分
け
を
し
て
、
夏
休
み
前
の
町
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
目
的
に
毎
年
盛
夏

の
中
、
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。 上

原
建
設
株
式
会
社 

地
域
貢
献
活
動
で

道
路・河
川
を
清
掃

上
原
建
設
株
式
会
社 

地
域
貢
献
活
動
で

道
路・河
川
を
清
掃

身近な情報をお寄せください。町長公室（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題
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さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
に
お
い
て
も
町
で
は
Ｃ
Ｌ
Ｔ

を
積
極
的
に
活
用
す
る
よ
う
検
討
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
水
会
会
友
、
県
美
術
会
会

員
、
高
崎
市
民
展
審
査
員
を
務
め

る
塚
越
潤
様
よ
り
、
ほ
た
る
山
公

園
か
ら
見
た
街
並
み
を
描
い
た
風

景
画
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS

　
『
リ
バ
テ
ィ
五
十
路
チ
ー
ム
』
は
６
月

に
館
林
市
で
開
催
さ
れ
た
「
五
十
路
県
大

会
」
で
上
位
４
チ
ー
ム
に
見
事
入
賞
し
、

関
東
大
会
出
場
の
切
符
を
手
に
し
ま
し

た
。
東
京
都
の
駒
沢
体
育
館
で
９
月
に
行

わ
れ
る
関
東
大
会
に
は
地
区
予
選
を
勝
ち

抜
い
た
強
豪
が
そ
ろ
い
、
さ
ら
な
る
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

●
部
員
募
集
　
リ
バ
テ
ィ
に
は
現
在
30

歳
〜
70
歳
代
ま
で
の
部
員
が
在
籍
し
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
汗
を
流
し
て
い
ま

す
。
美
容
と
健
康
の
た
め
、
一
緒
に
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

●
連
絡
先
　
山
岸
み
ど
り

☎
82
―
２
２
０
６

　
こ
の
度
、
株
式
会
社
高
崎
測
量
様

（
高
崎
市
日
高
町
）
よ
り
「
ね
ぎ
と
こ

ん
に
ゃ
く
下
仁
田
奨
学
金
事
業
」
に
対

し
ご
賛
同
を
い
た
だ
き
、
多
大
な
る
ご

寄
附
を
賜
り
ま
し
た
。
平
成
30
年
８
月

３
日
（
金
）
株
式
会
社
高
崎
測
量
に
て

代
表
取
締
役
社
長
和
田
隆
様
に
ご
面
会

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
感
謝
状
を
贈
呈

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

株
式
会
社
高
崎
測
量
様

代
表
取
締
役
社
長
　
和
田
　
隆
　
様

高
崎
市
日
高
町
５
８
０

●
業
務
内
容
　
都
市
計
画
／
測
量
調
査

／
土
木
設
計
／
建
物
補
償
／
一
級
建
築

士
事
務
所
／
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所

●
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

「
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く
下
仁
田
奨
学
金
事

業
」
を
健
全
に
運
営
し
て
い
く
た
め
、
応

援
を
し
て
い
た
だ
け
る
企
業
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

『
リ
バ
テ
ィ
五
十
路
チ
ー
ム
』
関
東
大
会
出
場

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

『
リ
バ
テ
ィ
五
十
路
チ
ー
ム
』
関
東
大
会
出
場

ほ
た
る
山
公
園
か
ら
の
風
景
画
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

ほ
た
る
山
公
園
か
ら
の
風
景
画
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

株
式
会
社
高
崎
測
量
様
よ
り

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
ご
寄
付

株
式
会
社
高
崎
測
量
様
よ
り

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
ご
寄
付

　
７
月
13
日
（
金
）
青
岩
公
園
、
吉

崎
バ
イ
パ
ス
な
ど
、
地
域
貢
献
活
動

と
し
て
清
掃
・
草
刈
り
を
実
施
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
約
40
名
の
従
業
員
の
皆
さ
ま
が
手

分
け
を
し
て
、
夏
休
み
前
の
町
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
目
的
に
毎
年
盛
夏

の
中
、
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。 上

原
建
設
株
式
会
社 

地
域
貢
献
活
動
で

道
路・河
川
を
清
掃

上
原
建
設
株
式
会
社 

地
域
貢
献
活
動
で

道
路・河
川
を
清
掃

身近な情報をお寄せください。町長公室（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題
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屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る
に
は

許
可
が
必
要
で
す

　
屋
外
広
告
物
は
、
広
報
、
宣
伝
活
動
の

ひ
と
つ
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
ま
ち
を
活
気
づ
け
る
手
段
に
も
な
り

ま
す
が
、
同
時
に
景
観
の
一
部
を
形
成
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
美
し
い
ま
ち
な
み
と

の
調
和
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

●
屋
外
広
告
物
と
は
…
常
時
又
は
一
定
の

期
間
継
続
し
て
屋
外
で
公
衆
に
表
示
す
る

看
板
、
立
て
看
板
、
は
り
紙
、
は
り
札
、

広
告
塔
、
広
告
板
、
壁
面
広
告
な
ど
を
い

い
ま
す
。

●
許
可
申
請
…
屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る

場
合
は
、
下
仁
田
町
屋
外
広
告
物
条
例
に

よ
り
、
許
可
が
必
要
で
す
の
で
、
申
請
手

続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
許
可
基
準
…
屋
外
広
告
物
の
種
類
ご
と

に
表
示
面
積
、
設
置
場
所
な
ど
、
許
可
基

準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
許
可
基
準
に

適
合
し
な
い
も
の
は
表
示
で
き
ま
せ
ん
。

●
許
可
期
間
…
屋
外
広
告
物
の
種
類
ご
と

に
許
可
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
許

可
期
間
満
了
後
も
引
き
続
き
表
示
を
希
望

す
る
場
合
は
、
更
新
の
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

●
禁
止
広
告
物
…
著
し
く
破
損
し
、
又
は

老
朽
化
し
た
も
の
、
信
号
機
、
道
路
標
識

又
は
道
路
工
事
用
標
識
な
ど
に
類
似
し
、

又
は
こ
れ
ら
の
効
果
を
妨
げ
る
お
そ
れ
の

あ
る
も
の
な
ど
は
表
示
で
き
ま
せ
ん
。

●
禁
止
物
件
…
橋
り
ょ
う
、
ト
ン
ネ
ル
、

石
垣
、
擁
壁
、
街
路
樹
、
信
号
機
、
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
に
は
、

屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
電
柱
、
街
灯
柱
に
は
、
は

り
紙
、
は
り
札
、
立
看
板
、
広
告
旗
を
表

示
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
禁
止
地
域
…
禁
止
地
域
に
は
、
原
則
と

し
て
屋
外
広
告
物
を
表
示
で
き
ま
せ
ん
。

●
適
用
除
外
…
自
ら
の
事
業
所
等
に
店
名

な
ど
を
表
示
す
る
自
家
広
告
物
に
つ
い
て

は
、
禁
止
地
域
で
合
計
10
㎡
以
下
、
許
可

地
域
で
合
計
15
㎡
以
下
の
必
要
最
小
限
の

広
告
物
で
あ
れ
ば
許
可
を
受
け
ず
に
表
示

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
事
前
相
談
…
禁
止
地
域
内
に
お
い
て
自

家
広
告
物
を
表
示
す
る
場
合
は
、
届
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

●
申
請
書
…
屋
外
広
告
物
の
表
示
の
許
可

を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
許
可
申
請

書
に
関
係
書
類
を
添
え
て
、
建
設
ガ
ス
水

道
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
許
可
申
請

書
の
様
式
は
種
類
ご
と
に
異
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
許
可
申
請

書
に
添
付
す
る
関
係
書
類
は
、
設
置
場
所

を
表
示
す
る
位
置
図
、
面
積
・
形
状
を
明

ら
か
に
し
た
図
面
な
ど
で
す
。

●
許
可
手
数
料
…
許
可
申
請
を
す
る
場
合

に
は
、
種
類
や
面
積
に
応
じ
た
許
可
手
数

料
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
建
設
ガ
ス
水
道
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
請
・
問
合
せ
　
建
設
ガ
ス
水
道
課
・

管
理
係
　
☎
64
―
8
8
0
7
（
直
通
）

中
学
校
全
生
徒
に
対
し

英
検
受
験
料
を
補
助
し
ま
す

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
の
中

で
、
他
国
の
人
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑
に
図
れ
る
人

材
育
成
の
仕
組
み
の
構
築
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
下
仁
田
町
及
び
下
仁
田
町
教
育

委
員
会
で
は
、
生
徒
の
将
来
を
見

据
え
、
急
速
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

対
応
で
き
る
力
を
培
う
た
め
の
手

段
と
し
て
、
国
際
共
通
語
で
あ
る

英
語
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
英
検
（
公
益
財
団
法
人
日
本
英

語
検
定
協
会
が
実
施
す
る
実
用
英

語
技
能
検
定
）
は
高
校
入
試
に
お

い
て
も
評
価
さ
れ
や
す
い
検
定
の

ひ
と
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
お

り
、
ま
た
、
平
成
32
年
度
か
ら
の

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
（
セ
ン

タ
ー
試
験
）
に
お
い
て
、
英
検
等

の
活
用
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
将
来

を
見
据
え
て
中
学
校
の
う
ち
か
ら

英
検
資
格
を
保
持
し
て
い
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
、
平
成

29
年
度
か
ら
下
仁
田
中
学
校
生
徒

が
英
検
を
受
験
す
る
際
の
受
験
料

を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
補
助
の
内
容
は
、
1
年
間
に
1

人
に
つ
き
2
、
0
0
0
円
で
す
。

　
英
検
の
試
験
は
中
学
校
が
会
場

と
な
り
、
学
期
ご
と
に
年
3
回
開

催
さ
れ
る
た
め
、
誰
で
も
等
し
く

受
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
学
校
や
ご
家
庭
、
地
域
に
お
い
て

も
英
語
力
向
上
の
取
り
組
み
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
学
校
教
育
係

☎
0
2
7
4
―
82
―
2
1
1
5

町
長
交
際
費
を
公
表
し
ま
す

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、
町
政
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
町
を
代
表
し
て
行

う
個
人
又
は
団
体
と
の
交
際
に
要
す
る
経
費
で
、
下
仁
田
町
町
長
交
際
費
支

出
規
程
の
支
出
基
準
に
基
づ
い
て
支
出
し
て
い
ま
す
。

●平成３０年度　町長交際費　
町長交際費の支出状況について、同規程の公開基準に基づき公開します。
（７月分） （単位：円）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

7月8日

7月8日

7月8日

7月13日

7月13日

7月14日

7月27日

7月31日

7月分

会費

慶祝

会費

協賛

会費

慶祝

会費

会費

弔慰

支出内容支出日 支出区分

7月分 計

支出金額

富岡甘楽地区消防ポンプ操法競技大会慰労会

諏訪神社みそぎ祭

あじさい祭り反省会

2018非核平和行進賛助金

下仁田木材協同組合解散式

瑞宝双光章受章者祝賀会

富岡甘楽地区企業防犯協力会情報交換会

群馬県市町村職員年金者連盟甘楽郡支部懇親会

葬儀生花2件

5,000 

3,000 

500 

5,000 

3,000 

5,000 

5,000 

5,000 

10,000 

41,500 

「
９
月
は
屋
外
広
告
物

　
　
　
　
　
　
適
正
化
旬
間
で
す
」

　
デ
イ
ビ
ッ
ト
・
テ
ボ
ド
ー
先
生

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
主
に
中
学

校
で
勤
務
を
し
ま
す
。

　
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
は
、
外
国
語
指
導
助

手
で
す
。
本
場
の
英
語
や
外
国
文

化
を
小
中
学
生
に
伝
え
る
、
大
切

な
役
割
を
担
い
ま
す
。
３
年
目
Ａ

Ｌ
Ｔ
の
マ
ン
デ
ィ
先
生
は
主
に
小

学
校
で
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
下
仁
田
町
で
は
、
従
来
、
一
人

だ
っ
た
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
今
年
度
か
ら
２
名

に
増
員
い
た
し
ま
し
た
。

　
２
０
２
０
年
か
ら
小
学
校
教
育

が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
示
さ

れ
、
英
語
も
通
常
の
教
科
と
し
て

加
わ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
情
を
鑑
み
、
町
で

は
英
語
教
育
に
よ
り
力
を
入
れ
る

た
め
、
小
学
校
と
中
学
校
に
一
名

ず
つ
配
置
す
べ
く
、
新
し
い
Ａ
Ｌ

Ｔ
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。 新

し
い
A
L
T
の
先
生
が
来
ま
し
た

●
先
生
か
ら
の
あ
い
さ
つ

　
下
仁
田
町
の
皆
さ
ん

　
私
は
、
新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て

下
仁
田
町
に
来
た
、
デ
イ
ビ
ッ

ト
・
テ
ボ
ド
ー
で
す
。
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ー
と
し
て
有
名
な
、
カ
ル

フ
ォ
ル
ニ
ア
の
サ
ン
ノ
ゼ
の
出
身

で
す
。
結
婚
し
て
８
年
に
な
る
妻

（
ベ
ッ
キ
ー
）
と
２
歳
半
の
息
子

（
ノ
ア
）
の
３
人
家
族
で
す
。

　
私
は
、
休
日
に
ハ
イ
キ
ン
グ
や

旅
行
を
す
る
の
が
好
き
で
す
。
そ

し
て
、
家
族
と
と
も
に
出
か
け
る

の
も
大
好
き
で
す
。

　
私
が
こ
こ
に
い
る
間
、
た
く
さ

ん
の
人
に
出
会
い
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
町
で
私
を
見
か
け
た
ら

「
ハ
ロ
ー
」
と
、
気
軽
に
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。

　
私
は
生
徒
と
と
も
に
学
び
、
彼

ら
の
勉
強
の
手
助
け
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
　
下
仁
田
町
は

と
て
も
美
し
い
街
で
す
。
私
は
こ

こ
に
い
ら
れ
る
こ
と
を
感
謝
し
ま

す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

David ThibodeauDavid Thibodeau

行政情報行政情報
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屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る
に
は

許
可
が
必
要
で
す

　
屋
外
広
告
物
は
、
広
報
、
宣
伝
活
動
の

ひ
と
つ
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
ま
ち
を
活
気
づ
け
る
手
段
に
も
な
り

ま
す
が
、
同
時
に
景
観
の
一
部
を
形
成
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
美
し
い
ま
ち
な
み
と

の
調
和
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

●
屋
外
広
告
物
と
は
…
常
時
又
は
一
定
の

期
間
継
続
し
て
屋
外
で
公
衆
に
表
示
す
る

看
板
、
立
て
看
板
、
は
り
紙
、
は
り
札
、

広
告
塔
、
広
告
板
、
壁
面
広
告
な
ど
を
い

い
ま
す
。

●
許
可
申
請
…
屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る

場
合
は
、
下
仁
田
町
屋
外
広
告
物
条
例
に

よ
り
、
許
可
が
必
要
で
す
の
で
、
申
請
手

続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
許
可
基
準
…
屋
外
広
告
物
の
種
類
ご
と

に
表
示
面
積
、
設
置
場
所
な
ど
、
許
可
基

準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
許
可
基
準
に

適
合
し
な
い
も
の
は
表
示
で
き
ま
せ
ん
。

●
許
可
期
間
…
屋
外
広
告
物
の
種
類
ご
と

に
許
可
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
許

可
期
間
満
了
後
も
引
き
続
き
表
示
を
希
望

す
る
場
合
は
、
更
新
の
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

●
禁
止
広
告
物
…
著
し
く
破
損
し
、
又
は

老
朽
化
し
た
も
の
、
信
号
機
、
道
路
標
識

又
は
道
路
工
事
用
標
識
な
ど
に
類
似
し
、

又
は
こ
れ
ら
の
効
果
を
妨
げ
る
お
そ
れ
の

あ
る
も
の
な
ど
は
表
示
で
き
ま
せ
ん
。

●
禁
止
物
件
…
橋
り
ょ
う
、
ト
ン
ネ
ル
、

石
垣
、
擁
壁
、
街
路
樹
、
信
号
機
、
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
に
は
、

屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
電
柱
、
街
灯
柱
に
は
、
は

り
紙
、
は
り
札
、
立
看
板
、
広
告
旗
を
表

示
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
禁
止
地
域
…
禁
止
地
域
に
は
、
原
則
と

し
て
屋
外
広
告
物
を
表
示
で
き
ま
せ
ん
。

●
適
用
除
外
…
自
ら
の
事
業
所
等
に
店
名

な
ど
を
表
示
す
る
自
家
広
告
物
に
つ
い
て

は
、
禁
止
地
域
で
合
計
10
㎡
以
下
、
許
可

地
域
で
合
計
15
㎡
以
下
の
必
要
最
小
限
の

広
告
物
で
あ
れ
ば
許
可
を
受
け
ず
に
表
示

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
事
前
相
談
…
禁
止
地
域
内
に
お
い
て
自

家
広
告
物
を
表
示
す
る
場
合
は
、
届
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

●
申
請
書
…
屋
外
広
告
物
の
表
示
の
許
可

を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
許
可
申
請

書
に
関
係
書
類
を
添
え
て
、
建
設
ガ
ス
水

道
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
許
可
申
請

書
の
様
式
は
種
類
ご
と
に
異
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
許
可
申
請

書
に
添
付
す
る
関
係
書
類
は
、
設
置
場
所

を
表
示
す
る
位
置
図
、
面
積
・
形
状
を
明

ら
か
に
し
た
図
面
な
ど
で
す
。

●
許
可
手
数
料
…
許
可
申
請
を
す
る
場
合

に
は
、
種
類
や
面
積
に
応
じ
た
許
可
手
数

料
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
建
設
ガ
ス
水
道
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
請
・
問
合
せ
　
建
設
ガ
ス
水
道
課
・

管
理
係
　
☎
64
―
8
8
0
7
（
直
通
）

中
学
校
全
生
徒
に
対
し

英
検
受
験
料
を
補
助
し
ま
す

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
の
中

で
、
他
国
の
人
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑
に
図
れ
る
人

材
育
成
の
仕
組
み
の
構
築
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
下
仁
田
町
及
び
下
仁
田
町
教
育

委
員
会
で
は
、
生
徒
の
将
来
を
見

据
え
、
急
速
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

対
応
で
き
る
力
を
培
う
た
め
の
手

段
と
し
て
、
国
際
共
通
語
で
あ
る

英
語
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
英
検
（
公
益
財
団
法
人
日
本
英

語
検
定
協
会
が
実
施
す
る
実
用
英

語
技
能
検
定
）
は
高
校
入
試
に
お

い
て
も
評
価
さ
れ
や
す
い
検
定
の

ひ
と
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
お

り
、
ま
た
、
平
成
32
年
度
か
ら
の

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
（
セ
ン

タ
ー
試
験
）
に
お
い
て
、
英
検
等

の
活
用
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
将
来

を
見
据
え
て
中
学
校
の
う
ち
か
ら

英
検
資
格
を
保
持
し
て
い
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
、
平
成

29
年
度
か
ら
下
仁
田
中
学
校
生
徒

が
英
検
を
受
験
す
る
際
の
受
験
料

を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
補
助
の
内
容
は
、
1
年
間
に
1

人
に
つ
き
2
、
0
0
0
円
で
す
。

　
英
検
の
試
験
は
中
学
校
が
会
場

と
な
り
、
学
期
ご
と
に
年
3
回
開

催
さ
れ
る
た
め
、
誰
で
も
等
し
く

受
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
学
校
や
ご
家
庭
、
地
域
に
お
い
て

も
英
語
力
向
上
の
取
り
組
み
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
学
校
教
育
係

☎
0
2
7
4
―
82
―
2
1
1
5

町
長
交
際
費
を
公
表
し
ま
す

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、
町
政
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
町
を
代
表
し
て
行

う
個
人
又
は
団
体
と
の
交
際
に
要
す
る
経
費
で
、
下
仁
田
町
町
長
交
際
費
支

出
規
程
の
支
出
基
準
に
基
づ
い
て
支
出
し
て
い
ま
す
。

●平成３０年度　町長交際費　
町長交際費の支出状況について、同規程の公開基準に基づき公開します。
（７月分） （単位：円）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

7月8日

7月8日

7月8日

7月13日

7月13日

7月14日

7月27日

7月31日

7月分

会費

慶祝

会費

協賛

会費

慶祝

会費

会費

弔慰

支出内容支出日 支出区分

7月分 計

支出金額

富岡甘楽地区消防ポンプ操法競技大会慰労会

諏訪神社みそぎ祭

あじさい祭り反省会

2018非核平和行進賛助金

下仁田木材協同組合解散式

瑞宝双光章受章者祝賀会

富岡甘楽地区企業防犯協力会情報交換会

群馬県市町村職員年金者連盟甘楽郡支部懇親会

葬儀生花2件

5,000 

3,000 

500 

5,000 

3,000 

5,000 

5,000 

5,000 

10,000 

41,500 

「
９
月
は
屋
外
広
告
物

　
　
　
　
　
　
適
正
化
旬
間
で
す
」

　
デ
イ
ビ
ッ
ト
・
テ
ボ
ド
ー
先
生

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
主
に
中
学

校
で
勤
務
を
し
ま
す
。

　
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
は
、
外
国
語
指
導
助

手
で
す
。
本
場
の
英
語
や
外
国
文

化
を
小
中
学
生
に
伝
え
る
、
大
切

な
役
割
を
担
い
ま
す
。
３
年
目
Ａ

Ｌ
Ｔ
の
マ
ン
デ
ィ
先
生
は
主
に
小

学
校
で
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
下
仁
田
町
で
は
、
従
来
、
一
人

だ
っ
た
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
今
年
度
か
ら
２
名

に
増
員
い
た
し
ま
し
た
。

　
２
０
２
０
年
か
ら
小
学
校
教
育

が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
示
さ

れ
、
英
語
も
通
常
の
教
科
と
し
て

加
わ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
情
を
鑑
み
、
町
で

は
英
語
教
育
に
よ
り
力
を
入
れ
る

た
め
、
小
学
校
と
中
学
校
に
一
名

ず
つ
配
置
す
べ
く
、
新
し
い
Ａ
Ｌ

Ｔ
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。 新

し
い
A
L
T
の
先
生
が
来
ま
し
た

●
先
生
か
ら
の
あ
い
さ
つ

　
下
仁
田
町
の
皆
さ
ん

　
私
は
、
新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て

下
仁
田
町
に
来
た
、
デ
イ
ビ
ッ

ト
・
テ
ボ
ド
ー
で
す
。
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ー
と
し
て
有
名
な
、
カ
ル

フ
ォ
ル
ニ
ア
の
サ
ン
ノ
ゼ
の
出
身

で
す
。
結
婚
し
て
８
年
に
な
る
妻

（
ベ
ッ
キ
ー
）
と
２
歳
半
の
息
子

（
ノ
ア
）
の
３
人
家
族
で
す
。

　
私
は
、
休
日
に
ハ
イ
キ
ン
グ
や

旅
行
を
す
る
の
が
好
き
で
す
。
そ

し
て
、
家
族
と
と
も
に
出
か
け
る

の
も
大
好
き
で
す
。

　
私
が
こ
こ
に
い
る
間
、
た
く
さ

ん
の
人
に
出
会
い
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
町
で
私
を
見
か
け
た
ら

「
ハ
ロ
ー
」
と
、
気
軽
に
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。

　
私
は
生
徒
と
と
も
に
学
び
、
彼

ら
の
勉
強
の
手
助
け
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
　
下
仁
田
町
は

と
て
も
美
し
い
街
で
す
。
私
は
こ

こ
に
い
ら
れ
る
こ
と
を
感
謝
し
ま

す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

David ThibodeauDavid Thibodeau

行政情報行政情報
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ガ
ス
事
業
を
譲
渡
し
た
後
も

安
心
・
安
全
に
ガ
ス
を
お
使
い

い
た
だ
く
た
め
に
、
ガ
ス
に
関

す
る
お
客
様
の
情
報
を
東
海
ガ

ス
㈱
へ
引
き
継
ぎ
ま
す
。
こ
れ

は
、
平
成
31
年
４
月
１
日
に
ス

ム
ー
ズ
に
ガ
ス
事
業
を
譲
渡

し
、
お
客
様
に
ご
不
便
を
お
か

け
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の

対
応
で
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま

す
。

　
引
き
継
ぐ
情
報
は
、
以
下
の

と
お
り
で
す
。

①
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

②
設
置
し
て
い
る

　
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
情
報

③
ガ
ス
管
、
ガ
ス
器
具
な
ど
の

　
法
定
検
査
の
結
果

④
お
客
さ
ま
の
敷
地
内
ガ
ス
配

　
管
図

⑤
料
金
振
替
金
融
機
関
、

　
口
座
名
義
、
口
座
番
号

⑥
納
入
通
知
書
郵
送
先
住
所

⑦
ガ
ス
使
用
量
・
ガ
ス
料
金
の

　
実
績

⑧
そ
の
他
、
ガ
ス
事
業
運
営
の

　
た
め
に
必
要
な
お
客
さ
ま
情
報

　
以
上
の
情
報
を
引
き
継
ぐ
東

海
ガ
ス
㈱
は
、
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、
情

報
を
適
正
に
管
理
し
ま
す
。
お

客
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
東
海
ガ
ス
㈱
は
、
旧
福
祉
の

湯
（
大
字
下
仁
田
４
７
９
番

地
）
の
敷
地
内
に
下
仁
田
支
店

（
仮
）
を
建
設
し
ま
す
。
現

在
、
建
築
工
事
に
着
手
し
て
お

り
、
周
辺
の
皆
さ
ま
に
は
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
て
お
り
ま
す

が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
事
務
所
建
設
は
、
平

成
30
年
度
中
に
完
了
し
、
平
成

31
年
４
月
１
日
か
ら
、
お
客
様

に
安
心
・
安
全
か
つ
安
定
的
に

ガ
ス
を
供
給
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
ま
す
。

　
東
海
ガ
ス
㈱
は
、
平
成
31
年

４
月
１
日
か
ら
下
仁
田
支
店

（
仮
）
に
、
窓
口
を
設
置
し
、

ガ
ス
料
金
の
お
支
払
い
や
、
最

新
の
ガ
ス
器
具
を
展
示
す
る
な

ど
、
お
客
様
の
い
ろ
い
ろ
な
相

談
に
対
応
し
ま
す
。

　
ガ
ス
事
業
譲
渡
の
引
き
継
ぎ

に
よ
り
、
細
か
い
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
き
ま
す
。
「
下
仁
田

町
ガ
ス
事
業
通
信
」
で
、
随
時

皆
さ
ま
に
お
伝
え
し
ま
す
の

で
、
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

建
設
ガ
ス
水
道
課
　
庶
務
係

☎
64―

８
８
０
８
（
直
通
）

お
客
様
の
情
報
を

引
き
継
ぎ
ま
す

お
客
様
の
情
報
を

引
き
継
ぎ
ま
す

下
仁
田
町
の
ガ
ス
事
業
は
、平
成
３１
年
４
月
１
日
に
東
海
ガ
ス
㈱
へ
譲
渡
し
ま
す

下
仁
田
町
の
ガ
ス
事
業
は
、平
成
３１
年
４
月
１
日
に
東
海
ガ
ス
㈱
へ
譲
渡
し
ま
す

東
海
ガ
ス
㈱
の

事
業
所
に
つ
い
て

東
海
ガ
ス
㈱
の

事
業
所
に
つ
い
て

東
海
ガ
ス
㈱
の

窓
口
に
つ
い
て

東
海
ガ
ス
㈱
の

窓
口
に
つ
い
て

下
仁
田
町
ガ
ス
事
業
通
信

下
仁
田
町
ガ
ス
事
業
通
信
第
５
号

第
５
号

下仁田町ガス事業通信下仁田町ガス事業通信

　
費
用
負
担
を
次
の
と
お
り
軽
減

し
、
単
独
槽
等
か
ら
の
入
替
え
を

促
進
し
ま
す
。

●
エ
コ
補
助
金
を
継
続
！ 

　
単
独
浄
化
槽
、
汲
取
り
槽
か
ら

合
併
浄
化
槽
に
入
替
え
、
年
度
内

に
使
用
開
始
す
る
場
合
、
下
表
の

額
を
助
成
し
ま
す
。

※
申
請
に
は
、
撤
去
前
後
の
単
独

浄
化
槽
・
汲
取
り
漕
の
写
真
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
エ
コ

補
助
金
は
来
年
度
以
降
の
継
続
は

不
明
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
分
担
金
軽
減
を
継
続
！

　
平
成
33
年
３
月
（
平
成
32
年

度
）
ま
で
次
の
と
お
り
軽
減
し
、

浄
化
槽
を
設
置
し
ま
す
。

●
単
独
浄
化
槽
、
撤
去
し
ま
す
。

　
単
独
槽
、
必
要
と
あ
れ
ば
町
が

撤
去
し
ま
す
。
た
だ
し
、
撤
去
費

10
万
円
を
超
え
た
分
は
個
人
負
担

で
す
。

●
申
請
の
受
付
等

　
今
年
度
の
申
請
の
締
切
り
は
平

成
30
年
12
月
28
日
で
す
。

　
な
お
、
申
請
受
付
後
、
書
類
審

査
や
現
地
の
測
量
を
致
し
ま
す
都

合
上
、
申
請
書
提
出
か
ら
工
事
着

工
ま
で
１
ヵ
月
程
度
要
し
ま
す
。

　
早
め
の
計
画
、
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
建
設
ガ
ス
水
道

課
管
理
係
・
建
設
係
　
☎
64
―
８

８
０
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通
）

合
併
浄
化
槽
を
設
置
し
ま
せ
ん
か
？

〜
合
併
浄
化
槽
は
汚
染
さ
れ
る
河
川
の
水
質
を
浄
化
す
る
唯
一
の
解
決
策
で
す
〜

浄化槽 水路など

町設置
管理

※駐車場仕様は個人負担

個人設置
管理

個人設置
管理

台所 風呂 便
所

人槽区分

５人槽

７人槽

１５０,０００円

２１０,０００円

３００,０００円

分担金

10人槽

３,８００円

４,６００円

５,５００円

使用料（月額）

６０,０００円

７０,０００円

８０,０００円

エコ補助

行政情報行政情報

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ベ
ー
ル

検
査
の
結
果
に
つ
い
て

　
み
な
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
は
、
圧
縮
・
梱
包
し
て

再
商
品
化
業
者
に
引
き
渡
し
て
お

り
ま
す
が
、
年
に
一
度
ベ
ー
ル
検

査
と
い
う
の
を
受
け
ま
す
。

　
無
作
為
に
抽
出
し
た
２
縛
り
分

の
う
ち
、
何
個
悪
い
物
が
含
ま
れ

て
い
る
か
を
調
べ
る
も
の
で
す
。

（
成
績
が
悪
い
と
引
き
取
っ
て
も

ら
え
な
く
な
り
ま
す
。
）

　
今
回
は
総
本
数
１
、
２
８
８
本

の
内
、
キ
ャ
ッ
プ
の
つ
い
た
物
４

本
、
ラ
ベ
ル
が
付
い
た
物
２
本
、

テ
ー
プ
や
塗
料
が
付
着
し
た
物
10

本
と
い
う
結
果
で
、
１
０
０
点
中

90
点
で
Ａ
ラ
ン
ク
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
住
民
一
人
ひ
と
り
の
リ

サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
意
識
の
成
果

と
感
謝
す
る
次
第
で
す
。

　
今
後
も
引
き
続
き
こ
の
Ａ
ラ
ン

ク
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
資
源
物
の
出
し
方
に
つ
い
て

◯
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
つ
い
て
は
…

　
キ
ャ
ッ
プ
を
取
る
。
中
を
軽
く

水
洗
い
を
す
る
。
ラ
ベ
ル
を
は
が

し
て
出
し
て
下
さ
い
。

◯
ビ
ン
に
つ
い
て
は
…

　
キ
ャ
ッ
プ
を
取
る
。
中
を
軽
く

水
洗
い
を
す
る
。
ラ
ベ
ル
は
、
は

が
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

（
理
由
：
毒
物
等
の
ビ
ン
か
区
別

す
る
た
め
。
）

　
１
袋
の
重
さ
は
、
10
ｋ
ｇ
以
内

に
し
て
出
し
て
下
さ
い
。
割
れ
た

ビ
ン
は
、
紙
で
包
み
燃
え
な
い
ゴ

ミ
で
出
し
て
下
さ
い
。

◯
新
聞
紙
、
段
ボ
ー
ル
、
雑
誌
、

本
、
チ
ラ
シ
に
つ
い
て
は
…

　
ヒ
モ
で
10
ｋ
ｇ
以
内
に
し
ば

り
、
ラ
ベ
ル
を
つ
け
て
出
し
て
下

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

（
下
仁
田
町
役
場
内
）
☎
64
―

8
8
１
１
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報しもにた

　
ガ
ス
事
業
を
譲
渡
し
た
後
も

安
心
・
安
全
に
ガ
ス
を
お
使
い

い
た
だ
く
た
め
に
、
ガ
ス
に
関

す
る
お
客
様
の
情
報
を
東
海
ガ

ス
㈱
へ
引
き
継
ぎ
ま
す
。
こ
れ

は
、
平
成
31
年
４
月
１
日
に
ス

ム
ー
ズ
に
ガ
ス
事
業
を
譲
渡

し
、
お
客
様
に
ご
不
便
を
お
か

け
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の

対
応
で
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま

す
。

　
引
き
継
ぐ
情
報
は
、
以
下
の

と
お
り
で
す
。

①
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

②
設
置
し
て
い
る

　
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
情
報

③
ガ
ス
管
、
ガ
ス
器
具
な
ど
の

　
法
定
検
査
の
結
果

④
お
客
さ
ま
の
敷
地
内
ガ
ス
配

　
管
図

⑤
料
金
振
替
金
融
機
関
、

　
口
座
名
義
、
口
座
番
号

⑥
納
入
通
知
書
郵
送
先
住
所

⑦
ガ
ス
使
用
量
・
ガ
ス
料
金
の

　
実
績

⑧
そ
の
他
、
ガ
ス
事
業
運
営
の

　
た
め
に
必
要
な
お
客
さ
ま
情
報

　
以
上
の
情
報
を
引
き
継
ぐ
東

海
ガ
ス
㈱
は
、
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、
情

報
を
適
正
に
管
理
し
ま
す
。
お

客
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
東
海
ガ
ス
㈱
は
、
旧
福
祉
の

湯
（
大
字
下
仁
田
４
７
９
番

地
）
の
敷
地
内
に
下
仁
田
支
店

（
仮
）
を
建
設
し
ま
す
。
現

在
、
建
築
工
事
に
着
手
し
て
お

り
、
周
辺
の
皆
さ
ま
に
は
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
て
お
り
ま
す

が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
事
務
所
建
設
は
、
平

成
30
年
度
中
に
完
了
し
、
平
成

31
年
４
月
１
日
か
ら
、
お
客
様

に
安
心
・
安
全
か
つ
安
定
的
に

ガ
ス
を
供
給
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
ま
す
。

　
東
海
ガ
ス
㈱
は
、
平
成
31
年

４
月
１
日
か
ら
下
仁
田
支
店

（
仮
）
に
、
窓
口
を
設
置
し
、

ガ
ス
料
金
の
お
支
払
い
や
、
最

新
の
ガ
ス
器
具
を
展
示
す
る
な

ど
、
お
客
様
の
い
ろ
い
ろ
な
相

談
に
対
応
し
ま
す
。

　
ガ
ス
事
業
譲
渡
の
引
き
継
ぎ

に
よ
り
、
細
か
い
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
き
ま
す
。
「
下
仁
田

町
ガ
ス
事
業
通
信
」
で
、
随
時

皆
さ
ま
に
お
伝
え
し
ま
す
の

で
、
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

建
設
ガ
ス
水
道
課
　
庶
務
係

☎
64―

８
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お
客
様
の
情
報
を

引
き
継
ぎ
ま
す

お
客
様
の
情
報
を

引
き
継
ぎ
ま
す

下
仁
田
町
の
ガ
ス
事
業
は
、平
成
３１
年
４
月
１
日
に
東
海
ガ
ス
㈱
へ
譲
渡
し
ま
す

下
仁
田
町
の
ガ
ス
事
業
は
、平
成
３１
年
４
月
１
日
に
東
海
ガ
ス
㈱
へ
譲
渡
し
ま
す

東
海
ガ
ス
㈱
の

事
業
所
に
つ
い
て

東
海
ガ
ス
㈱
の

事
業
所
に
つ
い
て

東
海
ガ
ス
㈱
の

窓
口
に
つ
い
て

東
海
ガ
ス
㈱
の

窓
口
に
つ
い
て

下
仁
田
町
ガ
ス
事
業
通
信

下
仁
田
町
ガ
ス
事
業
通
信
第
５
号

第
５
号

下仁田町ガス事業通信下仁田町ガス事業通信

　
費
用
負
担
を
次
の
と
お
り
軽
減

し
、
単
独
槽
等
か
ら
の
入
替
え
を

促
進
し
ま
す
。

●
エ
コ
補
助
金
を
継
続
！ 

　
単
独
浄
化
槽
、
汲
取
り
槽
か
ら

合
併
浄
化
槽
に
入
替
え
、
年
度
内

に
使
用
開
始
す
る
場
合
、
下
表
の

額
を
助
成
し
ま
す
。

※
申
請
に
は
、
撤
去
前
後
の
単
独

浄
化
槽
・
汲
取
り
漕
の
写
真
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
エ
コ

補
助
金
は
来
年
度
以
降
の
継
続
は

不
明
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
分
担
金
軽
減
を
継
続
！

　
平
成
33
年
３
月
（
平
成
32
年

度
）
ま
で
次
の
と
お
り
軽
減
し
、

浄
化
槽
を
設
置
し
ま
す
。

●
単
独
浄
化
槽
、
撤
去
し
ま
す
。

　
単
独
槽
、
必
要
と
あ
れ
ば
町
が

撤
去
し
ま
す
。
た
だ
し
、
撤
去
費

10
万
円
を
超
え
た
分
は
個
人
負
担

で
す
。

●
申
請
の
受
付
等

　
今
年
度
の
申
請
の
締
切
り
は
平

成
30
年
12
月
28
日
で
す
。

　
な
お
、
申
請
受
付
後
、
書
類
審

査
や
現
地
の
測
量
を
致
し
ま
す
都

合
上
、
申
請
書
提
出
か
ら
工
事
着

工
ま
で
１
ヵ
月
程
度
要
し
ま
す
。

　
早
め
の
計
画
、
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
建
設
ガ
ス
水
道

課
管
理
係
・
建
設
係
　
☎
64
―
８

８
０
７
（
直
通
）

合
併
浄
化
槽
を
設
置
し
ま
せ
ん
か
？

〜
合
併
浄
化
槽
は
汚
染
さ
れ
る
河
川
の
水
質
を
浄
化
す
る
唯
一
の
解
決
策
で
す
〜

浄化槽 水路など

町設置
管理

※駐車場仕様は個人負担

個人設置
管理

個人設置
管理

台所 風呂 便
所

人槽区分

５人槽

７人槽

１５０,０００円

２１０,０００円

３００,０００円

分担金

10人槽

３,８００円

４,６００円

５,５００円

使用料（月額）

６０,０００円

７０,０００円

８０,０００円

エコ補助

行政情報行政情報

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ベ
ー
ル

検
査
の
結
果
に
つ
い
て

　
み
な
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
は
、
圧
縮
・
梱
包
し
て

再
商
品
化
業
者
に
引
き
渡
し
て
お

り
ま
す
が
、
年
に
一
度
ベ
ー
ル
検

査
と
い
う
の
を
受
け
ま
す
。

　
無
作
為
に
抽
出
し
た
２
縛
り
分

の
う
ち
、
何
個
悪
い
物
が
含
ま
れ

て
い
る
か
を
調
べ
る
も
の
で
す
。

（
成
績
が
悪
い
と
引
き
取
っ
て
も

ら
え
な
く
な
り
ま
す
。
）

　
今
回
は
総
本
数
１
、
２
８
８
本

の
内
、
キ
ャ
ッ
プ
の
つ
い
た
物
４

本
、
ラ
ベ
ル
が
付
い
た
物
２
本
、

テ
ー
プ
や
塗
料
が
付
着
し
た
物
10

本
と
い
う
結
果
で
、
１
０
０
点
中

90
点
で
Ａ
ラ
ン
ク
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
住
民
一
人
ひ
と
り
の
リ

サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
意
識
の
成
果

と
感
謝
す
る
次
第
で
す
。

　
今
後
も
引
き
続
き
こ
の
Ａ
ラ
ン

ク
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
資
源
物
の
出
し
方
に
つ
い
て

◯
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
つ
い
て
は
…

　
キ
ャ
ッ
プ
を
取
る
。
中
を
軽
く

水
洗
い
を
す
る
。
ラ
ベ
ル
を
は
が

し
て
出
し
て
下
さ
い
。

◯
ビ
ン
に
つ
い
て
は
…

　
キ
ャ
ッ
プ
を
取
る
。
中
を
軽
く

水
洗
い
を
す
る
。
ラ
ベ
ル
は
、
は

が
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

（
理
由
：
毒
物
等
の
ビ
ン
か
区
別

す
る
た
め
。
）

　
１
袋
の
重
さ
は
、
10
ｋ
ｇ
以
内

に
し
て
出
し
て
下
さ
い
。
割
れ
た

ビ
ン
は
、
紙
で
包
み
燃
え
な
い
ゴ

ミ
で
出
し
て
下
さ
い
。

◯
新
聞
紙
、
段
ボ
ー
ル
、
雑
誌
、

本
、
チ
ラ
シ
に
つ
い
て
は
…

　
ヒ
モ
で
10
ｋ
ｇ
以
内
に
し
ば

り
、
ラ
ベ
ル
を
つ
け
て
出
し
て
下

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

（
下
仁
田
町
役
場
内
）
☎
64
―

8
8
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１



◎今井　翔太
　神戸　楓花
　茂木　結衣
　板垣　花歩
　佐俣　敦貴
◎佐藤　実花
　堀越　一代
　小金澤　柚乃
　佐藤　埜綺
　小金澤　賢渡
◎佐藤　恵瑠
◎松浦　萌々子
　岡野　真緒
　神戸　瑠偉
　岡田　采弓

（５年）
（６年）
（６年）
（６年）
（４年）
（２年）
（２年）
（２年）
（１年）
（１年）
（2年）
（３年）
（３年）
（３年）
（3年）

作ろうよ　スマホのルールと　家族の時間
笑い声　家族の笑顔　日本一
書きこまない　書いたら最後　もう消せない
あいさつは　ひとへの大事な　おくりもの
ちょっとした　遊び心が　ネットの恐怖
「ありがとう」　家族の中でも　忘れずに
スマホから目を離し　きちんと見よう　家庭の目
あいさつで　地域の人と　つながろう
食卓で　みんなの笑顔　咲かせよう
あいさつは　大きな声で　気持ちよく
あたりまえうれしいな
子供と遊びますか？
スマホは時間を決めてやろう
手をつないで
「休日の母子」

下仁田町青少年健全育成表彰　受賞者（敬称略）下仁田町青少年健全育成表彰　受賞者（敬称略）

「少年の日」「家庭の日」普及啓発作品コンクール　入賞者（敬称略）（◎最優秀賞）「少年の日」「家庭の日」普及啓発作品コンクール　入賞者（敬称略）（◎最優秀賞）
区分　　　　　　　　　　氏名　　　　　

11 10下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

青少年健全育成大会青少年健全育成大会

下仁田中学校 吹奏楽部 青少年健全育成功労賞

下仁田高校 ダンス部 青倉保育園マーチングバンド

中学生

中学生

小学生

青

少

年

賞

青
少
年
健
全
育
成
功
労
賞

小学生

標　語

絵画・
ポスター

広
報しもにた

　
こ
の
大
会
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
青
少

年
健
全
育
成
に
対
す
る
一
層
の
意
識
の
高
揚

と
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た

町
民
総
ぐ
る
み
の
青
少
年
健
全
育
成
運
動
を

推
進
す
る
た
め
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
下
仁
田
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
み
な
さ
ん
が

華
や
か
な
演
奏
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
式
典
で
は
、
活
躍
す
る
青
少
年
や

育
成
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
方
を
表
彰
し
、
そ

の
姿
を
広
く
町
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
「
下
仁
田
町
青
少
年
健
全
育
成

表
彰
」
を
行
い
ま
し
た
。
（
次
ペ
ー
ジ
で
受

賞
者
紹
介
）

　
ま
た
、
小
・
中
学
生
を
対
象
に
募
集
し
た

「
少
年
の
日
」
「
家
庭
の
日
」
普
及
啓
発
作

品
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
（
次
ペ
ー
ジ
で
紹

介
）
へ
の
表
彰
も
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
少

年
の
主
張
下
仁
田
町
大
会
で
「
最
優
秀
賞
」
を

受
賞
さ
れ
た
下
仁
田
中
学
校
３
年 

飯
ケ
濵
帆

夏
さ
ん
と
、
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
県

知
事
賞
（
最
優
秀
賞
）
を
受
賞
さ
れ
た
下
仁
田

中
学
校
２
年
佐
藤
実
花
さ
ん
に
発
表
を
し
て
い

た
だ
き
、
中
学
生
の
思
い
を
熱
く
伝
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
再
び
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
移
り
、
下
仁
田

高
校
の
ダ
ン
ス
部
が
キ
レ
の
良
い
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
最

後
に
、
青
倉
保
育
園
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
が

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
一

生
懸
命
さ
と
か
わ
い
ら
し
さ
の
伝
わ
る
素
晴

ら
し
い
演
奏
で
最
後
を
飾
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
観
客
を
楽
し

ま
せ
、
各
団
体
と
町
と
の
連
携
、
園
児
・
生

徒
た
ち
へ
の
活
躍
す
る
場
の
提
供
、
ま
た
園

児･

生
徒
の
活
動
の
場
を
地
域
へ
と
発
信
す
る

契
機
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
司
会
進
行
も
下
仁
田
高
校
の
生
徒

が
行
う
な
ど
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
来
場
者
の
皆
様
か
ら
も
た
く
さ

ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
保
育
園
児
か
ら
、
高
校
生
ま
で
一
緒
の
大
会

に
参
加
し
て
い
て
と
て
も
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
高
校
生
の
進
行
も
よ
か
っ
た
で
す
。
さ

ら
に
表
彰
を
受
け
た
下
仁
田
高
校
の
荒
船
風
穴
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
は
と
て
も
頼
も
し
く
感
じ
ま

す
。
こ
の
活
動
が
中
学
校
へ
つ
な
が
り
中
高
連

携
、
小
中
連
携
と
な
り
、
児
童
・
生
徒
も
一
体
と

な
っ
た
地
域
づ
く
り
、
人
づ
く
り
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
」
「
少
年
の
主
張

大
会
、
社
明
作
文
の
発
表
が
と
て
も
良
か
っ
た
で

す
。
」
「
中
学
生
の
発
表
を
聞
い
て
、
私
達
も
本

当
に
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
地
域
の

見
守
り
や
、
子
供
た
ち
へ
の
声
か
け
を
心
掛
け
よ

う
と
思
い
ま
す
。
」
「
下
中
（
吹
奏
楽
）
、
下
高

（
ダ
ン
ス
部
）
と
も
に
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
い
て

凄
か
っ
た
！
」
「
保
育
園
の
演
奏
も
可
愛
く
レ
ベ

ル
が
高
か
っ
た
！
」
「
こ
の
大
会
に
出
席
で
き
て

７
月
21
日
（
土
）
第
４
回

下
仁
田
町
青
少
年
健
全
育
成
大
会
を
開
催

作品

団体

団体

個人

区分 氏名 受賞の理由

個人

本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。
ど
の
生
徒
も
し
っ
か
り
と
発
表
で

き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
ダ
ン
ス
部
の
３
人
も

と
っ
て
も
す
ば
ら
し
か
っ
た
で
す
。
保
育
園
の
子
供
た
ち
も

よ
く
こ
こ
ま
で
揃
っ
て
凄
い
と
思
い
ま
す
。
指
導
し
て
い
る

先
生
た
ち
も
大
変
な
苦
労
だ
と
思
い
ま
し
た
。
」

　
青
少
年
の
活
躍
す
る
姿
を
更
に
多
く
の
方
に
見
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
ま
た
来
年
も
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

土谷　太雅
（下小２年） 平成29年度、読書感想画中央コンクール群馬県審査で、優秀２位を受賞。

神田　姫香
（下中1年） 平成29年度、尾瀬文学賞俳句大会　小学生の部「ＮＨＫ前橋放送局長賞」を受賞。

神戸　光葉
（下中1年）

平成29年度、①長寿社会・私のメッセージコンクール 小学生高学年の部　「優良賞」を受賞。
②ぐんまこどもの夢大賞（童話部門） 創作童話　「銅賞」を受賞。　

佐藤　実花
（下中2年） 平成29年度、第６７回「社会を明るくする運動」作文コンテストで、県知事賞（最優秀賞）を受賞。

富岡　彩寧
（下高卒業生）

高橋　里菜
（下高卒業生）

市川　直人
（下高卒業生）

堀口　陽向
（下高3年生）

佐間田光紀
（下高3年生）

関口ありす
（下高3年生）

大谷　邦子
（下仁田高校教諭）

受賞団体なし

受賞団体なし

「荒船風穴」で、ボランティアとして夏季休業中にガイド活動を行い、荒船風穴を訪問する
来場者に対して往時の姿や絹産業遺産としての価値を丁寧に伝える他、下仁田町への再訪を
ガイドするなど、若い視点での役割を担っていただいた。

荒船風穴でボランティアガイド活動の企画と運営を実践し、課題を克服、自ら学校の自動車を
運転し引率や指導していただいた。生徒の意欲の喚起にもつながり、継続した活動を推進して
いただいている。さらに、荒船風穴テーマソングづくりにも取り組み、生徒自身の作詞指導や
作曲を行っている。

神宮　　浬　
（下中１年） 平成29年度、群馬県児童生徒木工作品コンクール「関東森林管理局長賞」を受賞。



◎今井　翔太
　神戸　楓花
　茂木　結衣
　板垣　花歩
　佐俣　敦貴
◎佐藤　実花
　堀越　一代
　小金澤　柚乃
　佐藤　埜綺
　小金澤　賢渡
◎佐藤　恵瑠
◎松浦　萌々子
　岡野　真緒
　神戸　瑠偉
　岡田　采弓

（５年）
（６年）
（６年）
（６年）
（４年）
（２年）
（２年）
（２年）
（１年）
（１年）
（2年）
（３年）
（３年）
（３年）
（3年）

作ろうよ　スマホのルールと　家族の時間
笑い声　家族の笑顔　日本一
書きこまない　書いたら最後　もう消せない
あいさつは　ひとへの大事な　おくりもの
ちょっとした　遊び心が　ネットの恐怖
「ありがとう」　家族の中でも　忘れずに
スマホから目を離し　きちんと見よう　家庭の目
あいさつで　地域の人と　つながろう
食卓で　みんなの笑顔　咲かせよう
あいさつは　大きな声で　気持ちよく
あたりまえうれしいな
子供と遊びますか？
スマホは時間を決めてやろう
手をつないで
「休日の母子」

下仁田町青少年健全育成表彰　受賞者（敬称略）下仁田町青少年健全育成表彰　受賞者（敬称略）

「少年の日」「家庭の日」普及啓発作品コンクール　入賞者（敬称略）（◎最優秀賞）「少年の日」「家庭の日」普及啓発作品コンクール　入賞者（敬称略）（◎最優秀賞）
区分　　　　　　　　　　氏名　　　　　
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青少年健全育成大会青少年健全育成大会

下仁田中学校 吹奏楽部 青少年健全育成功労賞

下仁田高校 ダンス部 青倉保育園マーチングバンド

中学生

中学生

小学生

青

少

年

賞

青
少
年
健
全
育
成
功
労
賞

小学生

標　語

絵画・
ポスター

広
報しもにた

　
こ
の
大
会
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
青
少

年
健
全
育
成
に
対
す
る
一
層
の
意
識
の
高
揚

と
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た

町
民
総
ぐ
る
み
の
青
少
年
健
全
育
成
運
動
を

推
進
す
る
た
め
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
下
仁
田
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
み
な
さ
ん
が

華
や
か
な
演
奏
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
式
典
で
は
、
活
躍
す
る
青
少
年
や

育
成
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
方
を
表
彰
し
、
そ

の
姿
を
広
く
町
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
「
下
仁
田
町
青
少
年
健
全
育
成

表
彰
」
を
行
い
ま
し
た
。
（
次
ペ
ー
ジ
で
受

賞
者
紹
介
）

　
ま
た
、
小
・
中
学
生
を
対
象
に
募
集
し
た

「
少
年
の
日
」
「
家
庭
の
日
」
普
及
啓
発
作

品
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
（
次
ペ
ー
ジ
で
紹

介
）
へ
の
表
彰
も
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
少

年
の
主
張
下
仁
田
町
大
会
で
「
最
優
秀
賞
」
を

受
賞
さ
れ
た
下
仁
田
中
学
校
３
年 

飯
ケ
濵
帆

夏
さ
ん
と
、
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
県

知
事
賞
（
最
優
秀
賞
）
を
受
賞
さ
れ
た
下
仁
田

中
学
校
２
年
佐
藤
実
花
さ
ん
に
発
表
を
し
て
い

た
だ
き
、
中
学
生
の
思
い
を
熱
く
伝
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
再
び
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
移
り
、
下
仁
田

高
校
の
ダ
ン
ス
部
が
キ
レ
の
良
い
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
最

後
に
、
青
倉
保
育
園
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
が

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
一

生
懸
命
さ
と
か
わ
い
ら
し
さ
の
伝
わ
る
素
晴

ら
し
い
演
奏
で
最
後
を
飾
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
観
客
を
楽
し

ま
せ
、
各
団
体
と
町
と
の
連
携
、
園
児
・
生

徒
た
ち
へ
の
活
躍
す
る
場
の
提
供
、
ま
た
園

児･

生
徒
の
活
動
の
場
を
地
域
へ
と
発
信
す
る

契
機
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
司
会
進
行
も
下
仁
田
高
校
の
生
徒

が
行
う
な
ど
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
来
場
者
の
皆
様
か
ら
も
た
く
さ

ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
保
育
園
児
か
ら
、
高
校
生
ま
で
一
緒
の
大
会

に
参
加
し
て
い
て
と
て
も
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
高
校
生
の
進
行
も
よ
か
っ
た
で
す
。
さ

ら
に
表
彰
を
受
け
た
下
仁
田
高
校
の
荒
船
風
穴
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
は
と
て
も
頼
も
し
く
感
じ
ま

す
。
こ
の
活
動
が
中
学
校
へ
つ
な
が
り
中
高
連

携
、
小
中
連
携
と
な
り
、
児
童
・
生
徒
も
一
体
と

な
っ
た
地
域
づ
く
り
、
人
づ
く
り
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
」
「
少
年
の
主
張

大
会
、
社
明
作
文
の
発
表
が
と
て
も
良
か
っ
た
で

す
。
」
「
中
学
生
の
発
表
を
聞
い
て
、
私
達
も
本

当
に
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
地
域
の

見
守
り
や
、
子
供
た
ち
へ
の
声
か
け
を
心
掛
け
よ

う
と
思
い
ま
す
。
」
「
下
中
（
吹
奏
楽
）
、
下
高

（
ダ
ン
ス
部
）
と
も
に
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
い
て

凄
か
っ
た
！
」
「
保
育
園
の
演
奏
も
可
愛
く
レ
ベ

ル
が
高
か
っ
た
！
」
「
こ
の
大
会
に
出
席
で
き
て

７
月
21
日
（
土
）
第
４
回

下
仁
田
町
青
少
年
健
全
育
成
大
会
を
開
催

作品

団体

団体

個人

区分 氏名 受賞の理由

個人

本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。
ど
の
生
徒
も
し
っ
か
り
と
発
表
で

き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
ダ
ン
ス
部
の
３
人
も

と
っ
て
も
す
ば
ら
し
か
っ
た
で
す
。
保
育
園
の
子
供
た
ち
も

よ
く
こ
こ
ま
で
揃
っ
て
凄
い
と
思
い
ま
す
。
指
導
し
て
い
る

先
生
た
ち
も
大
変
な
苦
労
だ
と
思
い
ま
し
た
。
」

　
青
少
年
の
活
躍
す
る
姿
を
更
に
多
く
の
方
に
見
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
ま
た
来
年
も
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

土谷　太雅
（下小２年） 平成29年度、読書感想画中央コンクール群馬県審査で、優秀２位を受賞。

神田　姫香
（下中1年） 平成29年度、尾瀬文学賞俳句大会　小学生の部「ＮＨＫ前橋放送局長賞」を受賞。

神戸　光葉
（下中1年）

平成29年度、①長寿社会・私のメッセージコンクール 小学生高学年の部　「優良賞」を受賞。
②ぐんまこどもの夢大賞（童話部門） 創作童話　「銅賞」を受賞。　

佐藤　実花
（下中2年） 平成29年度、第６７回「社会を明るくする運動」作文コンテストで、県知事賞（最優秀賞）を受賞。

富岡　彩寧
（下高卒業生）

高橋　里菜
（下高卒業生）

市川　直人
（下高卒業生）

堀口　陽向
（下高3年生）

佐間田光紀
（下高3年生）

関口ありす
（下高3年生）

大谷　邦子
（下仁田高校教諭）

受賞団体なし

受賞団体なし

「荒船風穴」で、ボランティアとして夏季休業中にガイド活動を行い、荒船風穴を訪問する
来場者に対して往時の姿や絹産業遺産としての価値を丁寧に伝える他、下仁田町への再訪を
ガイドするなど、若い視点での役割を担っていただいた。

荒船風穴でボランティアガイド活動の企画と運営を実践し、課題を克服、自ら学校の自動車を
運転し引率や指導していただいた。生徒の意欲の喚起にもつながり、継続した活動を推進して
いただいている。さらに、荒船風穴テーマソングづくりにも取り組み、生徒自身の作詞指導や
作曲を行っている。

神宮　　浬　
（下中１年） 平成29年度、群馬県児童生徒木工作品コンクール「関東森林管理局長賞」を受賞。



13 12下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　
中
山
道
の
裏
街
道
「
下
仁
田
道
」
の

ル
ー
ト
は
、
旧
石
器
・
縄
文
時
代
の

人
々
が
信
州
か
ら
関
東
へ
石
器
の
石
材

を
運
ん
だ
道
で
も
あ
り
ま
し
た
。
下
仁

田
町
の
遺
跡
か
ら
見
つ
か
っ
た
ナ
イ
フ

形
石
器
、
局
部
磨
製
石
斧
、
矢
じ
り
な

ど
の
た
く
さ
ん
の
材
料
が
ど
こ
か
ら
来

た
も
の
か
、
当
時
の
人
々
が
ど
の
よ
う

な
移
動
生
活
を
し
て
い
た
の
か
に
つ
い

て
展
示
し
て
い
ま
す
。

●
会
期
　
2
0
1
9
年
5
月
31
日
ま
で

　
日
本
三
大
奇
勝
の
ひ
と
つ
妙
義
山
。

絶
景
の
背
景
は
壮
大
な
大
地
の
ス
ト
ー

リ
ー
が
あ
り
、
ま
た
そ
ん
な
山
だ
か
ら

こ
そ
、
た
く
さ
ん
の
伝
説
や
謂
れ
が
あ

り
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
の
話
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
大

自
然
が
作
り
出
す
ア
ー
ト
を
楽
し
む
ハ

イ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
で
す
。
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
　時
　
9
月
22
日
（
土
）

午
前
9
時
〜
午
後
２
時

●
集
　合
　
中
之
嶽
神
社
駐
車
場

●
参
加
費
　
無
料
（
昼
食
は
各
自
で
ご

用
意
下
さ
い
。
）

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
自
然
の
そ
ざ
い

で
も
よ
う
を
作
ろ
う
」
。
自
然
の
中
に

あ
る
葉
っ
ぱ
や
石
こ
ろ
を
使
っ
て
シ
ル

ク
ス
ク
リ
ー
ン
の
版
を
作
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
外
を
歩
き
な
が
ら
い
ろ
い

ろ
な
か
た
ち
を
集
め
、
も
よ
う
に
し
て

い
ま
し
た
。
何
度
も
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
と
こ
ろ
で
も
「
か
た
ち
」
に
注
目
し

て
観
察
を
す
る
こ
と
で
新
し
い
発
見
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
和
気
あ
い
あ
い
と

楽
し
い
教
室
に
な
り
ま
し
た
。

第
２
回
企
画
展「
下
仁
田
道
の

ル
ー
ツ・石
器
の
道
」

第
２
回
企
画
展「
下
仁
田
道
の

ル
ー
ツ・石
器
の
道
」

大
地
の
歴
史
散
歩

妙
義
山
石
門
め
ぐ
り

大
地
の
歴
史
散
歩

妙
義
山
石
門
め
ぐ
り

ジ
オ
の
日
清
掃
活
動
９
月
は

「
諏
訪
神
社・下
仁
田
層
」で
す
！

ジ
オ
の
日
清
掃
活
動
９
月
は

「
諏
訪
神
社・下
仁
田
層
」で
す
！

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

自
然
史
館
か
ら
の
お
し
ら
せ

大
地
の
工
作
教
室
を

実
施
し
ま
し
た

大
地
の
工
作
教
室
を

実
施
し
ま
し
た

科
学
お
楽
し
み
広
場
に

出
展
し
ま
し
た

科
学
お
楽
し
み
広
場
に

出
展
し
ま
し
た

行
事
予
定

行
事
報
告

　
高
崎
で
行
わ
れ
た
科
学
教
育
研
究
協

議
会
群
馬
大
会
の
科
学
お
楽
し
み
広
場

に
出
展
し
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
P
R
を
行

い
ま
し
た
。
科
学
お
楽
し
み
広
場
は

色
々
な
科
学
実
験
や
工
作
が
体
験
で
き

る
コ
ー
ナ
ー
で
、
ジ
オ
パ
ー
ク
は
石
の

標
本
作
り
で
参
加
を
し
ま
し
た
。
夏
休

み
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
た
く
さ
ん
の

子
ど
も
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
て
、
標
本
作

り
も
た
く
さ
ん
の
方
に
参
加
し
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
下
仁
田
町
の
文
化
財
「
諏
訪
神
社
」
と

ジ
オ
サ
イ
ト
「
下
仁
田
層
」
の
美
化
活
動

を
行
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時
　
９
月
20
日
（
木
）

午
前
６
時
30
分
か
ら

●
集
合
　
諏
訪
神
社
駐
車
場

●
清
掃
場
所
　
諏
訪
神
社
・
下
仁
田
層

●
持
ち
物
　
軍
手
、
作
業
し
や
す
い
服

装
・
長
靴

※
ゴ
ミ
袋
、
ゴ
ミ
挟
み
は
用
意
し
ま

す
。

※
清
掃
活
動
終
了
後
に
、
10
分
間
程
度

の
ミ
ニ
ジ
オ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4

時
半
（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日
（
水
曜
が
祝

日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

●
入
館
料
　
大
人
2
0
0
円

高
校
生
以
下
1
0
0
円

未
就
学
児
・
下
仁
田
町
民
は
無
料

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
70
―
３
０
７
０

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
29
年
度 

人
権
尊
重
を
考
え
る
コ
ン
ク
ー
ル

　
最
近
の
ニュ
ー
ス
で
、い
ろ
い
ろ
な
国
に
ミ
サ
イ
ル
を

飛
ば
す
と
い
う
、人
権
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
よ
う
な

国
が
話
題
に
な
って
い
ま
す
。こ
れ
以
外
に
、私
た
ち
の

も
っ
と
身
近
に
も
、人
権
を
考
え
て
い
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
私
は
、人
権
月
間
で
道
徳
の
授
業
や
ビ
デ
オ
か
ら
学

ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

「
ぼ
く
だ
って
き
れ
い
に
し
た
い
ん
だ
」と
い
う
お
話
は
、

ま
さ
お
く
ん
と
い
う
主
人
公
が
身
体
測
定
の
と
き
に
、

あ
だ
な
で
い
じ
め
ら
れ
て
し
ま
う
お
話
で
す
。

　
私
も
、あ
だ
な
で
か
ら
か
わ
れ
た
と
き
、イ
ラ
ッ
と

し
ま
し
た
。で
も
、反
対
に
あ
だ
な
で
か
ら
か
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。や
って
し
ま
って
い
る
と

き
は
お
も
し
ろ
が
っ
て
い
た
け
ど
、帰
っ
て
か
ら
モ
ヤ
モ

ヤ
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、見
て
見
ぬ

ふ
り
を
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。な
ぜ
か
と

い
う
と
、言
わ
れ
て
い
る
子
は
、か
わ
い
そ
う
だ
け
ど
、

助
け
た
ら
、次
は
、私
が
い
じ
め
ら
れ
る
か
も
と
思
う

か
ら
で
す
。

　
ビ
デ
オ
で
見
た
お
話
の
中
で
も
、み
さ
き
ち
ゃ
ん
と

い
う
女
の
子
が
、最
初
は
、私
と
同
じ
よ
う
に「
助
け
た

ら
自
分
が
い
じ
め
ら
れ
る
」と
思
っ
て
言
え
ま
せ
ん
で

し
た
。で
も
、み
さ
き
ち
ゃ
ん
は
、お
父
さ
ん
に
言
わ
れ

て
気
が
つ
い
て
、い
じ
め
ら
れ
る
こ
と
を
お
そ
れ
ず
、勇

気
を
持
って「
や
め
て
」と
言
い
ま
し
た
。私
は
、す
ご
い

と
思
い
ま
し
た
。私
だ
っ
た
ら
、前
み
た
い
に
、ま
た
、見

て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い
る
と
思
う
か
ら
で
す
。そ
し
て
、

こ
の
ビ
デ
オ
を
見
て
学
ん
だ
こ
と
は
、「
や
る
こ
と
も
い

じ
め
だ
け
ど
、見
て
見
ぬ
ふ
り
も
、り
っ
ぱ
な
い
じ
め
な

ん
だ
」と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
私
は
道
徳
の
授
業
で
、い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
読
み
ま

し
た
。中
で
も一番
心
に
残
って
い
る
の
は
、「
真
の
友
情

‒

陽
子
と
ひ
と
み
」で
す
。こ
の
お
話
は
、最
初
、陽
子

さ
ん
と
ひ
と
み
さ
ん
は
、仲
が
よ
く
、陽
子
さ
ん
は
、足

が
速
い
の
で
、ひ
と
み
さ
ん
に
走
り
方
を
教
え
て
い
ま

し
た
。で
も
、あ
る
と
き
、陽
子
さ
ん
と
ひ
と
み
さ
ん

は
、学
校
で
同
じ
組
で
走
る
こ
と
に
な
っ
て
、そ
の
結

果
、少
し
の
差
で
ひ
と
み
さ
ん
が
陽
子
さ
ん
に
勝
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。ひ
と
み
さ
ん
は
、み
ん
な
か
ら「
す
ご

い
」と
言
わ
れ
る
け
ど
、す
な
お
に
喜
べ
な
い
と
い
う
お

話
で
す
。私
も
、そ
の
場
は
喜
び
た
い
け
ど
、陽
子
さ
ん

を
き
ず
つ
け
て
し
ま
い
そ
う
で
、喜
べ
な
い
と
思
い
ま

す
。こ
の
道
徳
で
学
ん
だ
こ
と
は
、相
手
の
気
持
ち
を

考
え
て
、喜
び
た
い
け
ど
が
ま
ん
す
る
こ
と
も
人
権
な

ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
人
権
月
間
の
中
で
、私
は
、「
人
権
って
大
切
な
ん
だ

な
」と
あ
ら
た
め
て
思
い
ま
し
た
。そ
し
て
、人
権
を
や

ぶ
る
人
が
こ
の
世
界
か
ら
い
な
く
な
れ
ば
、け
ん
か
や

戦
争
な
ど
、争
い
が
な
く
な
り
、ミ
サ
イ
ル
な
ど
の
心

配
も
な
く
な
っ
て
、だ
れ
も
が
笑
顔
で
い
ら
れ
る
平
和

な
世
界
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

昨
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
し
た
小・中
学
生
の

作
品
を
、数
回
に
分
け
て
町
民
の
皆
様
に
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
ご
覧
に
な

り
、人
権
に
つい
て
、も
う
一度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※

掲
載
者
の
学
校・学
年
は
、平
成
29
年
度
の
も
の

で
す
。

作文
優秀賞

世
界
が
平
和
に
な
れ
ば
い
い
の
に

下
仁
田
小
学
校

　四
年

　
　吉
見

　月
煌

　

ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより人権尊重作品人権尊重作品
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　
中
山
道
の
裏
街
道
「
下
仁
田
道
」
の

ル
ー
ト
は
、
旧
石
器
・
縄
文
時
代
の

人
々
が
信
州
か
ら
関
東
へ
石
器
の
石
材

を
運
ん
だ
道
で
も
あ
り
ま
し
た
。
下
仁

田
町
の
遺
跡
か
ら
見
つ
か
っ
た
ナ
イ
フ

形
石
器
、
局
部
磨
製
石
斧
、
矢
じ
り
な

ど
の
た
く
さ
ん
の
材
料
が
ど
こ
か
ら
来

た
も
の
か
、
当
時
の
人
々
が
ど
の
よ
う

な
移
動
生
活
を
し
て
い
た
の
か
に
つ
い

て
展
示
し
て
い
ま
す
。

●
会
期
　
2
0
1
9
年
5
月
31
日
ま
で

　
日
本
三
大
奇
勝
の
ひ
と
つ
妙
義
山
。

絶
景
の
背
景
は
壮
大
な
大
地
の
ス
ト
ー

リ
ー
が
あ
り
、
ま
た
そ
ん
な
山
だ
か
ら

こ
そ
、
た
く
さ
ん
の
伝
説
や
謂
れ
が
あ

り
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
の
話
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
大

自
然
が
作
り
出
す
ア
ー
ト
を
楽
し
む
ハ

イ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
で
す
。
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
　時
　
9
月
22
日
（
土
）

午
前
9
時
〜
午
後
２
時

●
集
　合
　
中
之
嶽
神
社
駐
車
場

●
参
加
費
　
無
料
（
昼
食
は
各
自
で
ご

用
意
下
さ
い
。
）

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
自
然
の
そ
ざ
い

で
も
よ
う
を
作
ろ
う
」
。
自
然
の
中
に

あ
る
葉
っ
ぱ
や
石
こ
ろ
を
使
っ
て
シ
ル

ク
ス
ク
リ
ー
ン
の
版
を
作
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
外
を
歩
き
な
が
ら
い
ろ
い

ろ
な
か
た
ち
を
集
め
、
も
よ
う
に
し
て

い
ま
し
た
。
何
度
も
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
と
こ
ろ
で
も
「
か
た
ち
」
に
注
目
し

て
観
察
を
す
る
こ
と
で
新
し
い
発
見
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
和
気
あ
い
あ
い
と

楽
し
い
教
室
に
な
り
ま
し
た
。

第
２
回
企
画
展「
下
仁
田
道
の

ル
ー
ツ・石
器
の
道
」

第
２
回
企
画
展「
下
仁
田
道
の

ル
ー
ツ・石
器
の
道
」

大
地
の
歴
史
散
歩

妙
義
山
石
門
め
ぐ
り

大
地
の
歴
史
散
歩

妙
義
山
石
門
め
ぐ
り

ジ
オ
の
日
清
掃
活
動
９
月
は

「
諏
訪
神
社・下
仁
田
層
」で
す
！

ジ
オ
の
日
清
掃
活
動
９
月
は

「
諏
訪
神
社・下
仁
田
層
」で
す
！

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

自
然
史
館
か
ら
の
お
し
ら
せ

大
地
の
工
作
教
室
を

実
施
し
ま
し
た

大
地
の
工
作
教
室
を

実
施
し
ま
し
た

科
学
お
楽
し
み
広
場
に

出
展
し
ま
し
た

科
学
お
楽
し
み
広
場
に

出
展
し
ま
し
た

行
事
予
定

行
事
報
告

　
高
崎
で
行
わ
れ
た
科
学
教
育
研
究
協

議
会
群
馬
大
会
の
科
学
お
楽
し
み
広
場

に
出
展
し
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
P
R
を
行

い
ま
し
た
。
科
学
お
楽
し
み
広
場
は

色
々
な
科
学
実
験
や
工
作
が
体
験
で
き

る
コ
ー
ナ
ー
で
、
ジ
オ
パ
ー
ク
は
石
の

標
本
作
り
で
参
加
を
し
ま
し
た
。
夏
休

み
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
た
く
さ
ん
の

子
ど
も
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
て
、
標
本
作

り
も
た
く
さ
ん
の
方
に
参
加
し
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
下
仁
田
町
の
文
化
財
「
諏
訪
神
社
」
と

ジ
オ
サ
イ
ト
「
下
仁
田
層
」
の
美
化
活
動

を
行
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時
　
９
月
20
日
（
木
）

午
前
６
時
30
分
か
ら

●
集
合
　
諏
訪
神
社
駐
車
場

●
清
掃
場
所
　
諏
訪
神
社
・
下
仁
田
層

●
持
ち
物
　
軍
手
、
作
業
し
や
す
い
服

装
・
長
靴

※
ゴ
ミ
袋
、
ゴ
ミ
挟
み
は
用
意
し
ま

す
。

※
清
掃
活
動
終
了
後
に
、
10
分
間
程
度

の
ミ
ニ
ジ
オ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4

時
半
（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日
（
水
曜
が
祝

日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

●
入
館
料
　
大
人
2
0
0
円

高
校
生
以
下
1
0
0
円

未
就
学
児
・
下
仁
田
町
民
は
無
料

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
70
―
３
０
７
０

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
29
年
度 

人
権
尊
重
を
考
え
る
コ
ン
ク
ー
ル

　
最
近
の
ニュ
ー
ス
で
、い
ろ
い
ろ
な
国
に
ミ
サ
イ
ル
を

飛
ば
す
と
い
う
、人
権
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
よ
う
な

国
が
話
題
に
な
って
い
ま
す
。こ
れ
以
外
に
、私
た
ち
の

も
っ
と
身
近
に
も
、人
権
を
考
え
て
い
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
私
は
、人
権
月
間
で
道
徳
の
授
業
や
ビ
デ
オ
か
ら
学

ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

「
ぼ
く
だ
って
き
れ
い
に
し
た
い
ん
だ
」と
い
う
お
話
は
、

ま
さ
お
く
ん
と
い
う
主
人
公
が
身
体
測
定
の
と
き
に
、

あ
だ
な
で
い
じ
め
ら
れ
て
し
ま
う
お
話
で
す
。

　
私
も
、あ
だ
な
で
か
ら
か
わ
れ
た
と
き
、イ
ラ
ッ
と

し
ま
し
た
。で
も
、反
対
に
あ
だ
な
で
か
ら
か
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。や
って
し
ま
って
い
る
と

き
は
お
も
し
ろ
が
っ
て
い
た
け
ど
、帰
っ
て
か
ら
モ
ヤ
モ

ヤ
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、見
て
見
ぬ

ふ
り
を
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。な
ぜ
か
と

い
う
と
、言
わ
れ
て
い
る
子
は
、か
わ
い
そ
う
だ
け
ど
、

助
け
た
ら
、次
は
、私
が
い
じ
め
ら
れ
る
か
も
と
思
う

か
ら
で
す
。

　
ビ
デ
オ
で
見
た
お
話
の
中
で
も
、み
さ
き
ち
ゃ
ん
と

い
う
女
の
子
が
、最
初
は
、私
と
同
じ
よ
う
に「
助
け
た

ら
自
分
が
い
じ
め
ら
れ
る
」と
思
っ
て
言
え
ま
せ
ん
で

し
た
。で
も
、み
さ
き
ち
ゃ
ん
は
、お
父
さ
ん
に
言
わ
れ

て
気
が
つ
い
て
、い
じ
め
ら
れ
る
こ
と
を
お
そ
れ
ず
、勇

気
を
持
って「
や
め
て
」と
言
い
ま
し
た
。私
は
、す
ご
い

と
思
い
ま
し
た
。私
だ
っ
た
ら
、前
み
た
い
に
、ま
た
、見

て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い
る
と
思
う
か
ら
で
す
。そ
し
て
、

こ
の
ビ
デ
オ
を
見
て
学
ん
だ
こ
と
は
、「
や
る
こ
と
も
い

じ
め
だ
け
ど
、見
て
見
ぬ
ふ
り
も
、り
っ
ぱ
な
い
じ
め
な

ん
だ
」と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
私
は
道
徳
の
授
業
で
、い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
読
み
ま

し
た
。中
で
も一番
心
に
残
って
い
る
の
は
、「
真
の
友
情

‒

陽
子
と
ひ
と
み
」で
す
。こ
の
お
話
は
、最
初
、陽
子

さ
ん
と
ひ
と
み
さ
ん
は
、仲
が
よ
く
、陽
子
さ
ん
は
、足

が
速
い
の
で
、ひ
と
み
さ
ん
に
走
り
方
を
教
え
て
い
ま

し
た
。で
も
、あ
る
と
き
、陽
子
さ
ん
と
ひ
と
み
さ
ん

は
、学
校
で
同
じ
組
で
走
る
こ
と
に
な
っ
て
、そ
の
結

果
、少
し
の
差
で
ひ
と
み
さ
ん
が
陽
子
さ
ん
に
勝
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。ひ
と
み
さ
ん
は
、み
ん
な
か
ら「
す
ご

い
」と
言
わ
れ
る
け
ど
、す
な
お
に
喜
べ
な
い
と
い
う
お

話
で
す
。私
も
、そ
の
場
は
喜
び
た
い
け
ど
、陽
子
さ
ん

を
き
ず
つ
け
て
し
ま
い
そ
う
で
、喜
べ
な
い
と
思
い
ま

す
。こ
の
道
徳
で
学
ん
だ
こ
と
は
、相
手
の
気
持
ち
を

考
え
て
、喜
び
た
い
け
ど
が
ま
ん
す
る
こ
と
も
人
権
な

ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
人
権
月
間
の
中
で
、私
は
、「
人
権
って
大
切
な
ん
だ

な
」と
あ
ら
た
め
て
思
い
ま
し
た
。そ
し
て
、人
権
を
や

ぶ
る
人
が
こ
の
世
界
か
ら
い
な
く
な
れ
ば
、け
ん
か
や

戦
争
な
ど
、争
い
が
な
く
な
り
、ミ
サ
イ
ル
な
ど
の
心

配
も
な
く
な
っ
て
、だ
れ
も
が
笑
顔
で
い
ら
れ
る
平
和

な
世
界
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

昨
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
し
た
小・中
学
生
の

作
品
を
、数
回
に
分
け
て
町
民
の
皆
様
に
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
ご
覧
に
な

り
、人
権
に
つい
て
、も
う
一度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※

掲
載
者
の
学
校・学
年
は
、平
成
29
年
度
の
も
の

で
す
。

作文
優秀賞

世
界
が
平
和
に
な
れ
ば
い
い
の
に

下
仁
田
小
学
校

　四
年

　
　吉
見

　月
煌

　

ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより人権尊重作品人権尊重作品
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い
じ
め
の
中
に
は
、言
葉
の
ぼ
う
力
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
。

　
言
葉
に
よ
っ
て
は
、人
を
き
ず
つ
け
た
り
、時
に
は
、

人
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
や
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
け
ど
、や
っ
て
し
ま
っ
た
。」

と
言
って
も
や
って
し
ま
っ
た
こ
と
は
、取
り
も
ど
せ
ま

せ
ん
。

　
そ
ん
な
つ
も
り
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
な
ら
、最
初
か
ら

言
わ
な
け
れ
ば
い
い
こ
と
で
す
。よ
く
考
え
て
言
葉
を

使
え
ば
、す
べ
て
の
人
が
幸
せ
に
、平
等
に
く
ら
せ
る
と

思
い
ま
す
。

　
ぼ
く
は
、人
に
い
や
な
こ
と
を
言
って
し
ま
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、ぼ
く
が
、消
し
ゴ
ム
を
落
と
し

た
と
き
、と
な
り
の
人
が
拾
お
う
と
し
て
く
れ
ま
し

た
。で
も
、ぼ
く
は
、「
自
分
で
と
る
よ
。い
い
よ
。お
れ

が
と
る
か
ら
や
め
て
。」と
言
って
、手
を
思
いっ
き
り
は

た
く
よ
う
に
は
ら
って
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、次
の
日
、学
校
に
行
っ
た
ら
、そ
の
子
に
話

を
し
て
も
、そ
の
子
は
、い
や
な
顔
を
し
て
話
を
し
て
く

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。「
あ
ー
あ
、き
の
う
、あ
ん
な
こ
と

や
ん
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
な
。」と
思
い
ま
し
た
。で
も
、

そ
の
と
き
は
、も
う
お
そ
か
っ
た
の
で
す
。「
あ
ー
あ
、ど

う
し
よ
う
。」ぼ
く
は
、考
え
ま
し
た
。そ
し
て
、け
つ

だ
ん
し
ま
し
た
。「
ご
め
ん
ね
。」と
言
お
う
と
思
い
ま

し
た
。で
も
、あ
ま
り
言
い
き
れ
な
か
っ
た
で
す
。で
も
、

「
ご
め
ん
ね
。」と
頭
を
下
げ
て
言
っ
て
み
ま
し
た
。そ

う
し
た
ら
、「
い
い
よ
。」と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。そ
の

あ
と
は
、二
人
で
仲
良
く
話
し
た
り
楽
し
く
す
ご
し

た
り
し
ま
し
た
。

　
いい
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
、ぼ
く
が
、下
仁
田
小
学
校
に
て
ん
校
し
て

き
た
と
き
の
こ
と
で
す
。休
み
時
間
に
な
っ
た
と
き
、ぼ

く
は
、て
ん
校
し
て
き
て
す
ぐ
だ
か
ら
友
達
も
い
ま
せ

ん
で
し
た
。一人
で
ブ
ラ
ン
コ
に
乗
って
い
て
も
つ
ま
ら
な

く
て
、み
ん
な
が
や
って
い
る
サ
ッ
カ
ー
の
方
に
行
って
み

ま
し
た
。そ
こ
で
、「
サ
ッ
カ
ー
に
入
れ
て
、お
ね
が
い
。」

と
言
っ
た
ら
、す
ぐ
に
う
け
い
れ
て
く
れ
ま
し
た
。お
か

げ
で
、楽
し
く
遊
べ
ま
し
た
。

　
言
葉
は
、人
を
き
ず
つ
け
る
こ
と
も
あ
る
け
ど
、思

い
切
っ
て
言
え
ば
、い
い
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
こ
ん
ど
か
ら
は
、言
お
う
か
な
、言
わ
な
い
で
い
よ
う

か
な
と
思
っ
た
ら
、思
い
切
って
言
っ
た
方
が
い
い
と
、ぼ

く
は
思
い
ま
す
。

作文
優秀賞

思
い
っ
き
り
言
お
う下

仁
田
小
学
校
　
四
年
　
佐
藤
　
昊

広
報しもにた

人権ポスター
優秀賞

下仁田中学校一年
茂木　杏美

「仲間を大切に！」

　
国
民
年
金
は
、日
本
に
住
む
２０
歳
以
上
６０
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る
公

的
年
金
制
度
で
す
。

　
加
入
者（
被
保
険
者
）は
、次
の
よ
う
な
機
会
ご
と
に
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者（
自
営
業
者
や
学
生
な
ど
）が
、

■
就
職
し
て
厚
生
年
金
に
加
入
し
た
と
き

　
↓
勤
務
す
る
事
業
所
が
年
金
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

■
第
２
号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶
者
の
扶
養
と
な
っ
た
と
き

　
↓
配
偶
者
が
勤
務
す
る
事
業
所
が
年
金
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

第
２
号
被
保
険
者（
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
）が
、

▼
退
職
し
た
と
き

　
↓
市
役
所・町
村
役
場
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

▼
退
職
し
、第
２
号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶
者
の
扶
養
と
な
っ
た
と
き

　
↓
配
偶
者
が
勤
務
す
る
事
業
所
が
年
金
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

第
３
号
被
保
険
者（
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）が
、

◆
就
職
し
て
厚
生
年
金
に
加
入
し
た
と
き

　
↓
勤
務
す
る
事
業
所
が
年
金
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

◆
第
２
号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶
者
の
扶
養
で
な
く
な
っ
た
と
き

　
↓
市
役
所・町
村
役
場
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

　
必
要
な
届
け
出
を
忘
れ
て
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、将
来
年
金
が
受
け
ら
れ
な

く
な
っ
た
り
減
額
さ
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・高
崎
年
金
事
務
所
　
お
客
様
相
談
室
　
☎
０
２
７
ー
３
２
２
ー
４
２
９
９

人権尊重作品人権尊重作品

み
ん
な
と
も
だ
ち

　
　「
いっ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
！
」

下
仁
田
小
学
校
　
１
年
　
　
土
谷
　
太
雅

人権標語
優秀賞

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
」

　
　
　
み
ん
な
を
す
く
う

　
　
　
　
　
ま
ほ
う
の
こ
と
ば

下
仁
田
小
学
校
　
１
年
　
　
岩
井
ひ
な
た

人権標語
優秀賞

え
が
お
の
あ
い
さ
つ

　
　
な
か
よ
し
の
は
じ
ま
り

下
仁
田
小
学
校
　
１
年
　
　
櫻
井
　
百
愛

人権標語
優秀賞
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い
じ
め
の
中
に
は
、言
葉
の
ぼ
う
力
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
。

　
言
葉
に
よ
っ
て
は
、人
を
き
ず
つ
け
た
り
、時
に
は
、

人
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
や
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
け
ど
、や
っ
て
し
ま
っ
た
。」

と
言
って
も
や
って
し
ま
っ
た
こ
と
は
、取
り
も
ど
せ
ま

せ
ん
。

　
そ
ん
な
つ
も
り
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
な
ら
、最
初
か
ら

言
わ
な
け
れ
ば
い
い
こ
と
で
す
。よ
く
考
え
て
言
葉
を

使
え
ば
、す
べ
て
の
人
が
幸
せ
に
、平
等
に
く
ら
せ
る
と

思
い
ま
す
。

　
ぼ
く
は
、人
に
い
や
な
こ
と
を
言
って
し
ま
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、ぼ
く
が
、消
し
ゴ
ム
を
落
と
し

た
と
き
、と
な
り
の
人
が
拾
お
う
と
し
て
く
れ
ま
し

た
。で
も
、ぼ
く
は
、「
自
分
で
と
る
よ
。い
い
よ
。お
れ

が
と
る
か
ら
や
め
て
。」と
言
って
、手
を
思
いっ
き
り
は

た
く
よ
う
に
は
ら
って
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、次
の
日
、学
校
に
行
っ
た
ら
、そ
の
子
に
話

を
し
て
も
、そ
の
子
は
、い
や
な
顔
を
し
て
話
を
し
て
く

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。「
あ
ー
あ
、き
の
う
、あ
ん
な
こ
と

や
ん
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
な
。」と
思
い
ま
し
た
。で
も
、

そ
の
と
き
は
、も
う
お
そ
か
っ
た
の
で
す
。「
あ
ー
あ
、ど

う
し
よ
う
。」ぼ
く
は
、考
え
ま
し
た
。そ
し
て
、け
つ

だ
ん
し
ま
し
た
。「
ご
め
ん
ね
。」と
言
お
う
と
思
い
ま

し
た
。で
も
、あ
ま
り
言
い
き
れ
な
か
っ
た
で
す
。で
も
、

「
ご
め
ん
ね
。」と
頭
を
下
げ
て
言
っ
て
み
ま
し
た
。そ

う
し
た
ら
、「
い
い
よ
。」と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。そ
の

あ
と
は
、二
人
で
仲
良
く
話
し
た
り
楽
し
く
す
ご
し

た
り
し
ま
し
た
。

　
いい
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
、ぼ
く
が
、下
仁
田
小
学
校
に
て
ん
校
し
て

き
た
と
き
の
こ
と
で
す
。休
み
時
間
に
な
っ
た
と
き
、ぼ

く
は
、て
ん
校
し
て
き
て
す
ぐ
だ
か
ら
友
達
も
い
ま
せ

ん
で
し
た
。一人
で
ブ
ラ
ン
コ
に
乗
って
い
て
も
つ
ま
ら
な

く
て
、み
ん
な
が
や
って
い
る
サ
ッ
カ
ー
の
方
に
行
って
み

ま
し
た
。そ
こ
で
、「
サ
ッ
カ
ー
に
入
れ
て
、お
ね
が
い
。」

と
言
っ
た
ら
、す
ぐ
に
う
け
い
れ
て
く
れ
ま
し
た
。お
か

げ
で
、楽
し
く
遊
べ
ま
し
た
。

　
言
葉
は
、人
を
き
ず
つ
け
る
こ
と
も
あ
る
け
ど
、思

い
切
っ
て
言
え
ば
、い
い
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
こ
ん
ど
か
ら
は
、言
お
う
か
な
、言
わ
な
い
で
い
よ
う

か
な
と
思
っ
た
ら
、思
い
切
って
言
っ
た
方
が
い
い
と
、ぼ

く
は
思
い
ま
す
。

作文
優秀賞

思
い
っ
き
り
言
お
う下

仁
田
小
学
校
　
四
年
　
佐
藤
　
昊

広
報しもにた

人権ポスター
優秀賞

下仁田中学校一年
茂木　杏美

「仲間を大切に！」

　
国
民
年
金
は
、日
本
に
住
む
２０
歳
以
上
６０
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る
公

的
年
金
制
度
で
す
。

　
加
入
者（
被
保
険
者
）は
、次
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届
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ど
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入
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勤
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す
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事
業
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が
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金
事
務
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届
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ま
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。
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第
２
号
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保
険
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勤
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２
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険
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ど
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、
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２
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。
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２
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。
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受
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ら
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。
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崎
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２
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２
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４
２
９
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人権尊重作品人権尊重作品

み
ん
な
と
も
だ
ち

　
　「
いっ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
！
」

下
仁
田
小
学
校
　
１
年
　
　
土
谷
　
太
雅

人権標語
優秀賞

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
」

　
　
　
み
ん
な
を
す
く
う

　
　
　
　
　
ま
ほ
う
の
こ
と
ば

下
仁
田
小
学
校
　
１
年
　
　
岩
井
ひ
な
た

人権標語
優秀賞

え
が
お
の
あ
い
さ
つ

　
　
な
か
よ
し
の
は
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ま
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下
仁
田
小
学
校
　
１
年
　
　
櫻
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人権標語
優秀賞
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下
仁
田
音
頭
誕
生
の
経
緯
に
つ

い
て
は
８
月
号
の
広
報
に
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
作
詞
者

は
ご
存
じ
と
思
い
ま
す
が
、
富
岡

市
一
ノ
宮
町
の
故
鈴
木
比
呂
志

（
浩
）
さ
ん
で
す
。
お
父
さ
ん
は

下
仁
田
町
大
字
南
野
牧
出
身
で
、

旧
姓
を
小
板
橋
伝
三
郎
と
い
っ
て

１
８
７
１
年
（
明
治
４
）
に
生
ま

れ
て
い
ま
す
。
６
才
の
時
に
松
井

田
の
小
板
橋
家
に
養
子
と
な
っ

て
、
16
歳
の
時
に
上
京
し
て
い
ま

す
。

　
１
８
８
５
年
（
明
治
18
）
に
鉄

道
が
横
川
ま
で
開
通
し
て
い
ま
し

た
の
で
、
そ
の
翌
年
に
上
京
し
て

い
ま
す
が
、
上
京
す
る
や
書
店
に

勤
め
な
が
ら
文
学
の
勉
強
に
熱
心

に
励
み
ま
し
た
。
帰
郷
後
の
１
９

０
１
年
（
明
治
34
）
に
明
星
と
い

う
短
歌
の
雑
誌
に
投
稿
し
ま
し

た
。
当
時
と
し
て
は
群
馬
県
内
で

は
近
代
短
歌
の
先
端
を
歩
ん
だ
人

と
い
わ
れ
、
萩
原
朔
太
郎
や
平
井

晩
村
が
文
学
上
の
活
動
を
始
め
る

に
当
た
っ
て
大
き
な
影
響
を
与
え

た
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
県
内
の
短
歌
普
及
に
も
尽
力

し
た
人
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

結
婚
を
し
て
鈴
木
姓
に
な
っ
て
、

上
毛
新
聞
社
の
記
者
を
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
一
般
に
は
旭
山
の

号
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
下
仁

田
町
出
身
で
あ
り
な
が
ら
町
内
で

知
っ
て
い
る
人
が
少
な
い
こ
と
を

残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。
下
仁
田

音
頭
を
作
詞
し
た
鈴
木
比
呂
志
さ

ん
は
旭
山
の
八
男
で
、
父
親
の
影

響
を
受
け
て
詩
人
と
し
て
名
を
馳

せ
た
有
名
人
で
す
。
下
仁
田
音
頭

は
短
期
間
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
が
実
に
見
事
な
も
の
で
す
。
下

仁
田
音
頭
は
仕
上
げ
ま
で
の
期
間

が
短
か
っ
た
た
め
に
、
当
初
は
６

番
迄
で
し
た
。
そ
の
後
、
追
加
し

て
13
番
ま
で
と
な
っ
た
も
の
で

す
。
左
記
が
、
下
仁
田
音
頭
の
原

本
で
す
。
「
桑
の
中
行
く
上
信
電

車
」
と
歌
い
始
め
て
い
ま
す
が
、

こ
の
地
方
は
古
く
か
ら
養
蚕
が
盛

ん
で
あ
っ
た
た
め
に
、
特
に
、
富

岡
か
ら
下
仁
田
ま
で
の
上
信
線
沿

線
の
両
側
は
桑
の
枝
が
繁
り
、
電

車
に
当
た
る
よ
う
な
状
態
で
し

た
。
今
で
は
桑
を
見
る
の
が
珍
し

い
よ
う
な
有
り
様
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

●
お
詫
び
と
訂
正

発
行
号
の
ず
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

７
月
↓
34
号

８
月
↓
35
号

里
見
哲
夫

歌
人
・
鈴
木
旭
山
と
下
仁
田
音
頭

里
見
哲
夫

ジ
オ
の
会
だ
よ
り

ジ
オ
の
会
だ
よ
り

第
36
号

歌
人
・
鈴
木
旭
山
と
下
仁
田
音
頭

ジオ情報&地域の話題ジオ情報&地域の話題

旭
町
七
夕

　
　
　ま
つ
り
開
催

旭
町
七
夕

　
　
　ま
つ
り
開
催

　
８
月
５
日
（
日
）
、
旭
町

親
睦
会
（
堀
口
好
一
会
長
）

主
催
に
よ
り
、
旭
町
中
央
通

り
で
恒
例
の
七
夕
ま
つ
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
名
物
の
「
天
空
フ
ル
ー
ツ

流
し
」
や
「
射
的
ゲ
ー
ム
」

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
催
し
に

大
勢
の
方
が
訪
れ
、
夏
の
一

日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ー
地
域
の
話
題
ー
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

　
下
仁
田
厚
生
病
院
で
は
、
認
知

症
に
つ
い
て
の
研
修
会
を
開
催

し
、
地
域
の
皆
様
と
療
養
病
棟
に

入
院
さ
れ
て
い
る
方
や
ご
家
族
の

方
と
の
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

●
日
時

平
成
30
年
10
月
18
日
（
木
）
　
　

午
後
３
時
〜
４
時
15
分

●
会
場
　
下
仁
田
厚
生
病
院

療
養
病
棟
　
２
階
　
食
堂

●
内
容

①
「
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
認
知

症
を
予
防
し
よ
う
」

〜
生
活
習
慣
と
認
知
症
の
関
係
〜

②
「
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
」

※
ご
希
望
に
よ
り
、
一
般
病
棟
の

見
学
も
で
き
ま
す
。

●
参
加
費
　
無
料

●
会
場
準
備
の
都
合
上
、
事
前
に  

電
話
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

●
申
込
み
先
　下
仁
田
厚
生
病
院

医
事
課
（
佐
藤
・
石
井
）

☎ 

０
２
７
４
―
82
―
３
５
５
５

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
低

価
格
な
の
に
安
全
性
や
効
き
目
は

新
薬
と
同
じ
と
認
め
ら
れ
て
い
る

後
発
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。
新
薬

に
比
べ
て
価
格
が
安
く
、
薬
代
を

節
約
で
き
ま
す
。

　
自
己
負
担
額
も
安
く
な
る
の

で
、
医
師
や
薬
剤
師
と
相
談
の

上
、
ご
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
」
は
、
国
保
係
の
窓
口
で

配
布
し
て
お
り
ま
す
。

※
注
　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

変
更
し
て
も
医
療
費
が
安
く
な
ら

な
い
場
合
や
取
扱
い
が
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

福
祉
保
険
課
　
国
保
係

☎
64
―
８
８
０
１
（
直
通
）

　
皮
膚
科
外
来
が
９
月
７
日

（
金
）
休
診
に
な
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
休
診
に
な
る
診
療

科
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
９
月

28
日
（
金
）
の
午
後
、
小
児
科
医

師
が
不
在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま

す
。

●
日
時
　
９
月
25
日
（
火
）

●
時
間
　
午
後
２
時
〜
４
時

●
場
所
　
役
場
町
民
ホ
ー
ル
（
玄

関
ロ
ビ
ー
）

　
現
在
、
血
液
が
不
足
し
て
い
ま

す
。
４
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
環
境
課
　
保
健
推
進
係

☎
０
２
７
４
―
82
―
５
４
９
０

〜
女
性
産
婦
人
科
医
に
よ
る
不

妊
・
不
育
症
に
関
す
る
出
張
相
談

を
、
安
中
保
健
福
祉
事
務
所
で
開

催
し
ま
す
〜

●
内
容
　
不
妊
･
不
育
症
に
関
す

る
検
査
･
治
療
方
法
や
治
療
へ
の

不
安
、
家
族
関
係
な
ど
の
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

●
相
談
時
間
　
予
約
制

①
午
前
10
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

②
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

●
会
場
　
安
中
保
健
福
祉
事
務
所

（
安
中
市
高
別
当
3
3
6
―
8
）

●
開
催
日
　
平
成
30
年
９
月
20
日

（
木
）

●
予
約
受
付

群
馬
県
健
康
づ
く
り
財
団

☎
０
２
７
―
２
６
９
―
９
９
６
６

●
受
付
時
間
　
月
〜
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
上
記
の
日
程
に
行
け
な
い
場
合

は
、
群
馬
県
健
康
づ
く
り
財
団
内

で
、
毎
月
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日
・
時
間

予
約
制
・
原
則
個
別
面
接
相
談 

毎
月
第
１
･
第
３
木
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

（
祝
日
･
年
末
年
始
除
く
）

●
所
在
地

前
橋
市
堀
之
下
町
16
―
１

（
群
馬
県
健
康
づ
く
り
財
団
内
）

●
問
い
合
わ
せ

☎
０
２
７
―
２
６
９
―
９
９
６
６

●
予
約
受
付
時
間
　
月
〜
金
曜
日 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
ど
ち
ら
の
相
談
会
場
で
も
費
用

は
無
料
で
す
。

　
９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
で

す
。
こ
の
日
を
含
む
一
週
間
が

「
救
急
医
療
週
間
」
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
不
慮
の
事
故
や
急
病

か
ら
大
切
な
生
命
を
守
る
に
は
、

適
切
な
応
急
手
当
が
必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
「
救
急
の
日
」
の
行
事

と
し
て
救
急
医
療
講
演
会
と
救
急

実
技
講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。
実
技
講
習
会
で
は
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
使
用
方
法
を
含
め
た
実
技
指
導

を
行
い
ま
す
。
多
く
の
方
々
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
共
催

　富
岡
市
甘
楽
郡
医
師

会
・
富
岡
市
・
富
岡
甘
楽
広
域
市

町
村
圏
振
興
整
備
組
合
消
防
本
部

●
日
時

平
成
30
年
９
月
８
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で

●
会
場

富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
講
演

①
演
題

「
急
性
心
筋
梗
塞
〜
突
然
倒
れ
る
前
に
」

●
講
師

久
保
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　
　
　

久
保
田
幸
夫
　
先
生

②
演
題

「
不
明
熱
と
歯
科
疾
患
に
つ
い
て
」

●
講
師

公
立
富
岡
総
合
病
院
歯
科
口
腔
外
科

主
任
医
長
　
佐
々
木
眞
一
　
先
生

③
寸
劇
　
「
『
ユ
ウ
キ
』
が
あ
れ

ば
、
何
で
も
で
き
る
。
つ
な
げ
よ
う
、

救
命
の
輪
。
」
富
岡
消
防
署
職
員

④
実
技
指
導

「
お
ぼ
え
よ
う
応
急
手
当
」

富
岡
消
防
署
職
員

●
参
加
費
　
無
料

●
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り

（
希
望
者
は
９
月
７
日
（
金
）
ま

で
に
予
約
し
て
下
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
　
富
岡
市
保
健
セ

ン
タ
ー
　
☎
64
―
１
９
０
１

　
身
体
上
ま
た
は
精
神
上
の
障
害
の

た
め
、
日
常
生
活
に
著
し
い
支
障
が

あ
る
在
宅
の
高
齢
者
を
介
護
す
る
方

の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
在
宅
福
祉
の
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
介

護
慰
労
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

●
支
給
対
象
者

　
平
成
30
年
8
月
1
日
現
在
で
、
次
の

（
１
）
お
よ
び
（
２
）
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
在
宅
の
寝
た
き
り
又
は
認
知

症
の
高
齢
者
を
居
宅
に
お
い
て
1
年
以

上
継
続
し
て
介
護
し
て
い
る
方

（
１
）
町
内
に
住
所
を
有
し
、
年
齢

が
65
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

（
2
）
要
介
護
4
又
は
5
に
相
当
す

る
状
態
が
1
年
以
上
継
続
し
、
平
成

29
年
8
月
1
日
か
ら
平
成
30
年
7
月

31
日
ま
で
の
期
間
中
に
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
お
よ
び
入
院
等
に
よ
り
在
宅
生

活
を
離
れ
た
期
間
が
通
算
1
0
0
日

を
超
え
な
い
方

●
支
給
金
額
　
8
0
、
0
0
0
円  

※
該
当
さ
れ
た
方
へ
の
支
給
は
12
月

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
申
請
期
間

9
月
3
日
（
月
）
〜
28
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
請
窓
口

福
祉
保
険
課 

包
括
支
援
係

☎
64
―
8
8
0
4
（
直
通
）

　
自
殺
は
、
健
康
問
題
や
経
済
・

生
活
問
題
、
家
庭
問
題
な
ど
複
数

の
要
因
が
連
鎖
し
て
、
心
理
的
に

追
い
込
ま
れ
た
状
態
か
ら
起
こ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
殺
す
る

人
は
特
別
な
人
た
ち
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
現
代
社
会
で
は
、
誰
も
が

こ
こ
ろ
の
健
康
を
損
な
う
可
能
性

が
あ
り
、
決
し
て
他
人
事
で
は
な

く
身
近
な
問
題
で
す
。

　
自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
、
心

理
的
に
孤
立
・
孤
独
だ
と
考
え
が

ち
で
す
。
孤
立
・
孤
独
を
防
ぐ
こ

と
が
自
殺
対
策
の
有
効
な
手
段
に

な
り
ま
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
悩
ん
で
い
る
人
に
気
づ
き
、
声

を
か
け
、
話
を
聞
い
て
、
必
要
な

支
援
に
つ
な
げ
、
見
守
る
意
識
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。

●
相
談
窓
口

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
―
０
６
４
―
５
５
６

月
〜
金
　
午
前
９
時
〜
午
後
10
時

24
時
間
子
供
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
―
０
７
８
―
３
１
０

下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
４
―
82
―
５
４
９
０

　
偶
数
月
の
第
２
金
曜
日
に
心
療
内

科
医
師
に
よ
る
『
こ
こ
ろ
の
相
談
』

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
広
報

で
ご
確
認
の
上
、
お
電
話
で
ご
予
約

く
だ
さ
い
。
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、

随
時
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
平
成
30
年
9
月
1
日
現
在
で
下

仁
田
町
に
住
所
を
有
し
、
平
成
30

年
1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
の
期

間
で
以
下
の
年
齢
に
該
当
す
る
方

へ
敬
老
祝
金
を
支
給
し
、
長
寿
を

お
祝
い
い
た
し
ま
す
。

※
支
給
対
象
の
方
が
入
院
、
入
所

等
の
理
由
で
不
在
の
場
合
は
、
お

手
数
で
す
が
福
祉
保
険
課
包
括
支

援
係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
支
給
年
齢
・
支
給
額
 
 

80
歳
・
85
歳
・
90
歳
・
95
歳

5
、
0
0
0
円
 

1
0
1
歳
以
上

1
0
、
0
0
0
円

お知らせ版お知らせ版

「
療
養
病
棟
の
つ
ど
い
」を

開
催
し
ま
す
。

介
護
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す

9
月
は 

自
殺
対
策
強
化
月
間

（
群
馬
県
）で
す

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
に
ご
協
力
を

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

「
群
馬
県
不
妊
専
門
相
談

セ
ン
タ
ー
」出
張
相
談
の
ご
案
内

救
急
医
療
講
演
会・救
急
実
技

講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

敬
老
祝
金
を
支
給
し
ま
す
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

　
下
仁
田
厚
生
病
院
で
は
、
認
知

症
に
つ
い
て
の
研
修
会
を
開
催

し
、
地
域
の
皆
様
と
療
養
病
棟
に

入
院
さ
れ
て
い
る
方
や
ご
家
族
の

方
と
の
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

●
日
時

平
成
30
年
10
月
18
日
（
木
）
　
　

午
後
３
時
〜
４
時
15
分

●
会
場
　
下
仁
田
厚
生
病
院

療
養
病
棟
　
２
階
　
食
堂

●
内
容

①
「
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
認
知

症
を
予
防
し
よ
う
」

〜
生
活
習
慣
と
認
知
症
の
関
係
〜

②
「
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
」

※
ご
希
望
に
よ
り
、
一
般
病
棟
の

見
学
も
で
き
ま
す
。

●
参
加
費
　
無
料

●
会
場
準
備
の
都
合
上
、
事
前
に  

電
話
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

●
申
込
み
先
　下
仁
田
厚
生
病
院

医
事
課
（
佐
藤
・
石
井
）

☎ 

０
２
７
４
―
82
―
３
５
５
５

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
低

価
格
な
の
に
安
全
性
や
効
き
目
は

新
薬
と
同
じ
と
認
め
ら
れ
て
い
る

後
発
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。
新
薬

に
比
べ
て
価
格
が
安
く
、
薬
代
を

節
約
で
き
ま
す
。

　
自
己
負
担
額
も
安
く
な
る
の

で
、
医
師
や
薬
剤
師
と
相
談
の

上
、
ご
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
」
は
、
国
保
係
の
窓
口
で

配
布
し
て
お
り
ま
す
。

※
注
　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

変
更
し
て
も
医
療
費
が
安
く
な
ら

な
い
場
合
や
取
扱
い
が
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

福
祉
保
険
課
　
国
保
係

☎
64
―
８
８
０
１
（
直
通
）

　
皮
膚
科
外
来
が
９
月
７
日

（
金
）
休
診
に
な
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
休
診
に
な
る
診
療

科
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
９
月

28
日
（
金
）
の
午
後
、
小
児
科
医

師
が
不
在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま

す
。

●
日
時
　
９
月
25
日
（
火
）

●
時
間
　
午
後
２
時
〜
４
時

●
場
所
　
役
場
町
民
ホ
ー
ル
（
玄

関
ロ
ビ
ー
）

　
現
在
、
血
液
が
不
足
し
て
い
ま

す
。
４
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
環
境
課
　
保
健
推
進
係

☎
０
２
７
４
―
82
―
５
４
９
０

〜
女
性
産
婦
人
科
医
に
よ
る
不

妊
・
不
育
症
に
関
す
る
出
張
相
談

を
、
安
中
保
健
福
祉
事
務
所
で
開

催
し
ま
す
〜

●
内
容
　
不
妊
･
不
育
症
に
関
す

る
検
査
･
治
療
方
法
や
治
療
へ
の

不
安
、
家
族
関
係
な
ど
の
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

●
相
談
時
間
　
予
約
制

①
午
前
10
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

②
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

●
会
場
　
安
中
保
健
福
祉
事
務
所

（
安
中
市
高
別
当
3
3
6
―
8
）

●
開
催
日
　
平
成
30
年
９
月
20
日

（
木
）

●
予
約
受
付

群
馬
県
健
康
づ
く
り
財
団

☎
０
２
７
―
２
６
９
―
９
９
６
６

●
受
付
時
間
　
月
〜
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
上
記
の
日
程
に
行
け
な
い
場
合

は
、
群
馬
県
健
康
づ
く
り
財
団
内

で
、
毎
月
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日
・
時
間

予
約
制
・
原
則
個
別
面
接
相
談 

毎
月
第
１
･
第
３
木
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

（
祝
日
･
年
末
年
始
除
く
）

●
所
在
地

前
橋
市
堀
之
下
町
16
―
１

（
群
馬
県
健
康
づ
く
り
財
団
内
）

●
問
い
合
わ
せ

☎
０
２
７
―
２
６
９
―
９
９
６
６

●
予
約
受
付
時
間
　
月
〜
金
曜
日 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
ど
ち
ら
の
相
談
会
場
で
も
費
用

は
無
料
で
す
。

　
９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
で

す
。
こ
の
日
を
含
む
一
週
間
が

「
救
急
医
療
週
間
」
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
不
慮
の
事
故
や
急
病

か
ら
大
切
な
生
命
を
守
る
に
は
、

適
切
な
応
急
手
当
が
必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
「
救
急
の
日
」
の
行
事

と
し
て
救
急
医
療
講
演
会
と
救
急

実
技
講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。
実
技
講
習
会
で
は
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
使
用
方
法
を
含
め
た
実
技
指
導

を
行
い
ま
す
。
多
く
の
方
々
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
共
催

　富
岡
市
甘
楽
郡
医
師

会
・
富
岡
市
・
富
岡
甘
楽
広
域
市

町
村
圏
振
興
整
備
組
合
消
防
本
部

●
日
時

平
成
30
年
９
月
８
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で

●
会
場

富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
講
演

①
演
題

「
急
性
心
筋
梗
塞
〜
突
然
倒
れ
る
前
に
」

●
講
師

久
保
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　
　
　

久
保
田
幸
夫
　
先
生

②
演
題

「
不
明
熱
と
歯
科
疾
患
に
つ
い
て
」

●
講
師

公
立
富
岡
総
合
病
院
歯
科
口
腔
外
科

主
任
医
長
　
佐
々
木
眞
一
　
先
生

③
寸
劇
　
「
『
ユ
ウ
キ
』
が
あ
れ

ば
、
何
で
も
で
き
る
。
つ
な
げ
よ
う
、

救
命
の
輪
。
」
富
岡
消
防
署
職
員

④
実
技
指
導

「
お
ぼ
え
よ
う
応
急
手
当
」

富
岡
消
防
署
職
員

●
参
加
費
　
無
料

●
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り

（
希
望
者
は
９
月
７
日
（
金
）
ま

で
に
予
約
し
て
下
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
　
富
岡
市
保
健
セ

ン
タ
ー
　
☎
64
―
１
９
０
１

　
身
体
上
ま
た
は
精
神
上
の
障
害
の

た
め
、
日
常
生
活
に
著
し
い
支
障
が

あ
る
在
宅
の
高
齢
者
を
介
護
す
る
方

の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
在
宅
福
祉
の
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
介

護
慰
労
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

●
支
給
対
象
者

　
平
成
30
年
8
月
1
日
現
在
で
、
次
の

（
１
）
お
よ
び
（
２
）
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
在
宅
の
寝
た
き
り
又
は
認
知

症
の
高
齢
者
を
居
宅
に
お
い
て
1
年
以

上
継
続
し
て
介
護
し
て
い
る
方

（
１
）
町
内
に
住
所
を
有
し
、
年
齢

が
65
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

（
2
）
要
介
護
4
又
は
5
に
相
当
す

る
状
態
が
1
年
以
上
継
続
し
、
平
成

29
年
8
月
1
日
か
ら
平
成
30
年
7
月

31
日
ま
で
の
期
間
中
に
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
お
よ
び
入
院
等
に
よ
り
在
宅
生

活
を
離
れ
た
期
間
が
通
算
1
0
0
日

を
超
え
な
い
方

●
支
給
金
額
　
8
0
、
0
0
0
円  

※
該
当
さ
れ
た
方
へ
の
支
給
は
12
月

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
申
請
期
間

9
月
3
日
（
月
）
〜
28
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
請
窓
口

福
祉
保
険
課 

包
括
支
援
係

☎
64
―
8
8
0
4
（
直
通
）

　
自
殺
は
、
健
康
問
題
や
経
済
・

生
活
問
題
、
家
庭
問
題
な
ど
複
数

の
要
因
が
連
鎖
し
て
、
心
理
的
に

追
い
込
ま
れ
た
状
態
か
ら
起
こ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
殺
す
る

人
は
特
別
な
人
た
ち
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
現
代
社
会
で
は
、
誰
も
が

こ
こ
ろ
の
健
康
を
損
な
う
可
能
性

が
あ
り
、
決
し
て
他
人
事
で
は
な

く
身
近
な
問
題
で
す
。

　
自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
、
心

理
的
に
孤
立
・
孤
独
だ
と
考
え
が

ち
で
す
。
孤
立
・
孤
独
を
防
ぐ
こ

と
が
自
殺
対
策
の
有
効
な
手
段
に

な
り
ま
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
悩
ん
で
い
る
人
に
気
づ
き
、
声

を
か
け
、
話
を
聞
い
て
、
必
要
な

支
援
に
つ
な
げ
、
見
守
る
意
識
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。

●
相
談
窓
口

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
―
０
６
４
―
５
５
６

月
〜
金
　
午
前
９
時
〜
午
後
10
時

24
時
間
子
供
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
―
０
７
８
―
３
１
０

下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
４
―
82
―
５
４
９
０

　
偶
数
月
の
第
２
金
曜
日
に
心
療
内

科
医
師
に
よ
る
『
こ
こ
ろ
の
相
談
』

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
広
報

で
ご
確
認
の
上
、
お
電
話
で
ご
予
約

く
だ
さ
い
。
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、

随
時
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
平
成
30
年
9
月
1
日
現
在
で
下

仁
田
町
に
住
所
を
有
し
、
平
成
30

年
1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
の
期

間
で
以
下
の
年
齢
に
該
当
す
る
方

へ
敬
老
祝
金
を
支
給
し
、
長
寿
を

お
祝
い
い
た
し
ま
す
。

※
支
給
対
象
の
方
が
入
院
、
入
所

等
の
理
由
で
不
在
の
場
合
は
、
お

手
数
で
す
が
福
祉
保
険
課
包
括
支

援
係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
支
給
年
齢
・
支
給
額
 
 

80
歳
・
85
歳
・
90
歳
・
95
歳

5
、
0
0
0
円
 

1
0
1
歳
以
上

1
0
、
0
0
0
円

お知らせ版お知らせ版

「
療
養
病
棟
の
つ
ど
い
」を

開
催
し
ま
す
。

介
護
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す

9
月
は 

自
殺
対
策
強
化
月
間

（
群
馬
県
）で
す

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
に
ご
協
力
を

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

「
群
馬
県
不
妊
専
門
相
談

セ
ン
タ
ー
」出
張
相
談
の
ご
案
内

救
急
医
療
講
演
会・救
急
実
技

講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

敬
老
祝
金
を
支
給
し
ま
す
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●
支
給
日
 

 

地
区
の
民
生
委
員
を
通
じ
て
、

「
敬
老
の
日
」
を
中
心
に
支
給
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　

福
祉
保
険
課
　
包
括
支
援
係

☎
64
―
8
8
0
4
（
直
通
）

　
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る

が
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
、
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団

な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ
て
い
る
仕

事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
を
言
い
た

い
な
ど
の
相
談
に
行
政
相
談
委
員
が

応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
９
月
４
日
、
10
月
２
日

（
毎
月
第
1
火
曜
日
）
午
前
９
時

〜
午
後
１
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館

３
階
　
相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０
（
総
務
課
直
通
）

　
「
法
の
日
」
を
記
念
し
て
、
群
馬

弁
護
士
会
の
弁
護
士
が
無
料
で
法
律

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
法
律
に
関

係
す
る
ト
ラ
ブ
ル
は
、
意
外
と
身
近

に
あ
る
も
の
で
す
。
ど
ん
な
相
談
で

も
結
構
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
弁
護

士
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
（
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。
）

例
え
ば
、

①
借
金
の
返
済
等
で
お
困
り
の
方

②
相
続
問
題
や
離
婚
等
で
弁
護
士

　
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
ほ
し
い
方

③
交
通
事
故
に
遭
い
、
示
談
交
渉

　
等
で
お
困
り
の
方

④
土
地
の
境
界
で
も
め
て
い
る
方

　
な
ど

　
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予

約
制
で
先
着
12
名
（
相
談
時
間
は

１
名
30
分
以
内
）
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

●
主
催
　
群
馬
弁
護
士
会

●
日
時
　
10
月
１
日
（
月
）

午
後
１
時
〜
４
時
ま
で

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館

３
階
　
相
談
室
他

●
予
約
先
　
総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０
（
総
務
課
直
通
）

　
「
い
じ
め
」
「
児
童
虐
待
」
「
家

庭
内
暴
力
」
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し

の
中
で
起
こ
り
う
る
悩
み
事
の
相
談

に
応
じ
適
切
な
助
言
を
行
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
９
月
20
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
問
い
合
わ
せ

住
民
税
務
課
住
民
係

☎
82
―
２
１
１
２

　
富
岡
税
務
署
で
は
、
事
業
者
の

方
を
対
象
と
し
て
、
消
費
税
の
軽

減
税
率
制
度
に
関
す
る
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
多
く
の
事
業
者
の

方
に
関
係
の
あ
る
制
度
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時

平
成
30
年
９
月
13
日
（
木
）

① 

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

② 

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

●
場
所

富
岡
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階

第
１
会
議
室
（
富
岡
市
七
日
市

4
0
0
―
１
）

●
説
明
の
概
要

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度

（
平
成
31
年
10
月
１
日
消
費
税
率

10
％
の
引
上
と
同
時
に
実
施
）

※
軽
減
対
象
品
目
の
取
扱
い
が
あ

る
消
費
税
の
課
税
事
業
者
の
方
だ

け
で
な
く
、
会
議
費
・
交
際
費
と

し
て
飲
食
料
品
等
を
購
入
す
る
事

業
者
、
消
費
税
の
免
税
事
業
者
の

方
も
、
適
用
税
率
ご
と
の
区
分
・

経
理
な
ど
、
制
度
の
実
施
に
向
け

た
準
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
税
務
署 

法
人
課
税
部
門

担
当
　
中
島

☎
㈹ 

０
２
７
４
―
63
―
２
２
３
５

『
事
例
か
ら
学
ぶ
成
年
後
見
制

度
』
勉
強
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

●
日
時

平
成
30
年
９
月
19
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
場
所

下
仁
田
町
役
場
２
０
１
会
議
室

●
対
象

住
民
の
方
ど
な
た
で
も
可

●
講
師
　
宮
内
康
二
　
氏

（
一
般
社
団
法
人
　
後
見
の
杜
代
表
）

●
内
容

　
成
年
後
見
制
度
利
用
に
つ
い
て

具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
「
不
動
産
を
処
分
し
た
い
が

認
知
症
で
名
義
変
更
が
で
き
な

い
。
知
的
障
害
の
子
供
へ
の
相

続
っ
て
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？
後

見
人
を
つ
け
る
と
費
用
は
い
く
ら

必
要
な
の
か
？
」
様
々
な
心
配
や

疑
問
か
ら
制
度
利
用
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
険
課
　
包
括
支
援
係

☎
64
―
８
８
０
４

●
募
集
テ
ー
マ

①
身
近
な
自
然
環
境
や
生
態
系
等

　
の
保
全
と
活
用
に
向
け
た
実
践

　
活
動
、
研
究
、
提
案
な
ど

②
低
炭
素
（
省
エ
ネ
な
ど
）
・
循

　
環
型
社
会
（
３
Ｒ
な
ど
）
づ
く

　
り
に
向
け
た
身
近
な
実
践
活
動
、

　
提
案
な
ど

●
応
募
資
格

　
群
馬
県
内
の
営
利
を
目
的
と
す

る
事
業
活
動
を
行
わ
な
い
法
人
・

団
体
（
学
校
を
除
く
）
な
ら
び
に

個
人

　
前
回
の
受
賞
か
ら
５
年
を
経
過

し
た
既
受
賞
者
も
応
募
を
可
と

し
、
再
受
賞
で
き
ま
す
。

●
財
団
賞
の
表
彰
内
容

　
表
彰
式
を
開
催
し
、
助
成
金
と

し
て
１
先
20
万
円
（
７
先
以
内
）

を
贈
呈
し
ま
す
。

●
応
募
方
法

　
「
応
募
用
紙
」
に
ご
記
入
の
う

え
、
下
記
宛
に
ご
送
付
く
だ
さ
い
。

　
応
募
用
紙
は
、
当
財
団
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い

た
だ
く
か
、
ま
た
は
下
記
の
事
務
局

に
電
話
に
て
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切

２
０
１
８
年
（
平
成
30
年
）

11
月
30
日
（
金
）

●
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
７
１
―
０
８
４
６

前
橋
市
元
総
社
町
１
７
１
―
１

公
益
財
団
法
人
　
群
馬
銀
行
環
境

財
団
　
事
務
局
　
原
田

☎
０
２
７
―
２
５
５
―
６
１
６
０

℻
０
２
７
―
２
５
１
―
４
３
９
９

　
総
務
省
統
計
局
（
群
馬
県
・
下

仁
田
町
）
で
は
、
10
月
１
日
現
在

で
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を
実
施

し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
住
生
活

に
関
す
る
最
も
基
本
的
で
重
要
な

調
査
で
、
全
国
約
３
７
０
万
世
帯

の
方
々
を
対
象
と
し
た
大
規
模
な

調
査
で
す
。

　
調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方
公

共
団
体
に
お
け
る
「
住
生
活
基
本

計
画
」
の
成
果
指
標
の
設
定
、
耐

震
や
防
災
を
中
心
と
し
た
都
市
計

画
の
策
定
、
空
き
家
対
策
条
例
の

制
定
な
ど
に
幅
広
く
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
調
査
期
間
中
、
統
計
調
査
員
が

調
査
書
類
を
配
布
い
た
し
ま
す
。

調
査
へ
の
回
答
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
又
は
紙
の
調
査
票
で
の
回

答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
に
よ
り
集
め
ら
れ

た
調
査
票
の
記
入
内
容
は
、
「
統

計
法
」
に
よ
っ
て
厳
重
に
保
護
さ

れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
あ
り
の

ま
ま
を
ご
回
答
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

「
知
っ
て
得
す
る
健
康
教
室
第
４
弾
」

●
テ
ー
マ

〜
健
康
は
姿
勢
か
ら
。
自
分
の
姿

勢
を
見
直
し
て
み
よ
う
〜

「
体
力
測
定
や
健
康
講
座
な
ど
健

康
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
せ
ん
か
」

●
日
時
　
10
月
28
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
12
時

●
会
場
　
公
立
富
岡
総
合
病
院
健

診
セ
ン
タ
ー

●
内
容
　
講
座

①
「
健
康
寿
命
」

②
「
体
の
姿
勢
を
保
つ
筋
肉
・
食

事
・
生
活
習
慣
」

③
「
心
の
姿
勢
を
保
つ
ヒ
ン
ト
」

●
体
験

①
体
力
測
定

子
育
て
応
援
教
室
②

わ
く
わ
く
お
や
こ
で
リ
ズ
ム
あ
そ
び

②
椅
子
で
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
・

筋
ト
レ

お
や
つ
バ
イ
キ
ン
グ

健
康
相
談
　
※
希
望
者
の
み
（
保

健
師
・
看
護
師
に
よ
る
相
談
）

●
参
加
費
　
無
料

●
定
員
　
30
名
（
事
前
予
約
制
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

公
立
富
岡
総
合
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー

☎
63
―
２
１
１
１
（
代
）

内
線
２
８
１
０
　
担
当
　
上
田

●
日
時
　
９
月
19
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
会
場
　
下
仁
田
町
保
健
セ
ン

タ
ー
１
階
母
子
保
健
室

●
内
容
　
お
う
ち
で
出
来
る
手
遊

び
・
リ
ズ
ム
あ
そ
び
・
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
・
お
す
す
め
の
絵
本
紹
介 

な
ど

●
講
師
　
N
P
Ｏ
法
人
時
を
つ
む

ぐ
会
ぴ
よ
ぴ
よ
の
会

●
対
象
　
乳
幼
児
の
両
親
、
祖
父
母

●
定
員
　
10
組
程
度

●
費
用
　
無
料

※
参
加
希
望
の
方
は
、
９
月
14
日

（
金
）
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
環
境
課
　
保
健
予
防
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
0
2
7
4
―
82
―
5
4
9
0

行
政
相
談

無
料
法
律
相
談

消
費
税
軽
減
税
率
制
度

説
明
会
の
ご
案
内

人
権
相
談

下
仁
田
町
・
南
牧
村
共
同
開
催

第
22
回
「
群
馬
銀
行
環
境

財
団
賞
」
募
集
の
お
知
ら
せ

SHIMONITA　INFORMATION
お知らせ版お知らせ版

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

平
成
30
年
住
宅
・
土
地
統
計

調
査
を
実
施
し
ま
す

平
成
30
年
度

公
立
富
岡
総
合
病
院
健
診

セ
ン
タ
ー
市
民
公
開
講
座
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●
支
給
日
 

 

地
区
の
民
生
委
員
を
通
じ
て
、

「
敬
老
の
日
」
を
中
心
に
支
給
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　

福
祉
保
険
課
　
包
括
支
援
係

☎
64
―
8
8
0
4
（
直
通
）

　
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る

が
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
、
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団

な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ
て
い
る
仕

事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
を
言
い
た

い
な
ど
の
相
談
に
行
政
相
談
委
員
が

応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
９
月
４
日
、
10
月
２
日

（
毎
月
第
1
火
曜
日
）
午
前
９
時

〜
午
後
１
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館

３
階
　
相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０
（
総
務
課
直
通
）

　
「
法
の
日
」
を
記
念
し
て
、
群
馬

弁
護
士
会
の
弁
護
士
が
無
料
で
法
律

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
法
律
に
関

係
す
る
ト
ラ
ブ
ル
は
、
意
外
と
身
近

に
あ
る
も
の
で
す
。
ど
ん
な
相
談
で

も
結
構
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
弁
護

士
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
（
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。
）

例
え
ば
、

①
借
金
の
返
済
等
で
お
困
り
の
方

②
相
続
問
題
や
離
婚
等
で
弁
護
士

　
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
ほ
し
い
方

③
交
通
事
故
に
遭
い
、
示
談
交
渉

　
等
で
お
困
り
の
方

④
土
地
の
境
界
で
も
め
て
い
る
方

　
な
ど

　
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予

約
制
で
先
着
12
名
（
相
談
時
間
は

１
名
30
分
以
内
）
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

●
主
催
　
群
馬
弁
護
士
会

●
日
時
　
10
月
１
日
（
月
）

午
後
１
時
〜
４
時
ま
で

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館

３
階
　
相
談
室
他

●
予
約
先
　
総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０
（
総
務
課
直
通
）

　
「
い
じ
め
」
「
児
童
虐
待
」
「
家

庭
内
暴
力
」
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し

の
中
で
起
こ
り
う
る
悩
み
事
の
相
談

に
応
じ
適
切
な
助
言
を
行
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
９
月
20
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
問
い
合
わ
せ

住
民
税
務
課
住
民
係

☎
82
―
２
１
１
２

　
富
岡
税
務
署
で
は
、
事
業
者
の

方
を
対
象
と
し
て
、
消
費
税
の
軽

減
税
率
制
度
に
関
す
る
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
多
く
の
事
業
者
の

方
に
関
係
の
あ
る
制
度
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時

平
成
30
年
９
月
13
日
（
木
）

① 

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

② 

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

●
場
所

富
岡
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階

第
１
会
議
室
（
富
岡
市
七
日
市

4
0
0
―
１
）

●
説
明
の
概
要

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度

（
平
成
31
年
10
月
１
日
消
費
税
率

10
％
の
引
上
と
同
時
に
実
施
）

※
軽
減
対
象
品
目
の
取
扱
い
が
あ

る
消
費
税
の
課
税
事
業
者
の
方
だ

け
で
な
く
、
会
議
費
・
交
際
費
と

し
て
飲
食
料
品
等
を
購
入
す
る
事

業
者
、
消
費
税
の
免
税
事
業
者
の

方
も
、
適
用
税
率
ご
と
の
区
分
・

経
理
な
ど
、
制
度
の
実
施
に
向
け

た
準
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
税
務
署 

法
人
課
税
部
門

担
当
　
中
島

☎
㈹ 

０
２
７
４
―
63
―
２
２
３
５

『
事
例
か
ら
学
ぶ
成
年
後
見
制

度
』
勉
強
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

●
日
時

平
成
30
年
９
月
19
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
場
所

下
仁
田
町
役
場
２
０
１
会
議
室

●
対
象

住
民
の
方
ど
な
た
で
も
可

●
講
師
　
宮
内
康
二
　
氏

（
一
般
社
団
法
人
　
後
見
の
杜
代
表
）

●
内
容

　
成
年
後
見
制
度
利
用
に
つ
い
て

具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
「
不
動
産
を
処
分
し
た
い
が

認
知
症
で
名
義
変
更
が
で
き
な

い
。
知
的
障
害
の
子
供
へ
の
相

続
っ
て
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？
後

見
人
を
つ
け
る
と
費
用
は
い
く
ら

必
要
な
の
か
？
」
様
々
な
心
配
や

疑
問
か
ら
制
度
利
用
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
険
課
　
包
括
支
援
係

☎
64
―
８
８
０
４

●
募
集
テ
ー
マ

①
身
近
な
自
然
環
境
や
生
態
系
等

　
の
保
全
と
活
用
に
向
け
た
実
践

　
活
動
、
研
究
、
提
案
な
ど

②
低
炭
素
（
省
エ
ネ
な
ど
）
・
循

　
環
型
社
会
（
３
Ｒ
な
ど
）
づ
く

　
り
に
向
け
た
身
近
な
実
践
活
動
、

　
提
案
な
ど

●
応
募
資
格

　
群
馬
県
内
の
営
利
を
目
的
と
す

る
事
業
活
動
を
行
わ
な
い
法
人
・

団
体
（
学
校
を
除
く
）
な
ら
び
に

個
人

　
前
回
の
受
賞
か
ら
５
年
を
経
過

し
た
既
受
賞
者
も
応
募
を
可
と

し
、
再
受
賞
で
き
ま
す
。

●
財
団
賞
の
表
彰
内
容

　
表
彰
式
を
開
催
し
、
助
成
金
と

し
て
１
先
20
万
円
（
７
先
以
内
）

を
贈
呈
し
ま
す
。

●
応
募
方
法

　
「
応
募
用
紙
」
に
ご
記
入
の
う

え
、
下
記
宛
に
ご
送
付
く
だ
さ
い
。

　
応
募
用
紙
は
、
当
財
団
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い

た
だ
く
か
、
ま
た
は
下
記
の
事
務
局

に
電
話
に
て
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切

２
０
１
８
年
（
平
成
30
年
）

11
月
30
日
（
金
）

●
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
７
１
―
０
８
４
６

前
橋
市
元
総
社
町
１
７
１
―
１

公
益
財
団
法
人
　
群
馬
銀
行
環
境

財
団
　
事
務
局
　
原
田

☎
０
２
７
―
２
５
５
―
６
１
６
０

℻
０
２
７
―
２
５
１
―
４
３
９
９

　
総
務
省
統
計
局
（
群
馬
県
・
下

仁
田
町
）
で
は
、
10
月
１
日
現
在

で
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を
実
施

し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
住
生
活

に
関
す
る
最
も
基
本
的
で
重
要
な

調
査
で
、
全
国
約
３
７
０
万
世
帯

の
方
々
を
対
象
と
し
た
大
規
模
な

調
査
で
す
。

　
調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方
公

共
団
体
に
お
け
る
「
住
生
活
基
本

計
画
」
の
成
果
指
標
の
設
定
、
耐

震
や
防
災
を
中
心
と
し
た
都
市
計

画
の
策
定
、
空
き
家
対
策
条
例
の

制
定
な
ど
に
幅
広
く
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
調
査
期
間
中
、
統
計
調
査
員
が

調
査
書
類
を
配
布
い
た
し
ま
す
。

調
査
へ
の
回
答
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
又
は
紙
の
調
査
票
で
の
回

答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
に
よ
り
集
め
ら
れ

た
調
査
票
の
記
入
内
容
は
、
「
統

計
法
」
に
よ
っ
て
厳
重
に
保
護
さ

れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
あ
り
の

ま
ま
を
ご
回
答
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

「
知
っ
て
得
す
る
健
康
教
室
第
４
弾
」

●
テ
ー
マ

〜
健
康
は
姿
勢
か
ら
。
自
分
の
姿

勢
を
見
直
し
て
み
よ
う
〜

「
体
力
測
定
や
健
康
講
座
な
ど
健

康
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
せ
ん
か
」

●
日
時
　
10
月
28
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
12
時

●
会
場
　
公
立
富
岡
総
合
病
院
健

診
セ
ン
タ
ー

●
内
容
　
講
座

①
「
健
康
寿
命
」

②
「
体
の
姿
勢
を
保
つ
筋
肉
・
食

事
・
生
活
習
慣
」

③
「
心
の
姿
勢
を
保
つ
ヒ
ン
ト
」

●
体
験

①
体
力
測
定

子
育
て
応
援
教
室
②

わ
く
わ
く
お
や
こ
で
リ
ズ
ム
あ
そ
び

②
椅
子
で
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
・

筋
ト
レ

お
や
つ
バ
イ
キ
ン
グ

健
康
相
談
　
※
希
望
者
の
み
（
保

健
師
・
看
護
師
に
よ
る
相
談
）

●
参
加
費
　
無
料

●
定
員
　
30
名
（
事
前
予
約
制
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

公
立
富
岡
総
合
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー

☎
63
―
２
１
１
１
（
代
）

内
線
２
８
１
０
　
担
当
　
上
田

●
日
時
　
９
月
19
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
会
場
　
下
仁
田
町
保
健
セ
ン

タ
ー
１
階
母
子
保
健
室

●
内
容
　
お
う
ち
で
出
来
る
手
遊

び
・
リ
ズ
ム
あ
そ
び
・
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
・
お
す
す
め
の
絵
本
紹
介 

な
ど

●
講
師
　
N
P
Ｏ
法
人
時
を
つ
む

ぐ
会
ぴ
よ
ぴ
よ
の
会

●
対
象
　
乳
幼
児
の
両
親
、
祖
父
母

●
定
員
　
10
組
程
度

●
費
用
　
無
料

※
参
加
希
望
の
方
は
、
９
月
14
日

（
金
）
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
環
境
課
　
保
健
予
防
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
0
2
7
4
―
82
―
5
4
9
0

行
政
相
談

無
料
法
律
相
談

消
費
税
軽
減
税
率
制
度

説
明
会
の
ご
案
内

人
権
相
談

下
仁
田
町
・
南
牧
村
共
同
開
催

第
22
回
「
群
馬
銀
行
環
境

財
団
賞
」
募
集
の
お
知
ら
せ

SHIMONITA　INFORMATION
お知らせ版お知らせ版

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

平
成
30
年
住
宅
・
土
地
統
計

調
査
を
実
施
し
ま
す

平
成
30
年
度

公
立
富
岡
総
合
病
院
健
診

セ
ン
タ
ー
市
民
公
開
講
座
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（
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土

地
売
買
等
届
出
書
）

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を

行
っ
た
場
合
に
は
、
買
主
は
市
町
村

を
経
由
し
て
県
知
事
あ
て
に
届
出
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
届
出
が
必
要
な
面
積

市
街
化
区
域
内
　
２
、
０
０
０
㎡

以
上

市
街
化
区
域
以
外
の
都
市
計
画
区

域
内
　
５
、
０
０
０
㎡
以
上

都
市
計
画
区
域
外
　
１
０
、
０
０

０
㎡
以
上

●
届
出
期
間
　
売
買
契
約
を
締
結

し
た
日
か
ら
起
算
し
て
２
週
間
以
内

●
届
出
先
　
売
買
し
た
土
地
の
所

在
す
る
市
役
所
・
町
村
役
場

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
庁
地
域
政
策
課

（
☎
0
2
7
―
2
2
6
―
2
3
6
6
）

下
仁
田
町
役
場
地
域
創
生
課
地
域
創
生
係

（
☎
0
2
7
4
―
64
―
8
8
0
9
）

　
土
地
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
限

ら
れ
た
貴
重
な
資
源
で
あ
り
、
日

常
生
活
や
経
済
活
動
に
欠
か
せ
な

い
基
盤
で
す
。
そ
こ
で
、
皆
さ
ん

に
土
地
に
つ
い
て
の
関
心
を
高

め
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う

と
「
土
地
月
間
」
が
定
め
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
ち
な
み
、
県
・

（
公
社
）
群
馬
県
不
動
産
鑑
定
士

協
会
で
は
、
県
内
10
会
場
で
土
地

価
格
な
ど
の
無
料
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、
お
気
軽

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
10
月
４
日
（
木
）

10
時
〜
15
時

●
会
場

◯
前
橋
会
場

前
橋
市
役
所
（
前
橋
市
大
手
町
）

◯
高
崎
会
場

高
崎
市
役
所
（
高
崎
市
高
松
町
）

◯
桐
生
会
場

桐
生
市
役
所
（
桐
生
市
織
姫
町
）

◯
伊
勢
崎
会
場

伊
勢
崎
市
役
所
（
伊
勢
崎
市
今
泉
町
）

◯
太
田
会
場

太
田
市
役
所
（
太
田
市
浜
町
）

◯
沼
田
会
場

沼
田
市
役
所
（
沼
田
市
西
倉
内
町
）

◯
館
林
会
場

館
林
市
役
所
（
館
林
市
城
町
）

◯
渋
川
会
場

渋
川
市
役
所
本
庁
舎
（
渋
川
市
石
原
）

◯
藤
岡
会
場

藤
岡
市
役
所
（
藤
岡
市
中
栗
須
）

◯
富
岡
会
場

富
岡
市
役
所
（
富
岡
市
富
岡
）

●
内
容

　
不
動
産
鑑
定
士
が
、
土
地
・
建

物
価
格
や
地
代
、
家
賃
な
ど
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
庁
地
域
政
策
課

（
☎
0
2
7
―
2
2
6
―
2
3
6
6
）

（
公
社
）
群
馬
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

（
☎
0
2
7
―
2
4
3
―
3
0
7
7
）

◎
試
験

●
日
時

11
月
18
日
（
日
）
甲
種
、
乙
種
、

丙
種
、
午
前
９
時
か
ら

●
会
場
　
　
高
崎
工
業
高
校
ほ
か

◎
書
面
申
請

●
受
付
期
間

９
月
25
日
（
火
）
〜
10
月
５
日
（
金
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

●
受
付
時
間
　
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分

●
受
付
場
所
　
広
域
消
防
本
部
ま

た
は
下
仁
田
消
防
署

◎
電
子
申
請

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
）

●
受
付
期
間
　
9
月
22
日
（
土
）

〜
10
月
2
日
（
火
）
で
受
付
期
間

中
は
24
時
間
対
応
。

詳
し
く
は
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
準
備
講
習
会

●
日
時
　
10
月
25
日
（
木
）

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時

●
会
場

広
域
消
防
本
部
3
階
会
議
室

●
受
付
期
間

９
月
25
日
（
火
）
〜
10
月
5
日

（
金
）
※
土
・
日
曜
日
を
除
く

●
受
付
時
間
　
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分

●
受
付
場
所
　
広
域
消
防
本
部
ま

た
は
下
仁
田
消
防
署

●
受
講
料
　
9
、
0
0
0
円

（
テ
キ
ス
ト
、
例
題
集
代
含
む
）

　
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
広
域

消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係
（
☎

0
2
7
4
―
62
―
4
3
0
6
）
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
群
馬
県
で
は
、
土
砂
災
害
か
ら
県

民
の
生
命
を
守
る
た
め
、
「
土
砂
災

害
防
止
法
」
に
基
づ
き
、
土
砂
災
害

の
お
そ
れ
の
あ
る
区
域
に
つ
い
て
危

険
の
周
知
、
警
戒
避
難
態
勢
の
整

備
、
住
宅
等
の
新
規
立
地
の
抑
制
、

既
存
住
宅
の
移
転
促
進
等
ソ
フ
ト
対

策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
土
砂
災
害
防
止
法
で
は
、
土
砂
災

害
の
お
そ
れ
の
あ
る
区
域
を
「
土
砂

災
害
警
戒
区
域
（
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー

ン
）
と
呼
び
ま
す
。
そ
の
中
で
の
家

屋
を
破
壊
し
、
人
命
に
危
険
の
お
そ

れ
の
あ
る
区
域
を
「
土
砂
災
害
特
別

区
域
（
レ
ッ
ト
ゾ
ー
ン
）
」
と
呼
ん

で
区
別
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
警
戒
区
域
は
、
群
馬
県

が
砂
防
基
礎
調
査
を
実
施
し
た
後
、

各
市
町
村
長
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

県
知
事
が
指
定
し
、
県
民
の
皆
様
に

公
示
し
て
い
ま
す
。

　
下
仁
田
町
に
は
土
砂
災
害
警
戒

区
域
が
５
６
８
箇
所
、
特
別
警
戒

区
域
が
４
９
９
箇
所
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
指
定
箇
所
は
、
現
地
の

自
然
条
件
や
社
会
条
件
が
変
化
す
る

こ
と
を
考
慮
し
て
概
ね
５
年
毎
に
見

直
し
を
行
っ
て
お
り
、
今
回
、
下
仁

田
町
内
の
指
定
箇
所
に
つ
い
て
見
直

し
を
行
い
ま
す
。

　
指
定
箇
所
の
詳
細
は
、
パ
ソ
コ

ン
、
携
帯
電
話
及
び
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
マ
ッ

ピ
ン
グ
ぐ
ん
ま
」
に
て
確
認
で
き
ま

す
。
ま
た
、
下
仁
田
町
総
務
課
地
域

安
全
係
及
び
群
馬
県
富
岡
土
木
事
務

所
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
富
岡
土
木
事
務
所

☎
０
２
７
４
―
63
―
２
２
５
５

　
犬
・
猫
の
フ
ン
・
尿
の
苦
情
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
動
物
は
自
分
で
は
片
づ
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
飼
い
主
以
外
の

人
は
片
づ
け
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。

　
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て
片
付

け
ま
し
ょ
う
。

　
ペ
ッ
ト
は
「
飼
う
」
か
ら
「
共
に

暮
ら
す
」
意
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　
犬
の
放
し
飼
い
禁
止
、
室
内
犬
で

も
登
録
・
予
防
注
射
は
飼
い
主
の
義

務
。
飼
い
主
の
い
な
い
猫
へ
の
無
責

任
な
エ
サ
や
り
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
町
で
は
、
猫
の
フ
ン
尿
被
害
、

病
気
や
交
通
事
故
の
防
止
対
策
と

し
て
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
削

減
を
図
る
た
め
、
猫
の
飼
い
主
に

対
し
て
、
不
妊
・
去
勢
手
術
に
要

し
た
費
用
の
一
部
補
助
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

●
補
助
要
綱

１
　
補
助
金
額

不
妊
手
術
（
メ
ス
）

１
頭
に
つ
き
５
、
０
０
０
円

去
勢
手
術
（
オ
ス
）

１
頭
に
つ
き
３
、
０
０
０
円

２
　
補
助
対
象
者 

①
飼
い
主
が
町
内
に
住
所
を
有

し
、
か
つ
居
住
し
て
い
る
こ
と
。

②
販
売
目
的
で
な
い
こ
と
。

③
獣
医
師
会
会
員
で
あ
る
開
業
獣

医
師
が
行
う
不
妊
又
は
去
勢
手
術
。

④
手
術
を
受
け
た
日
か
ら
２
か
月

以
内
に
交
付
申
請
す
る
こ
と
。

⑤
猫
の
飼
要
者
及
び
世
帯
全
員
に

町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

※
申
請
手
続
き
等
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
環
境
課
環
境
係

（
下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
5
4
9
0

　
９
月
18
日
（
火
）
か
ら
小
中
学

校
の
登
下
校
に
合
わ
せ
、
各
路
線

下
り
便
の
午
後
５
時
以
降
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
運
行
時
間
（
平
日
）

が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
時
刻
表

を
よ
く
ご
覧
の
上
ご
乗
車
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
児
童
生
徒
が
優
先

と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
変
更
期
間
　
秋
冬
期

９
月
18
日
（
火
）
〜
10
月
15
日
（
月
）

●
問
い
合
わ
せ

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス
　
教
育
課

学
校
教
育
係
　
☎
82
―
２
１
１
５

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
時
刻
の

変
更
の
お
知
ら
せ

平
成
３０
年
７
月
豪
雨
災
害

義
援
金
受
付
中
で
す

○
し
も
に
た
バ
ス

地
域
創
生
課
地
域
創
生
係

☎
64
―
８
８
０
９

○
運
転
管
理
　

上
信
ハ
イ
ヤ
ー
株
式
会
社
下
仁
田

営
業
所
　
☎
82
―
２
４
２
９

バ
ス
事
務
所
　
☎
82
―
５
０
３
８

　　
町
で
は
義
援
金
の
受
付
を
し
て

い
ま
す
。
集
ま
っ
た
義
援
金
は
日

本
赤
十
字
社
等
を
通
じ
て
被
災
者

の
方
々
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
町
民
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
役
場
の
み
土
・
日
曜
日

も
平
日
と
同
じ
時
間
で
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。

（
保
健
セ
ン
タ
ー
は
平
日
の
み
）

●
受
付
場
所
　
役
場
会
計
課
・
保

健
セ
ン
タ
ー

●
受
付
期
間

役
場
：
平
成
30
年
12
月
31
日

（
月
）
ま
で

保
健
セ
ン
タ
ー
：
平
成
30
年
12
月

28
日
（
金
）
ま
で

●
受
付
時
間
　
午
前
8
時
30
分
か

ら
午
後
5
時
15
分
ま
で

※
町
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
も
ご
案
内

し
て
お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
会
計
課

役
場
内
線
4
0
0
・
4
0
1

（
http://w

w
w
.shoubo-shiken.or.jp）

10
月
は
土
地
月
間
で
す
〜

大
規
模
な
土
地
取
引
に
は

届
出
が
必
要
で
す

危
険
物
取
扱
者
試
験
及
び

準
備
講
習
会

土
砂
災
害
警
戒
区
域
・

特
別
警
戒
区
域
の

見
直
し
を
行
い
ま
す

SHIMONITA　INFORMATION
お知らせ版お知らせ版

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

犬
・
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は

正
し
い
飼
育
を
!

猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
費
用
の

一
部
補
助
に
つ
い
て

〜
10
会
場
で
土
地
価
格
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
無
料
相
談
会
を
開
催
〜
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（
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土

地
売
買
等
届
出
書
）

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を

行
っ
た
場
合
に
は
、
買
主
は
市
町
村

を
経
由
し
て
県
知
事
あ
て
に
届
出
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
届
出
が
必
要
な
面
積

市
街
化
区
域
内
　
２
、
０
０
０
㎡

以
上

市
街
化
区
域
以
外
の
都
市
計
画
区

域
内
　
５
、
０
０
０
㎡
以
上

都
市
計
画
区
域
外
　
１
０
、
０
０

０
㎡
以
上

●
届
出
期
間
　
売
買
契
約
を
締
結

し
た
日
か
ら
起
算
し
て
２
週
間
以
内

●
届
出
先
　
売
買
し
た
土
地
の
所

在
す
る
市
役
所
・
町
村
役
場

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
庁
地
域
政
策
課

（
☎
0
2
7
―
2
2
6
―
2
3
6
6
）

下
仁
田
町
役
場
地
域
創
生
課
地
域
創
生
係

（
☎
0
2
7
4
―
64
―
8
8
0
9
）

　
土
地
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
限

ら
れ
た
貴
重
な
資
源
で
あ
り
、
日

常
生
活
や
経
済
活
動
に
欠
か
せ
な

い
基
盤
で
す
。
そ
こ
で
、
皆
さ
ん

に
土
地
に
つ
い
て
の
関
心
を
高

め
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う

と
「
土
地
月
間
」
が
定
め
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
ち
な
み
、
県
・

（
公
社
）
群
馬
県
不
動
産
鑑
定
士

協
会
で
は
、
県
内
10
会
場
で
土
地

価
格
な
ど
の
無
料
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、
お
気
軽

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
10
月
４
日
（
木
）

10
時
〜
15
時

●
会
場

◯
前
橋
会
場

前
橋
市
役
所
（
前
橋
市
大
手
町
）

◯
高
崎
会
場

高
崎
市
役
所
（
高
崎
市
高
松
町
）

◯
桐
生
会
場

桐
生
市
役
所
（
桐
生
市
織
姫
町
）

◯
伊
勢
崎
会
場

伊
勢
崎
市
役
所
（
伊
勢
崎
市
今
泉
町
）

◯
太
田
会
場

太
田
市
役
所
（
太
田
市
浜
町
）

◯
沼
田
会
場

沼
田
市
役
所
（
沼
田
市
西
倉
内
町
）

◯
館
林
会
場

館
林
市
役
所
（
館
林
市
城
町
）

◯
渋
川
会
場

渋
川
市
役
所
本
庁
舎
（
渋
川
市
石
原
）

◯
藤
岡
会
場

藤
岡
市
役
所
（
藤
岡
市
中
栗
須
）

◯
富
岡
会
場

富
岡
市
役
所
（
富
岡
市
富
岡
）

●
内
容

　
不
動
産
鑑
定
士
が
、
土
地
・
建

物
価
格
や
地
代
、
家
賃
な
ど
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
庁
地
域
政
策
課

（
☎
0
2
7
―
2
2
6
―
2
3
6
6
）

（
公
社
）
群
馬
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

（
☎
0
2
7
―
2
4
3
―
3
0
7
7
）

◎
試
験

●
日
時

11
月
18
日
（
日
）
甲
種
、
乙
種
、

丙
種
、
午
前
９
時
か
ら

●
会
場
　
　
高
崎
工
業
高
校
ほ
か

◎
書
面
申
請

●
受
付
期
間

９
月
25
日
（
火
）
〜
10
月
５
日
（
金
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

●
受
付
時
間
　
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分

●
受
付
場
所
　
広
域
消
防
本
部
ま

た
は
下
仁
田
消
防
署

◎
電
子
申
請

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
）

●
受
付
期
間
　
9
月
22
日
（
土
）

〜
10
月
2
日
（
火
）
で
受
付
期
間

中
は
24
時
間
対
応
。

詳
し
く
は
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
準
備
講
習
会

●
日
時
　
10
月
25
日
（
木
）

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時

●
会
場

広
域
消
防
本
部
3
階
会
議
室

●
受
付
期
間

９
月
25
日
（
火
）
〜
10
月
5
日

（
金
）
※
土
・
日
曜
日
を
除
く

●
受
付
時
間
　
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分

●
受
付
場
所
　
広
域
消
防
本
部
ま

た
は
下
仁
田
消
防
署

●
受
講
料
　
9
、
0
0
0
円

（
テ
キ
ス
ト
、
例
題
集
代
含
む
）

　
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
広
域

消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係
（
☎

0
2
7
4
―
62
―
4
3
0
6
）
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
群
馬
県
で
は
、
土
砂
災
害
か
ら
県

民
の
生
命
を
守
る
た
め
、
「
土
砂
災

害
防
止
法
」
に
基
づ
き
、
土
砂
災
害

の
お
そ
れ
の
あ
る
区
域
に
つ
い
て
危

険
の
周
知
、
警
戒
避
難
態
勢
の
整

備
、
住
宅
等
の
新
規
立
地
の
抑
制
、

既
存
住
宅
の
移
転
促
進
等
ソ
フ
ト
対

策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
土
砂
災
害
防
止
法
で
は
、
土
砂
災

害
の
お
そ
れ
の
あ
る
区
域
を
「
土
砂

災
害
警
戒
区
域
（
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー

ン
）
と
呼
び
ま
す
。
そ
の
中
で
の
家

屋
を
破
壊
し
、
人
命
に
危
険
の
お
そ

れ
の
あ
る
区
域
を
「
土
砂
災
害
特
別

区
域
（
レ
ッ
ト
ゾ
ー
ン
）
」
と
呼
ん

で
区
別
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
警
戒
区
域
は
、
群
馬
県

が
砂
防
基
礎
調
査
を
実
施
し
た
後
、

各
市
町
村
長
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

県
知
事
が
指
定
し
、
県
民
の
皆
様
に

公
示
し
て
い
ま
す
。

　
下
仁
田
町
に
は
土
砂
災
害
警
戒

区
域
が
５
６
８
箇
所
、
特
別
警
戒

区
域
が
４
９
９
箇
所
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
指
定
箇
所
は
、
現
地
の

自
然
条
件
や
社
会
条
件
が
変
化
す
る

こ
と
を
考
慮
し
て
概
ね
５
年
毎
に
見

直
し
を
行
っ
て
お
り
、
今
回
、
下
仁

田
町
内
の
指
定
箇
所
に
つ
い
て
見
直

し
を
行
い
ま
す
。

　
指
定
箇
所
の
詳
細
は
、
パ
ソ
コ

ン
、
携
帯
電
話
及
び
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
マ
ッ

ピ
ン
グ
ぐ
ん
ま
」
に
て
確
認
で
き
ま

す
。
ま
た
、
下
仁
田
町
総
務
課
地
域

安
全
係
及
び
群
馬
県
富
岡
土
木
事
務

所
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
富
岡
土
木
事
務
所

☎
０
２
７
４
―
63
―
２
２
５
５

　
犬
・
猫
の
フ
ン
・
尿
の
苦
情
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
動
物
は
自
分
で
は
片
づ
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
飼
い
主
以
外
の

人
は
片
づ
け
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。

　
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て
片
付

け
ま
し
ょ
う
。

　
ペ
ッ
ト
は
「
飼
う
」
か
ら
「
共
に

暮
ら
す
」
意
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　
犬
の
放
し
飼
い
禁
止
、
室
内
犬
で

も
登
録
・
予
防
注
射
は
飼
い
主
の
義

務
。
飼
い
主
の
い
な
い
猫
へ
の
無
責

任
な
エ
サ
や
り
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
町
で
は
、
猫
の
フ
ン
尿
被
害
、

病
気
や
交
通
事
故
の
防
止
対
策
と

し
て
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
削

減
を
図
る
た
め
、
猫
の
飼
い
主
に

対
し
て
、
不
妊
・
去
勢
手
術
に
要

し
た
費
用
の
一
部
補
助
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

●
補
助
要
綱

１
　
補
助
金
額

不
妊
手
術
（
メ
ス
）

１
頭
に
つ
き
５
、
０
０
０
円

去
勢
手
術
（
オ
ス
）

１
頭
に
つ
き
３
、
０
０
０
円

２
　
補
助
対
象
者 

①
飼
い
主
が
町
内
に
住
所
を
有

し
、
か
つ
居
住
し
て
い
る
こ
と
。

②
販
売
目
的
で
な
い
こ
と
。

③
獣
医
師
会
会
員
で
あ
る
開
業
獣

医
師
が
行
う
不
妊
又
は
去
勢
手
術
。

④
手
術
を
受
け
た
日
か
ら
２
か
月

以
内
に
交
付
申
請
す
る
こ
と
。

⑤
猫
の
飼
要
者
及
び
世
帯
全
員
に

町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

※
申
請
手
続
き
等
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
環
境
課
環
境
係

（
下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
5
4
9
0

　
９
月
18
日
（
火
）
か
ら
小
中
学

校
の
登
下
校
に
合
わ
せ
、
各
路
線

下
り
便
の
午
後
５
時
以
降
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
運
行
時
間
（
平
日
）

が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
時
刻
表

を
よ
く
ご
覧
の
上
ご
乗
車
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
児
童
生
徒
が
優
先

と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
変
更
期
間
　
秋
冬
期

９
月
18
日
（
火
）
〜
10
月
15
日
（
月
）

●
問
い
合
わ
せ

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス
　
教
育
課

学
校
教
育
係
　
☎
82
―
２
１
１
５

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
時
刻
の

変
更
の
お
知
ら
せ

平
成
３０
年
７
月
豪
雨
災
害

義
援
金
受
付
中
で
す

○
し
も
に
た
バ
ス

地
域
創
生
課
地
域
創
生
係

☎
64
―
８
８
０
９

○
運
転
管
理
　

上
信
ハ
イ
ヤ
ー
株
式
会
社
下
仁
田

営
業
所
　
☎
82
―
２
４
２
９

バ
ス
事
務
所
　
☎
82
―
５
０
３
８

　　
町
で
は
義
援
金
の
受
付
を
し
て

い
ま
す
。
集
ま
っ
た
義
援
金
は
日

本
赤
十
字
社
等
を
通
じ
て
被
災
者

の
方
々
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
町
民
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
役
場
の
み
土
・
日
曜
日

も
平
日
と
同
じ
時
間
で
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。

（
保
健
セ
ン
タ
ー
は
平
日
の
み
）

●
受
付
場
所
　
役
場
会
計
課
・
保

健
セ
ン
タ
ー

●
受
付
期
間

役
場
：
平
成
30
年
12
月
31
日

（
月
）
ま
で

保
健
セ
ン
タ
ー
：
平
成
30
年
12
月

28
日
（
金
）
ま
で

●
受
付
時
間
　
午
前
8
時
30
分
か

ら
午
後
5
時
15
分
ま
で

※
町
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
も
ご
案
内

し
て
お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
会
計
課

役
場
内
線
4
0
0
・
4
0
1

（
http://w

w
w
.shoubo-shiken.or.jp）

10
月
は
土
地
月
間
で
す
〜

大
規
模
な
土
地
取
引
に
は

届
出
が
必
要
で
す

危
険
物
取
扱
者
試
験
及
び

準
備
講
習
会

土
砂
災
害
警
戒
区
域
・

特
別
警
戒
区
域
の

見
直
し
を
行
い
ま
す

SHIMONITA　INFORMATION
お知らせ版お知らせ版

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

犬
・
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は

正
し
い
飼
育
を
!

猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
費
用
の

一
部
補
助
に
つ
い
て

〜
10
会
場
で
土
地
価
格
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
無
料
相
談
会
を
開
催
〜
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高
齢
者
や
障
が
い
者
等
で
日
常
的

に
起
こ
り
得
る
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
や
財

産
管
理
、
不
動
産
、
相
続
の
身
近
な

悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
ち
ょ
っ
と

し
た
成
年
後
見
制
度
の
疑
問
に
も
お

答
え
し
ま
す
。

　
す
で
に
、
係
争
中
の
案
件
に
つ
い

て
の
ご
相
談
に
は
対
応
で
き
ま
せ

ん
。
個
人
情
報
等
ご
相
談
い
た
だ
い

た
内
容
は
適
正
に
管
理
し
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間
　
月
〜
金
曜
日

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
険
課
　
包
括
支
援
係

☎
64
―
8
8
0
4

　
平
成
29
年
に
各
世
帯
等
に
配
布
し

ま
し
た
「
防
災
マ
ッ
プ
」
は
、
土
砂

災
害
等
に
遭
わ
な
い
よ
う
安
全
に
避

難
す
る
た
め
の
重
要
な
資
料
で
す
。

　
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
各
家
庭
や
事
業
所
等
で
再
確
認

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
「
防
災
マ
ッ
プ
」
を
お
持

ち
で
な
い
場
合
に
は
、
役
場
総
務
課

で
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
防
災
マ
ッ
プ
記
載
事
項

　
①
土
砂
災
害
警
戒
区
域

　
②
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

　
③
地
す
べ
り
区
域
等

　
④
情
報
伝
達
方
法

　
⑤
避
難
場
所
　
他

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
地
域
安
全
係

☎
82
―
２
１
１
０
（
直
通
）

　
生
活
習
慣
病
と
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
を
目
的
に
、

食
生
活
改
善
推
進
員
さ
ん
が
楽
し

い
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
９
月
27
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

●
会
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
２
階

栄
養
学
習
室

●
対
象
者
　
男
女
問
わ
ず
、
ど
な
た

で
も
ど
う
ぞ

●
内
容
　
調
理
実
習

「
乳
製
品
を
取
り
入
れ
た
簡
単
料
理
」

食
生
活
改
善
推
進
員
か
ら
の
わ
か

り
や
す
い
講
話

●
実
施
者
　
下
仁
田
町
食
生
活
改

善
推
進
員
が
お
手
伝
い
し
ま
す

●
費
用

調
理
実
習
材
料
代
　
５
０
０
円

●
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
タ
オ

ル
、
材
料
代

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

保
健
環
境
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

保
健
推
進
係
ま
で

☎
82
―
５
４
９
０

　
農
業
の
発
展
と
下
仁
田
ね
ぎ
の

ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
を
図
る
た

め
、
下
仁
田
ね
ぎ
祭
り
2
0
1
8

を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日
　
11
月
23
日
（
金
・
祝
）

●
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
3
時
30
分

●
会
場
　
こ
ん
に
ゃ
く
手
作
り
体

験
道
場
前
広
場
・
仲
町
通
り

●
出
店
料
　
町
内
の
方
は
無
料

（
電
気
・
ガ
ス
は
有
料
）

※
会
場
内
で
出
店
す
る
際
に
は
、

必
ず
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
仲
町
通
り
沿
線
で
の

出
店
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み

下
仁
田
ね
ぎ
祭
り
実
行
委
員
会

（
農
林
課
内
）
☎
64
―
８
８
０
６

　
青
倉
「
金
剛
の
萱
」
へ
の
町
民
ハ
イ

キ
ン
グ
を
下
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

友
達
・
家
族
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
期
日
　
10
月
21
日
（
日
）

●
集
合
場
所
　
自
然
史
館
駐
車
場

●
集
合
時
間
　
午
前
９
時
　
　

●
募
集
人
数
　
40
人

●
コ
ー
ス
　
自
然
史
館
↓
沢
入
林

道
↓
金
剛
の
萱
山
頂

●
持
ち
物

バ
ス
代
金
・
雨
具
・
軍
手
・
タ
オ

ル
・
飲
料
水
・
弁
当
・
保
険
証
・
ビ

ニ
ー
ル
袋
等
（
※
ス
カ
ー
ト
・
革
靴

で
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

町
体
育
協
会
山
岳
部
長
　
荒
木
宅
　

☎
82
―
５
８
８
３

　
認
知
症
に
関
心
の
あ
る
人
、
日
頃

か
ら
高
齢
者
ケ
ア
に
従
事
し
て
い
る

皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
さ
ま

に
、
認
知
症
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て

頂
き
、
関
心
を
深
め
て
頂
く
為
に
開

催
致
し
ま
す
。

●
日
時
　
9
月
16
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
30
分

（
午
前
9
時
30
分 

開
場
）

●
会
場

富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者

認
知
症
に
関
心
の
あ
る
す
べ
て
の
人

●
テ
ー
マ
　
「
地
域
で
支
え
て
〝

認
知
症
〞
を
〝
認
知
笑
〞
へ
」

●
参
加
費
　
無
料

●
内
容

◯
午
前
の
部

・
ミ
ニ
講
座
+
劇

「
こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
？
認
知
症
」

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
認
知
症
の
人
を
『
介
護
す
る
』
と
い
う
こ
と

〜
苦
労
も
涙
も
笑
顔
で
語
れ
る
よ
う
に
『
ど
う

臨
む
？
』
『
ど
う
支
え
る
？
』
〜
」
な
ど

◯
午
後
の
部

・
落
語
一
席

「
笑
い
飛
ば
そ
う
、
も
の
忘
れ
」

・
劇
　

「
黄
門
様
が
認
知
症
に
な
っ
た
ら
？

p
a
r
t 

2
」
な
ど

※
そ
の
他
、
認
知
症
カ
フ
ェ
、
認
知

症
予
防
体
操
（
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
）
、

介
護
食
品
試
食
、
福
祉
機
器
の
展

示
、
認
知
症
個
別
相
談
、
薬
に
つ
い

て
の
相
談
、
各
種
ミ
ニ
講
座
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
西
毛
病
院
認
知

症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

（
☎
63
―
8
1
2
0
）

●
所
在
地
　
下
仁
田
町
大
字
下
小

坂
８
６
０
番
地
１
（
旧
下
仁
田
町

学
校
給
食
共
同
調
理
場
）

●
面
積
　
２
，
１
６
２
㎡

●
最
低
売
却
価
格
　
１
，
４
０
０
万
円

※
た
だ
し
、
土
地
及
び
建
物
は
現
状

の
ま
ま
の
売
却
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
期
限
　
９
月
６
日
（
木
）
ま
で

入
札
に
必
要
な
書
類
を
配
付
し
ま
す
。

●
入
札
日
　
９
月
10
日
（
月
）

午
前
９
時

●
入
札
場
所
　
下
仁
田
町
役
場
２

階
２
０
２
会
議
室

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
7
4
―
82
―
2
5
4
2

　
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、

臨
時
事
務
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
業
務
内
容
　
学
校
給
食
に
関
す
る

事
務
補
助
及
び
セ
ン
タ
ー
内
の
雑
務

●
募
集
人
員
　
１
名

●
採
用
期
日
　
平
成
30
年
10
月
か

ら
平
成
31
年
３
月
ま
で

●
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
15
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
ま
で
の
実
労
７
時
間
45
分

●
賃
金
等
　
町
臨
時
的
任
用
職
員

賃
金
支
給
要
領
に
よ
る

●
申
込
期
限
　
９
月
14
日
（
金
）

●
申
込
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
（
写
真
添
付
）
の

上
、
土
曜
、
日
曜
、
祝
祭
日
を
除
く

午
前
８
時
15
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

の
間
に
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
下

仁
田
町
大
字
下
仁
田
52
番
地
１
）
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い

●
面
接
日
　
別
途
連
絡
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
7
4
―
82
―
2
5
4
2

9月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

9/20（金）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。 動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

１０：００～１１：３０

妊婦さん～未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児とあそぼう・園庭開放

こども園ホール 保育園ホール

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付ています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉保険課福祉係　６４－８８０３（直通）

9/11（火）

親
子
の

集
い
の
広
場

富
岡
甘
楽
地
域
後
見
ほ
っ
と

ラ
イ
ン

☎
0
1
2
0
―
5
5
6
―
8
8
4

下
仁
田
町
防
災
マッ
プ
の

再
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

町
有
地
売
却
の
お
知
ら
せ

臨
時
職
員
募
集

下
仁
田
町
食
生
活
改
善
推
進
員

（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）に
よ
る

「
乳
製
品
料
理
講
習
会
」

受
講
者
募
集
！

下
仁
田
ね
ぎ
祭
り
に
つ
い
て

認
知
症
フ
ェス
タ 

2
0
1
8

秋
の
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ

（
歩
け
歩
け
）

SHIMONITA　INFORMATION
お知らせ版お知らせ版

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433
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高
齢
者
や
障
が
い
者
等
で
日
常
的

に
起
こ
り
得
る
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
や
財

産
管
理
、
不
動
産
、
相
続
の
身
近
な

悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
ち
ょ
っ
と

し
た
成
年
後
見
制
度
の
疑
問
に
も
お

答
え
し
ま
す
。

　
す
で
に
、
係
争
中
の
案
件
に
つ
い

て
の
ご
相
談
に
は
対
応
で
き
ま
せ

ん
。
個
人
情
報
等
ご
相
談
い
た
だ
い

た
内
容
は
適
正
に
管
理
し
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間
　
月
〜
金
曜
日

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
険
課
　
包
括
支
援
係

☎
64
―
8
8
0
4

　
平
成
29
年
に
各
世
帯
等
に
配
布
し

ま
し
た
「
防
災
マ
ッ
プ
」
は
、
土
砂

災
害
等
に
遭
わ
な
い
よ
う
安
全
に
避

難
す
る
た
め
の
重
要
な
資
料
で
す
。

　
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
各
家
庭
や
事
業
所
等
で
再
確
認

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
「
防
災
マ
ッ
プ
」
を
お
持

ち
で
な
い
場
合
に
は
、
役
場
総
務
課

で
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
防
災
マ
ッ
プ
記
載
事
項

　
①
土
砂
災
害
警
戒
区
域

　
②
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

　
③
地
す
べ
り
区
域
等

　
④
情
報
伝
達
方
法

　
⑤
避
難
場
所
　
他

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
地
域
安
全
係

☎
82
―
２
１
１
０
（
直
通
）

　
生
活
習
慣
病
と
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
を
目
的
に
、

食
生
活
改
善
推
進
員
さ
ん
が
楽
し

い
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
９
月
27
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

●
会
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
２
階

栄
養
学
習
室

●
対
象
者
　
男
女
問
わ
ず
、
ど
な
た

で
も
ど
う
ぞ

●
内
容
　
調
理
実
習

「
乳
製
品
を
取
り
入
れ
た
簡
単
料
理
」

食
生
活
改
善
推
進
員
か
ら
の
わ
か

り
や
す
い
講
話

●
実
施
者
　
下
仁
田
町
食
生
活
改

善
推
進
員
が
お
手
伝
い
し
ま
す

●
費
用

調
理
実
習
材
料
代
　
５
０
０
円

●
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
タ
オ

ル
、
材
料
代

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

保
健
環
境
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

保
健
推
進
係
ま
で

☎
82
―
５
４
９
０

　
農
業
の
発
展
と
下
仁
田
ね
ぎ
の

ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
を
図
る
た

め
、
下
仁
田
ね
ぎ
祭
り
2
0
1
8

を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日
　
11
月
23
日
（
金
・
祝
）

●
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
3
時
30
分

●
会
場
　
こ
ん
に
ゃ
く
手
作
り
体

験
道
場
前
広
場
・
仲
町
通
り

●
出
店
料
　
町
内
の
方
は
無
料

（
電
気
・
ガ
ス
は
有
料
）

※
会
場
内
で
出
店
す
る
際
に
は
、

必
ず
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
仲
町
通
り
沿
線
で
の

出
店
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み

下
仁
田
ね
ぎ
祭
り
実
行
委
員
会

（
農
林
課
内
）
☎
64
―
８
８
０
６

　
青
倉
「
金
剛
の
萱
」
へ
の
町
民
ハ
イ

キ
ン
グ
を
下
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

友
達
・
家
族
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
期
日
　
10
月
21
日
（
日
）

●
集
合
場
所
　
自
然
史
館
駐
車
場

●
集
合
時
間
　
午
前
９
時
　
　

●
募
集
人
数
　
40
人

●
コ
ー
ス
　
自
然
史
館
↓
沢
入
林

道
↓
金
剛
の
萱
山
頂

●
持
ち
物

バ
ス
代
金
・
雨
具
・
軍
手
・
タ
オ

ル
・
飲
料
水
・
弁
当
・
保
険
証
・
ビ

ニ
ー
ル
袋
等
（
※
ス
カ
ー
ト
・
革
靴

で
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

町
体
育
協
会
山
岳
部
長
　
荒
木
宅
　

☎
82
―
５
８
８
３

　
認
知
症
に
関
心
の
あ
る
人
、
日
頃

か
ら
高
齢
者
ケ
ア
に
従
事
し
て
い
る

皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
さ
ま

に
、
認
知
症
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て

頂
き
、
関
心
を
深
め
て
頂
く
為
に
開

催
致
し
ま
す
。

●
日
時
　
9
月
16
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
30
分

（
午
前
9
時
30
分 

開
場
）

●
会
場

富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者

認
知
症
に
関
心
の
あ
る
す
べ
て
の
人

●
テ
ー
マ
　
「
地
域
で
支
え
て
〝

認
知
症
〞
を
〝
認
知
笑
〞
へ
」

●
参
加
費
　
無
料

●
内
容

◯
午
前
の
部

・
ミ
ニ
講
座
+
劇

「
こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
？
認
知
症
」

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
認
知
症
の
人
を
『
介
護
す
る
』
と
い
う
こ
と

〜
苦
労
も
涙
も
笑
顔
で
語
れ
る
よ
う
に
『
ど
う

臨
む
？
』
『
ど
う
支
え
る
？
』
〜
」
な
ど

◯
午
後
の
部

・
落
語
一
席

「
笑
い
飛
ば
そ
う
、
も
の
忘
れ
」

・
劇
　

「
黄
門
様
が
認
知
症
に
な
っ
た
ら
？

p
a
r
t 

2
」
な
ど

※
そ
の
他
、
認
知
症
カ
フ
ェ
、
認
知

症
予
防
体
操
（
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
）
、

介
護
食
品
試
食
、
福
祉
機
器
の
展

示
、
認
知
症
個
別
相
談
、
薬
に
つ
い

て
の
相
談
、
各
種
ミ
ニ
講
座
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
西
毛
病
院
認
知

症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

（
☎
63
―
8
1
2
0
）

●
所
在
地
　
下
仁
田
町
大
字
下
小

坂
８
６
０
番
地
１
（
旧
下
仁
田
町

学
校
給
食
共
同
調
理
場
）

●
面
積
　
２
，
１
６
２
㎡

●
最
低
売
却
価
格
　
１
，
４
０
０
万
円

※
た
だ
し
、
土
地
及
び
建
物
は
現
状

の
ま
ま
の
売
却
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
期
限
　
９
月
６
日
（
木
）
ま
で

入
札
に
必
要
な
書
類
を
配
付
し
ま
す
。

●
入
札
日
　
９
月
10
日
（
月
）

午
前
９
時

●
入
札
場
所
　
下
仁
田
町
役
場
２

階
２
０
２
会
議
室

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
7
4
―
82
―
2
5
4
2

　
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、

臨
時
事
務
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
業
務
内
容
　
学
校
給
食
に
関
す
る

事
務
補
助
及
び
セ
ン
タ
ー
内
の
雑
務

●
募
集
人
員
　
１
名

●
採
用
期
日
　
平
成
30
年
10
月
か

ら
平
成
31
年
３
月
ま
で

●
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
15
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
ま
で
の
実
労
７
時
間
45
分

●
賃
金
等
　
町
臨
時
的
任
用
職
員

賃
金
支
給
要
領
に
よ
る

●
申
込
期
限
　
９
月
14
日
（
金
）

●
申
込
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
（
写
真
添
付
）
の

上
、
土
曜
、
日
曜
、
祝
祭
日
を
除
く

午
前
８
時
15
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

の
間
に
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
下

仁
田
町
大
字
下
仁
田
52
番
地
１
）
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い

●
面
接
日
　
別
途
連
絡
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
7
4
―
82
―
2
5
4
2

9月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

9/20（金）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。 動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

１０：００～１１：３０

妊婦さん～未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児とあそぼう・園庭開放

こども園ホール 保育園ホール

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付ています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉保険課福祉係　６４－８８０３（直通）

9/11（火）

親
子
の

集
い
の
広
場

富
岡
甘
楽
地
域
後
見
ほ
っ
と

ラ
イ
ン

☎
0
1
2
0
―
5
5
6
―
8
8
4

下
仁
田
町
防
災
マッ
プ
の

再
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

町
有
地
売
却
の
お
知
ら
せ

臨
時
職
員
募
集

下
仁
田
町
食
生
活
改
善
推
進
員

（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）に
よ
る

「
乳
製
品
料
理
講
習
会
」

受
講
者
募
集
！

下
仁
田
ね
ぎ
祭
り
に
つ
い
て

認
知
症
フ
ェス
タ 

2
0
1
8

秋
の
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ

（
歩
け
歩
け
）

SHIMONITA　INFORMATION
お知らせ版お知らせ版

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433
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認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
の
綿
貫
梓

で
す
。
皆
さ
ん
は
、
認
知
症
の
人
の
理
解

し
に
く
い
行
動
に
つ
い
て
考
え
た
事
が
あ

り
ま
す
か
？
理
解
し
に
く
い
行
動
を
と
る

の
に
は
理
由
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
理
由
を

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
私
た
ち
の
対

応
の
仕
方
も
異
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
今
回
は
対
応
の
仕
方
に
つ
い

て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
お
金
を
盗
ま
れ
た
と
言
い
怒
り
だ
す

心
理

　
本
人
の
気
持
ち
と
し
て
は
、「
私
が
無

く
す
わ
け
が
な
い
、
誰
か
に
盗
ま
れ
た
ん

だ
！
」
と
、
し
ま
っ
た
場
所
を
忘
れ
、
人

の
せ
い
に
し
ま
す
。
犯
人
に
な
り
が
ち
な

人
は
本
人
が
一
番
信
頼
し
て
い
る
人
で

す
。

　
対
応
の
仕
方
と
し
て
は
、
怒
る
の
で
は

な
く
本
人
の
気
持
ち
に
な
り
「
じ
ゃ
あ
一

緒
に
探
そ
う
か
」
と
協
力
し
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。
も
し
、
先
に
見
つ
け
て
し
ま
っ

て
も
本
人
が
見
つ
け
出
せ
る
よ
う
な
工
夫

を
し
ま
し
ょ
う
。

●
病
院
に
行
く
の
を
嫌
が
る
心
理

　
本
人
の
気
持
ち
と
し
て
は
、「
ど
こ
も

お
か
し
く
な
い
の
に
ど
う
し
て
病
院
に
行

く
の
？
も
し
か
し
て
施
設
や
病
院
に
入
れ

ら
れ
ち
ゃ
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
そ
ん
な
妄

想
が
働
き
受
診
を
拒
否
す
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
他
に
は
、
自
分
で
も
お
か

し
い
、
と
気
づ
い
て
い
て
も
症
状
自
体
を

認
め
た
く
な
い
と
い
う
感
情
が
あ
り
拒

否
す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
対
応
の
仕
方
と
し
て
は
「
私
の
健
康
診

断
に
付
き
合
っ
て
く
れ
な
い
？
」
と
誘
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
こ
で
気
を
付
け
て
ほ

し
い
の
が
、
嘘
だ
け
は
絶
対
に
つ
か
な
い

で
く
だ
さ
い
。
認
知
症
の
人
は
何
も
わ
か

ら
な
い
わ
け
で
は
な
く
感
情
だ
け
は
強

く
の
こ
り
ま
す
。
対
応
の
仕
方
は
誠
意
を

も
っ
て
慎
重
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

９
月
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
で
す
。
認

知
症
を
理
解
し
、
適
切
な
対
応
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
！

　●
学
習
会
の
お
知
ら
せ

〜
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
の
気
持
ち

を
理
解
し
支
援
す
る
際
の
心
得
〜
　

●
日
時
　
９
月
４
日
（
火
）

午
後
１
時
３０
分

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館

３
階
大
会
議
室

●
講
師
　
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
　

群
馬
県
支
部
代
表
　
田
部
井
先
生

⑸
９
月
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

　
　
　
　
月
間
認
知
症
を
理
解
し
よ
う
！

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
保
養
事
業

〜
秋
を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
〜
（
ご
案
内
）

　
外
出
機
会
を
持
ち
、趣
味
や
自
分

の
し
た
い
活
動
や
、普
通
の
生
活
を
続

け
る
事
で
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
元
気

に
保
ち
ま
し
ょ
う
。お
得
な
情
報
を

ゲ
ッ
ト
し
、楽
し
く
過
ご
せ
る
場
を
ご

紹
介
し
ま
す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●「
運
動
も
で
き
る
居
場
所
」の

ご
紹
介

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
、参
加

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に「
鬼
石
モ
デ
ル
」

の
簡
単
な
筋
ト
レ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

直
接
会
場
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
い
こ
い
処
　筋
ト
レ

●
日
時
　
毎
週
火
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所
　
い
こ
い
処（
下
仁
田
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
の
た
め
、

1
0
0
円
の
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

●
貯
筋
の
つ
ど
い

●
時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所
　
旧
小
坂
小
学
校
　
1
階

●
そ
の
他
　
運
動
の
で
き
る
支
度

で
、飲
み
物
を
お
持
ち
の
上
、直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
荒
天
場
合
は
お
休
み
で
す
。個
々

の
ご
連
絡
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、不

明
の
場
合
は
、福
祉
保
険
課
包
括
支

援
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
険
課
包

括
支
援
係
　
内
線
３
２
８

※
原
則
第
１
・
第
３
水
曜
日
に
実
施

（
祝
祭
日
の
際
は
変
更
あ
り
）　
 

　介
護
施
設
の
職
員
等
が
地
域
に
出

向
き
、
介
護
予
防
に
関
す
る
講
座
や
、

筋
力
ア
ッ
プ
や
転
倒
予
防
の
運
動
な
ど

を
地
域
の
顔
見
知
り
の
方
々
と
一
緒
に

行
い
、
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
お
し
ゃ
べ

り
し
た
り
…
途
中
か
ら
の
参
加
も
大
歓

迎
で
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
巡
回
時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午

●
対
象
者
　
65
歳
以
上
の
方
な
ら
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
か
ぶ
ら
の
里
　
☎
82
―
０
２
２
２ 

か
ぶ
ら
の
里

『
な
で
し
こ
キ
ャ
ラ
バ
ン
』

　実
施
中
!!

貯筋のつどい日程
※８月は夏休みです。

9月

5日（水）・
19日（水）

10月

3日（水）・
17日（水）

外
出
の
機
会
を
作
り
健
康
寿
命
を

延
ば
し
ま
し
ょ
う
〜
65
歳
以
上
の
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー

　
町
で
は
、
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
の
方
を
対
象
に
保
養
事
業
を
行

い
ま
す
。
歩
き
に
自
信
が
な
い
方
も

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
10
月
30
日
（
火
）

役
場
発
：
午
前
9
時

役
場
着
：
午
後
４
時
（
予
定
）

●
内
容

午
前
：
敷
島
公
園

昼
食
：
県
庁
レ
ス
ト
ラ
ン
　
　

午
後
：
果
物
狩
り

●
募
集
人
数
　
25
名

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
 

●
参
加
資
格 

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
の
方
で
、
今
年
度
町
民
税
非
課

税
の
方

※
前
年
度
以
前
に
参
加
さ
れ
て
い
る

方
は
、
応
募
状
況
に
よ
り
、
ご
参
加

い
た
だ
け
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
参
加
費
用
　
無
料

●
申
込
み
先
　
各
地
域
の
民
生
委
員

ま
た
は
包
括
支
援
係

●
〆
切
　
９
月
21 

日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
険
課
　
包

括
支
援
係
　
☎
64
―
8
8
0
4

認
知
症
予
防
教
室
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ

参
加
者
募
集

　
「
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
」
と
は
、
頭

と
体
を
同
時
に
使
う
、
認
知
症
予

防
運
動
で
す
。
１
人
暮
ら
し
や
、

外
出
が
少
な
い
人
は
、
友
人
と
週

１
回
会
っ
て
い
る
人
に
比
べ
て
、

認
知
症
の
発
症
リ
ス
ク
が
８
倍
に

な
る
と
い
う
調
査
も
あ
り
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
と
一
緒
に
コ
グ
ニ

サ
イ
ズ
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

※
Ｈ
30
年
11
月
頃
ス
タ
ー
ト
予

定
、
お
申
し
込
み
後
に
日
程
の
詳

細
を
通
知
し
ま
す
。

●
日
時
　
毎
週
水
曜
日

10
時
〜
12
時

●
会
場
　
道
の
駅
（
馬
山
）

●
対
象
　
65
歳
以
上
の
方
（
全
地

区
）

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
険
課
　
包

括
支
援
係
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
）
☎
０
２
７
４
（
64
）
８
８

０
４

●
参
加
者
の
感
想

・
２
回
参
加
し
た
だ
け
で
、
仰
向

け
に
な
っ
た
時
に
つ
か
な
か
っ
た

ひ
ざ
の
裏
が
、
床
に
つ
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
仲
間
が
増
え
て
と

て
も
楽
し
い
。

・
足
が
軽
く
な
り
歩
く
の
が
楽
に

な
っ
た
。
す
ご
く
楽
し
く
て
、
も

っ
と
早
く
か
ら
始
め
た
か
っ
た
。

※
道
の
駅
は
、
駐
車
場
も
あ
り
ま

す
。
バ
ス
停
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
町
営
バ
ス
も
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

下栗山集会所

次回10月～1月は小河原集会所・小平集会所にて実施します。

9月4日（火）

馬山生活改善センター
ウォーキング講座 9月11日（火）

9月18日（火）手工芸講座 9月25日（火）

実施内容

会場

小河原集会所（青倉）
10月3日（水）

小平集会所（西牧）
介護予防体操 10月10日（水）

10月17日（水）感染症予防講座 10月24日（水）

実施内容

会場

教えて
認知症

健康健康
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認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
の
綿
貫
梓

で
す
。
皆
さ
ん
は
、
認
知
症
の
人
の
理
解

し
に
く
い
行
動
に
つ
い
て
考
え
た
事
が
あ

り
ま
す
か
？
理
解
し
に
く
い
行
動
を
と
る

の
に
は
理
由
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
理
由
を

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
私
た
ち
の
対

応
の
仕
方
も
異
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
今
回
は
対
応
の
仕
方
に
つ
い

て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
お
金
を
盗
ま
れ
た
と
言
い
怒
り
だ
す

心
理

　
本
人
の
気
持
ち
と
し
て
は
、「
私
が
無

く
す
わ
け
が
な
い
、
誰
か
に
盗
ま
れ
た
ん

だ
！
」
と
、
し
ま
っ
た
場
所
を
忘
れ
、
人

の
せ
い
に
し
ま
す
。
犯
人
に
な
り
が
ち
な

人
は
本
人
が
一
番
信
頼
し
て
い
る
人
で

す
。

　
対
応
の
仕
方
と
し
て
は
、
怒
る
の
で
は

な
く
本
人
の
気
持
ち
に
な
り
「
じ
ゃ
あ
一

緒
に
探
そ
う
か
」
と
協
力
し
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。
も
し
、
先
に
見
つ
け
て
し
ま
っ

て
も
本
人
が
見
つ
け
出
せ
る
よ
う
な
工
夫

を
し
ま
し
ょ
う
。

●
病
院
に
行
く
の
を
嫌
が
る
心
理

　
本
人
の
気
持
ち
と
し
て
は
、「
ど
こ
も

お
か
し
く
な
い
の
に
ど
う
し
て
病
院
に
行

く
の
？
も
し
か
し
て
施
設
や
病
院
に
入
れ

ら
れ
ち
ゃ
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
そ
ん
な
妄

想
が
働
き
受
診
を
拒
否
す
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
他
に
は
、
自
分
で
も
お
か

し
い
、
と
気
づ
い
て
い
て
も
症
状
自
体
を

認
め
た
く
な
い
と
い
う
感
情
が
あ
り
拒

否
す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
対
応
の
仕
方
と
し
て
は
「
私
の
健
康
診

断
に
付
き
合
っ
て
く
れ
な
い
？
」
と
誘
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
こ
で
気
を
付
け
て
ほ

し
い
の
が
、
嘘
だ
け
は
絶
対
に
つ
か
な
い

で
く
だ
さ
い
。
認
知
症
の
人
は
何
も
わ
か

ら
な
い
わ
け
で
は
な
く
感
情
だ
け
は
強

く
の
こ
り
ま
す
。
対
応
の
仕
方
は
誠
意
を

も
っ
て
慎
重
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

９
月
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
で
す
。
認

知
症
を
理
解
し
、
適
切
な
対
応
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
！

　●
学
習
会
の
お
知
ら
せ

〜
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
の
気
持
ち

を
理
解
し
支
援
す
る
際
の
心
得
〜
　

●
日
時
　
９
月
４
日
（
火
）

午
後
１
時
３０
分

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館

３
階
大
会
議
室

●
講
師
　
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
　

群
馬
県
支
部
代
表
　
田
部
井
先
生

⑸
９
月
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

　
　
　
　
月
間
認
知
症
を
理
解
し
よ
う
！

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
保
養
事
業

〜
秋
を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
〜
（
ご
案
内
）

　
外
出
機
会
を
持
ち
、趣
味
や
自
分

の
し
た
い
活
動
や
、普
通
の
生
活
を
続

け
る
事
で
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
元
気

に
保
ち
ま
し
ょ
う
。お
得
な
情
報
を

ゲ
ッ
ト
し
、楽
し
く
過
ご
せ
る
場
を
ご

紹
介
し
ま
す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●「
運
動
も
で
き
る
居
場
所
」の

ご
紹
介

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
、参
加

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に「
鬼
石
モ
デ
ル
」

の
簡
単
な
筋
ト
レ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

直
接
会
場
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
い
こ
い
処
　筋
ト
レ

●
日
時
　
毎
週
火
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所
　
い
こ
い
処（
下
仁
田
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
の
た
め
、

1
0
0
円
の
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

●
貯
筋
の
つ
ど
い

●
時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所
　
旧
小
坂
小
学
校
　
1
階

●
そ
の
他
　
運
動
の
で
き
る
支
度

で
、飲
み
物
を
お
持
ち
の
上
、直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
荒
天
場
合
は
お
休
み
で
す
。個
々

の
ご
連
絡
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、不

明
の
場
合
は
、福
祉
保
険
課
包
括
支

援
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
険
課
包

括
支
援
係
　
内
線
３
２
８

※
原
則
第
１
・
第
３
水
曜
日
に
実
施

（
祝
祭
日
の
際
は
変
更
あ
り
）　
 

　介
護
施
設
の
職
員
等
が
地
域
に
出

向
き
、
介
護
予
防
に
関
す
る
講
座
や
、

筋
力
ア
ッ
プ
や
転
倒
予
防
の
運
動
な
ど

を
地
域
の
顔
見
知
り
の
方
々
と
一
緒
に

行
い
、
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
お
し
ゃ
べ

り
し
た
り
…
途
中
か
ら
の
参
加
も
大
歓

迎
で
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
巡
回
時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午

●
対
象
者
　
65
歳
以
上
の
方
な
ら
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
か
ぶ
ら
の
里
　
☎
82
―
０
２
２
２ 

か
ぶ
ら
の
里

『
な
で
し
こ
キ
ャ
ラ
バ
ン
』

　実
施
中
!!

貯筋のつどい日程
※８月は夏休みです。

9月

5日（水）・
19日（水）

10月

3日（水）・
17日（水）

外
出
の
機
会
を
作
り
健
康
寿
命
を

延
ば
し
ま
し
ょ
う
〜
65
歳
以
上
の
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー

　
町
で
は
、
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
の
方
を
対
象
に
保
養
事
業
を
行

い
ま
す
。
歩
き
に
自
信
が
な
い
方
も

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
10
月
30
日
（
火
）

役
場
発
：
午
前
9
時

役
場
着
：
午
後
４
時
（
予
定
）

●
内
容

午
前
：
敷
島
公
園

昼
食
：
県
庁
レ
ス
ト
ラ
ン
　
　

午
後
：
果
物
狩
り

●
募
集
人
数
　
25
名

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
 

●
参
加
資
格 

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
の
方
で
、
今
年
度
町
民
税
非
課

税
の
方

※
前
年
度
以
前
に
参
加
さ
れ
て
い
る

方
は
、
応
募
状
況
に
よ
り
、
ご
参
加

い
た
だ
け
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
参
加
費
用
　
無
料

●
申
込
み
先
　
各
地
域
の
民
生
委
員

ま
た
は
包
括
支
援
係

●
〆
切
　
９
月
21 

日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
険
課
　
包

括
支
援
係
　
☎
64
―
8
8
0
4

認
知
症
予
防
教
室
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ

参
加
者
募
集

　
「
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
」
と
は
、
頭

と
体
を
同
時
に
使
う
、
認
知
症
予

防
運
動
で
す
。
１
人
暮
ら
し
や
、

外
出
が
少
な
い
人
は
、
友
人
と
週

１
回
会
っ
て
い
る
人
に
比
べ
て
、

認
知
症
の
発
症
リ
ス
ク
が
８
倍
に

な
る
と
い
う
調
査
も
あ
り
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
と
一
緒
に
コ
グ
ニ

サ
イ
ズ
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

※
Ｈ
30
年
11
月
頃
ス
タ
ー
ト
予

定
、
お
申
し
込
み
後
に
日
程
の
詳

細
を
通
知
し
ま
す
。

●
日
時
　
毎
週
水
曜
日

10
時
〜
12
時

●
会
場
　
道
の
駅
（
馬
山
）

●
対
象
　
65
歳
以
上
の
方
（
全
地

区
）

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
険
課
　
包

括
支
援
係
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
）
☎
０
２
７
４
（
64
）
８
８

０
４

●
参
加
者
の
感
想

・
２
回
参
加
し
た
だ
け
で
、
仰
向

け
に
な
っ
た
時
に
つ
か
な
か
っ
た

ひ
ざ
の
裏
が
、
床
に
つ
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
仲
間
が
増
え
て
と

て
も
楽
し
い
。

・
足
が
軽
く
な
り
歩
く
の
が
楽
に

な
っ
た
。
す
ご
く
楽
し
く
て
、
も

っ
と
早
く
か
ら
始
め
た
か
っ
た
。

※
道
の
駅
は
、
駐
車
場
も
あ
り
ま

す
。
バ
ス
停
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
町
営
バ
ス
も
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

下栗山集会所

次回10月～1月は小河原集会所・小平集会所にて実施します。

9月4日（火）

馬山生活改善センター
ウォーキング講座 9月11日（火）

9月18日（火）手工芸講座 9月25日（火）

実施内容

会場

小河原集会所（青倉）
10月3日（水）

小平集会所（西牧）
介護予防体操 10月10日（水）

10月17日（水）感染症予防講座 10月24日（水）

実施内容

会場

教えて
認知症

健康健康
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約３分間の健康講話が聞けます
月／乳がんが心配、どこへかかればいいの？　 火／６０歳で２４本以上の自分の歯がありますか
水／妊娠糖尿病　　　　　　　   木／歯の欠損と義歯
金／歯科治療と医療安全　　　　土日／医師はお腹の触診で何をみているのか
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆13日(木)　歯科　午後7時半～9時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン 9月 ☎０２７－２３４－４９７０

9月～10月　健康カレンダー

富岡保健福祉事務所　9月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

10月26日（金）

9月4日（火）
10月9日（火）

9月28日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　２時

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
午後１時４５分

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと
尿・歯ブラシ

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、む
し歯予防指導、家族計画・
授乳指導育児相談、保健指
導、離乳食相談と試食

問診、計測、医師の診察、歯
科健診、むし歯予防指導・
希望者にフッ素塗布、食生
活指導と手作りおやつの
試食、保健指導、心理発達
相談

健康相談・栄養相談、介護相
談、血圧測定、育児相談、授
乳相談、むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

平成30年3月～4月生まれ

平成29年12月～平成30年1月生まれ

平成２9年7月～8月生まれ

平成２9年1月～2月生まれ

平成２8年7月～8月生まれ

平成２8年1月～2月生まれ

平成２7年7月～8月生まれ

平成２7年1月～2月生まれ

平成30年6月～7月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

10月12日（金）
午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又その家族など

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。緊急
時にご利用してください。
◆９月　２日(日)　小柳由里子先生（青葉クリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院 救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院休日診療所 富岡市甘楽郡医師会 休日の小児救急診療

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

(ヨクナレ)

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当医

9月3・10日（月）

9月10日（月）

9月4日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　☎８２－５４９０受付時間厳守になりますので、時間内にお越しください。

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝炎）・尿検査
（クラミジア、淋菌）＊匿名で受けられます

HIV検査のみ

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後5時30分～6時30分
（予約制）

午後１時～２時
（予約制）

　子どもの急な病気などで対応に困ったら、プッシュ回線の電話、
または携帯電話から＃８０００にお電話ください。保健師・看護
師が相談に応じます。
相談日時　月～土曜日　午後６時～翌朝午前８時
　　　　　日曜日･祝祭日･年末年始　午前８時～翌朝午前８時
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５４０

＃８０００小児救急電話相談

広
報しもにた

平成30年度下仁田町一般介護予防事業 ～いきいき健康教室～
　普段の生活で身についた体のくせをとり、軽い運動やマッサージを行うことで膝痛や腰痛を予防し、転ばない足腰と健康な体づく
りを目指しましょう。申込みは不要です。都合のつく会場へ直接お越しください。65歳以上であれば誰でも参加できます。

会　場 開催日 時　間

保健センター

吉崎公会堂

会　場 開催日 時　間

鎌田地区集会所

馬山生活改善センター

道の駅

会　場 開催日 時　間

旧小坂小校舎（１階西：旧教室）

北小地区集会所

坂詰公会堂

会　場 開催日 時　間

西牧活性化センター

三ツ瀬集会所

矢川友愛館

会　場 開催日 時　間

講　師

講　師

講　師

講　師

講　師

宮室地区集会所

下青倉集会所

桑本地区多目的集会所

　13日(木)
18日(木)
18日(火)
23日(火)

健康運動指導士

27日(木)
12日(金)
25日(木)
6日(金)
　4日(木)
　20日(木)
25日(木)

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

25日(火)
22日(月)

　28日(金)
31日(水)
21日(金)
24日(水)

11日(火)
15日(月)
3日(月)
9日(火)

　13日(木)
16日(火)

14日(金)
19日(金)
3日(月)
18日(木)
26日(水)
30日(火)

午前１０時～１２時
午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

馬
山
地
区

下
仁
田
地
区

小
坂
地
区

西
牧
地
区

青
倉
地
区

9月
10月
9月
10月

9月
10月
10月
9月
10月
9月
10月

9月
10月
9月
10月
9月
10月

9月
10月
9月
10月
9月
10月

9月
10月
9月
10月
9月
10月

【参加費】無料　【会場別日程】　《日程は都合で変更になることもあります。》　【問い合わせ】　福祉保険課　包括支援係　☎６４－８８０４（直通）まで

健康健康
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約３分間の健康講話が聞けます
月／乳がんが心配、どこへかかればいいの？　 火／６０歳で２４本以上の自分の歯がありますか
水／妊娠糖尿病　　　　　　　   木／歯の欠損と義歯
金／歯科治療と医療安全　　　　土日／医師はお腹の触診で何をみているのか
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆13日(木)　歯科　午後7時半～9時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン 9月 ☎０２７－２３４－４９７０

9月～10月　健康カレンダー

富岡保健福祉事務所　9月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

10月26日（金）

9月4日（火）
10月9日（火）

9月28日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　２時

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
午後１時４５分

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと
尿・歯ブラシ

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、む
し歯予防指導、家族計画・
授乳指導育児相談、保健指
導、離乳食相談と試食

問診、計測、医師の診察、歯
科健診、むし歯予防指導・
希望者にフッ素塗布、食生
活指導と手作りおやつの
試食、保健指導、心理発達
相談

健康相談・栄養相談、介護相
談、血圧測定、育児相談、授
乳相談、むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

平成30年3月～4月生まれ

平成29年12月～平成30年1月生まれ

平成２9年7月～8月生まれ

平成２9年1月～2月生まれ

平成２8年7月～8月生まれ

平成２8年1月～2月生まれ

平成２7年7月～8月生まれ

平成２7年1月～2月生まれ

平成30年6月～7月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

10月12日（金）
午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又その家族など

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。緊急
時にご利用してください。
◆９月　２日(日)　小柳由里子先生（青葉クリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院 救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院休日診療所 富岡市甘楽郡医師会 休日の小児救急診療

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

(ヨクナレ)

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当医

9月3・10日（月）

9月10日（月）

9月4日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　☎８２－５４９０受付時間厳守になりますので、時間内にお越しください。

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝炎）・尿検査
（クラミジア、淋菌）＊匿名で受けられます

HIV検査のみ

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後5時30分～6時30分
（予約制）

午後１時～２時
（予約制）

　子どもの急な病気などで対応に困ったら、プッシュ回線の電話、
または携帯電話から＃８０００にお電話ください。保健師・看護
師が相談に応じます。
相談日時　月～土曜日　午後６時～翌朝午前８時
　　　　　日曜日･祝祭日･年末年始　午前８時～翌朝午前８時
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５４０

＃８０００小児救急電話相談

広
報しもにた

平成30年度下仁田町一般介護予防事業 ～いきいき健康教室～
　普段の生活で身についた体のくせをとり、軽い運動やマッサージを行うことで膝痛や腰痛を予防し、転ばない足腰と健康な体づく
りを目指しましょう。申込みは不要です。都合のつく会場へ直接お越しください。65歳以上であれば誰でも参加できます。

会　場 開催日 時　間

保健センター

吉崎公会堂

会　場 開催日 時　間

鎌田地区集会所

馬山生活改善センター

道の駅

会　場 開催日 時　間

旧小坂小校舎（１階西：旧教室）

北小地区集会所

坂詰公会堂

会　場 開催日 時　間

西牧活性化センター

三ツ瀬集会所

矢川友愛館

会　場 開催日 時　間

講　師

講　師

講　師

講　師

講　師

宮室地区集会所

下青倉集会所

桑本地区多目的集会所

　13日(木)
18日(木)
18日(火)
23日(火)

健康運動指導士

27日(木)
12日(金)
25日(木)
6日(金)
　4日(木)
　20日(木)
25日(木)

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

25日(火)
22日(月)

　28日(金)
31日(水)
21日(金)
24日(水)

11日(火)
15日(月)
3日(月)
9日(火)

　13日(木)
16日(火)

14日(金)
19日(金)
3日(月)
18日(木)
26日(水)
30日(火)

午前１０時～１２時
午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

馬
山
地
区

下
仁
田
地
区

小
坂
地
区

西
牧
地
区

青
倉
地
区

9月
10月
9月
10月

9月
10月
10月
9月
10月
9月
10月

9月
10月
9月
10月
9月
10月

9月
10月
9月
10月
9月
10月

9月
10月
9月
10月
9月
10月

【参加費】無料　【会場別日程】　《日程は都合で変更になることもあります。》　【問い合わせ】　福祉保険課　包括支援係　☎６４－８８０４（直通）まで

健康健康
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【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
激
災
の
な
す
す
べ
な
き
様
ど
息
の
む

　（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
咲
き
み
ち
て
空
い
っ
ぱ
い
の
百
日
紅

　
　（
下
仁
田
）

　茂
木

　久
里

■
梅
干
し
て
三
日
三
晩
の
母
の
味

　
　
　（
富
岡
市
）

　佐
藤

　政
代

■
風
凪
ぎ
て
髪
飾
り
と
ま
る
赤
と
ん
ぼ

　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
田
に
映
え
し
山
夕
焼
に
有
り
し
日
を
偲
び
語
リ
フ
笑
了
プ
チ
旅
行

　

 

（
馬

　山
）

　
　田
村

　久
江

■
天
地
は
い
か
ら
ず
皆
に
す
ず
風
を
セ
ミ
も
カ
ナ
カ
ナ
に
タ
ッ
チ
し
暮
る
る

　（
馬

　山
）

　

  

山
中

　た
ね

■
賑
わ
い
の
サ
ミ
ッ
ト
終
り
し
風
穴
は
す
す
き
や
シ
シ
ウ
ド
初
秋
の
た
た
ず
ま
い 

（
南
野
牧
）

　

  

清
水
み
ち
代

あ
め
つ
ち

あ
き

【
荒
船
俳
句
会
八
月
句
会
報
】

■
夜
の
静
寂
深
め
て
鳴
り
ぬ
鉄
風
鈴

　
　
　
　敏

　彦

■
深
山
寺
の
歴
史
ひ
も
と
く
古
代
蓮

　
　
　
　勇

　宝

■
日
除
け
し
て
大
の
字
に
寝
る
自
由
か
な

　
　ま
ち
子

■
斧
か
ざ
し
目
ぢ
か
ら
強
き
子
か
ま
き
り

　
　光

　子

■
猛
暑
日
や
西
方
浄
土
い
か
ば
か
り

　
　
　
　淑

　江

■
身
の
丈
に
余
る
夏
草
ば
っ
さ
り
と

　
　
　
　政

　子

■
夏
草
や
早
起
き
出
来
し
庭
掃
除

　
　
　
　
　賀

　子

７月に入った新刊図書は次のとおりです。　「新刊図書情報」
著者名

村山由佳

池井戸潤

土井けいこ

崎田ミナ

伊集院静

下重暁子

猪瀬直樹・田原総一郎

上毛新聞社

細田守

筏かつら

筏かつら

林真理子

著者名

稲葉稔

芝村凉也

上田 秀人

岡本さとる

今泉忠明

トロル

ゴムドリco

ゴムドリco

原ゆたか

かがくいひろし

クレア・キーン

書名

ミルク・アンド・ハニー

下町ロケット　ゴースト

「収納が苦手」な人がラクに「片づけ上手」になれる本

も～っとずぼらヨガ

いろいろあった人へ

夫婦という他人

平成の重大事件

世界遺産電鉄 上信電鉄0番線からの旅

未来のミライ

静かの海

君に恋をしただけじゃ、何も変わらないはずだった

わたし、結婚できますか？

書名

大江戸人情花火

長屋道場騒動記1　迷い熊帰る

百万石の留守居役11　騒動

若鷹武芸帖2　鎖鎌秘話

続々ざんねんないきもの辞典

おしりたんていシリーズ

深海のサバイバル

AIのサバイバル1

かいけつゾロリのドラゴンたいじ２

だるまさんがシリーズ

ちっちゃいおおきいおんなのこ

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い

平成30年
9月1日発行
414号

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

　
毎
年
恒
例
の
町
民
文
化
講
座
を

今
年
も
開
催
し
ま
す
。
心
温
ま
る

お
話
を
聞
い
て
心
の
ス
ト
レ
ッ
チ

を
し
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時
　
９
月
２
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

◇
場
所
　
下
仁
田
町
文
化
ホ
ー
ル

◇
講
師
　
オ
ペ
レ
ッ
タ
作
家
・
ア

イ
リ
ッ
シ
ュ
ハ
ー
プ
奏
者 

永
山
友

美
子
さ
ん

◇
演
題
　
「
ハ
ー
プ
＆
ト
ー
ク
　

愛
と
優
し
さ
で
人
は
育
つ
」

◇
内
容
　
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
ハ
ー
プ

の
演
奏
と
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
語

り
で
聞
く
人
の
心
を
つ
か
み
、
音

楽
や
生
き
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ

を
伝
え
、
愛
情
と
優
し
さ
の
必
要

性
を
問
い
か
け
る
。

◇
チ
ケ
ッ
ト
　
５
０
０
円
。
当
日
券

を
受
付
窓
口
で
販
売
し
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
　
文
化
協
会
事
務
局

（
下
仁
田
町
公
民
館
　
☎
82
―
３

５
３
５
）

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
の
大
き
さ
に
水

ゴ
ケ
を
丸
め
、
今
回
は
「
こ
な
ら
・

紫
式
部
・
一
才
グ
ミ
」
の
幼
木
を
お

好
み
に
応
じ
て
中
心
に
植
え
、
簡
単

な
こ
け
玉
を
作
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
５
月
に
開
催
し
た

第
１
回
教
室
（
も
み
じ
）
に
参
加

し
た
方
は
、
そ
の
時
の
こ
け
玉
を

持
参
し
て
く
だ
さ
れ
ば
、
先
生
が
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手
入
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し
ま
す
。
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手
入
れ
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の
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加
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９
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３
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０
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で
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が
和
む
、

可
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い
ち
り
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ん
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作
り
ま

せ
ん
か
？
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の
講
座
で
は
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。

　
和
の
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が
好
き
な
方
、
お
裁

縫
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【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
激
災
の
な
す
す
べ
な
き
様
ど
息
の
む

　（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
咲
き
み
ち
て
空
い
っ
ぱ
い
の
百
日
紅

　
　（
下
仁
田
）

　茂
木

　久
里

■
梅
干
し
て
三
日
三
晩
の
母
の
味

　
　
　（
富
岡
市
）

　佐
藤

　政
代

■
風
凪
ぎ
て
髪
飾
り
と
ま
る
赤
と
ん
ぼ

　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
田
に
映
え
し
山
夕
焼
に
有
り
し
日
を
偲
び
語
リ
フ
笑
了
プ
チ
旅
行

　

 

（
馬

　山
）

　
　田
村

　久
江

■
天
地
は
い
か
ら
ず
皆
に
す
ず
風
を
セ
ミ
も
カ
ナ
カ
ナ
に
タ
ッ
チ
し
暮
る
る

　（
馬

　山
）

　
  

山
中

　た
ね

■
賑
わ
い
の
サ
ミ
ッ
ト
終
り
し
風
穴
は
す
す
き
や
シ
シ
ウ
ド
初
秋
の
た
た
ず
ま
い 

（
南
野
牧
）

　
  

清
水
み
ち
代

あ
め
つ
ち

あ
き

【
荒
船
俳
句
会
八
月
句
会
報
】

■
夜
の
静
寂
深
め
て
鳴
り
ぬ
鉄
風
鈴

　
　
　
　敏

　彦

■
深
山
寺
の
歴
史
ひ
も
と
く
古
代
蓮

　
　
　
　勇

　宝

■
日
除
け
し
て
大
の
字
に
寝
る
自
由
か
な

　
　ま
ち
子

■
斧
か
ざ
し
目
ぢ
か
ら
強
き
子
か
ま
き
り

　
　光

　子

■
猛
暑
日
や
西
方
浄
土
い
か
ば
か
り

　
　
　
　淑

　江

■
身
の
丈
に
余
る
夏
草
ば
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さ
り
と

　
　
　
　政

　子

■
夏
草
や
早
起
き
出
来
し
庭
掃
除

　
　
　
　
　賀

　子

７月に入った新刊図書は次のとおりです。　「新刊図書情報」
著者名

村山由佳

池井戸潤

土井けいこ

崎田ミナ

伊集院静

下重暁子

猪瀬直樹・田原総一郎

上毛新聞社

細田守

筏かつら

筏かつら

林真理子

著者名

稲葉稔

芝村凉也

上田 秀人

岡本さとる

今泉忠明

トロル

ゴムドリco

ゴムドリco

原ゆたか

かがくいひろし

クレア・キーン

書名

ミルク・アンド・ハニー

下町ロケット　ゴースト

「収納が苦手」な人がラクに「片づけ上手」になれる本

も～っとずぼらヨガ

いろいろあった人へ

夫婦という他人

平成の重大事件

世界遺産電鉄 上信電鉄0番線からの旅

未来のミライ

静かの海

君に恋をしただけじゃ、何も変わらないはずだった

わたし、結婚できますか？

書名

大江戸人情花火

長屋道場騒動記1　迷い熊帰る

百万石の留守居役11　騒動

若鷹武芸帖2　鎖鎌秘話

続々ざんねんないきもの辞典

おしりたんていシリーズ

深海のサバイバル

AIのサバイバル1

かいけつゾロリのドラゴンたいじ２

だるまさんがシリーズ

ちっちゃいおおきいおんなのこ

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い

平成30年
9月1日発行
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公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

　
毎
年
恒
例
の
町
民
文
化
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座
を
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も
開
催
し
ま
す
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ま
る

お
話
を
聞
い
て
心
の
ス
ト
レ
ッ
チ

を
し
ま
し
ょ
う
。

◇
日
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９
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２
日
（
日
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２
時
〜
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１
時
30
分
）
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場
所
　
下
仁
田
町
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化
ホ
ー
ル

◇
講
師
　
オ
ペ
レ
ッ
タ
作
家
・
ア

イ
リ
ッ
シ
ュ
ハ
ー
プ
奏
者 

永
山
友

美
子
さ
ん

◇
演
題
　
「
ハ
ー
プ
＆
ト
ー
ク
　

愛
と
優
し
さ
で
人
は
育
つ
」

◇
内
容
　
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
ハ
ー
プ

の
演
奏
と
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
語

り
で
聞
く
人
の
心
を
つ
か
み
、
音

楽
や
生
き
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
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伝
え
、
愛
情
と
優
し
さ
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必
要
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を
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か
け
る
。
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チ
ケ
ッ
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０
０
円
。
当
日
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。
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仁
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３
５
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。
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催
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入
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３
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０
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、
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作
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。

　
和
の
小
物
が
好
き
な
方
、
お
裁

縫
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。
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有
料
広
告

月
9

の
納
税

お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税
の

お
忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
の
確
認

も
お
忘
れ
な
く
！

9
月
29
日（
土
）・30
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

10
日（
月
）・
20
日（
木
）・
27
日

（
木
）の
予
定
で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

10
日（
水
）・
18
日（
木
）・
30
日

（
火
）の
予
定
で
す
。

固
定
資
産
税
３
期・

国
民
健
康
保
険
税
３
期・

介
護
保
険
料
３
期・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
３
期

納
期
限
は
10
月
１
日（
月
）で
す

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

9
月
の
支
払
日

10
月
の
支
払
日

有
料
広
告

イベント情報イベント情報

８月１４日　下仁田こんにゃく夏祭り
県下最古の伝統を誇る下仁田町建築業組合

８月１４日　下仁田こんにゃく夏祭り
県下最古の伝統を誇る下仁田町建築業組合
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下仁田町下仁田町

広
報
２０１８年

月
広
報しもにたしもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

ふるさとの夏夜に響く『伝統の木やり』ふるさとの夏夜に響く『伝統の木やり』

２０１８年

99
No749

月月

Shimonita Pride in

みんなで作る地域の祭り

7月届出分〈敬称略・順不同〉

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

佐 藤　ヤ 　ス

小金澤 佐太郎

福 田　は　 る

今 井　勝　美

上 原　隆　夫

古 矢　まつ江

田 島　幸　江

堀 口　今　二

金 井　悦　夫

土 屋　ト　  ク

蟻 坂　是　心

佐 藤　つ 江

黛　　 君　枝

（真　弘）

（金田順子）

（保　幸）

（佑　也）

（一　夫）

（是　正）

（チ　ノ）

（輝　子）

（豊　二）

（英　夫）

（唯　心）

（栄　作）

（直　光）

下小坂

旭　町

下青倉

大　東

横　間

中　央

旭　町

大　東

大　平

宮　室

小　川

東野牧

市ノ萱

人口
　男
　女
世帯

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

7,455人
3,675人
3,780人
3,308世帯

転入  15人/  出生 1人
転出  25人/  死亡 18人

（8月1日現在）

（7月中）

・・・

（　27）
（　16）
（　11）
（　 2）

　下仁田市街地のほぼ全体を会場とした野外フェスを開催されます。
　３７組のパフォーマーによる演奏に加え、多彩なフードを提供する５０店舗、雑
貨・クラフト３８店舗、整体やマッサージなどのリラクゼーション６店舗が出店予定
です。ほたる山会場内にはキッズスペースが出現。キッズと一緒に楽しめる１７の
ワークショップ・キッズアトラクションもあります。
　町内から多くの皆様のご来場を心よりお待ちしております。
●日時　９月８日（土）１０時～１６時３０分
●会場　ほたる山公園、下仁田市街地
　　　　（下仁田駅・赤レンガ倉庫・中央通り周辺、こんにゃく手作り体験道場）
※ほたる山公園内には駐車できません。こんにゃく手作り体験道場からほたる
　山公園までは無料のシャトルバスをご利用ください。
●イベント詳細は、検索サイトで「バイブレーションテーブル」ご検索ください！
●問い合わせ　Vibration table実現化委員会　090-4173-3867

家族みんなで楽しめる入場無料の大型野外音楽イベント家族みんなで楽しめる入場無料の大型野外音楽イベント

バイブレーションテーブルバイブレーションテーブル

道の駅しもにた
リニューアルオープン
道の駅しもにた

リニューアルオープン
新鮮野菜・手作り菓子・パン好評販売中新鮮野菜・手作り菓子・パン好評販売中

1枚
1回まで
1枚
1回まで

キリトリ線キリトリ線

キリトリ線キリトリ線

右記チケット提示で「揚げ物500円以上
購入の方」下仁田コロッケ1個サービス

手作り惣菜好評につき 9/1～20まで
右記チケット提示で「揚げ物500円以上
購入の方」下仁田コロッケ1個サービス

手作り惣菜好評につき 9/1～20まで


